
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　プロローグ







　東雲しののめ夜よ桜ざくらはアイドルである。

　年ねん齢れいは16。小さめの背丈に対して大きめの胸。リボンでツーサイドアップに結わえた長めの髪かみ。あどけなさの残る可愛かわいらしい顔。魅み力りよく的てきな外見だけでなく、気さくなキャラクターや、抜群の歌唱力で多くの人々を虜とりこにしてきている。

　そんな夜桜は現在、ビルの入口前に簡かん易い的てきに設置されたステージの上に立っており、さっきからカメラのフラッシュが彼女の全身を包んでいる。その場にはテレビカメラもセットされており、ざわめく報道陣の声が耳を打つ。本日、人気アイドル・東雲夜桜の口から重大な発表があると聞いて、多くの記者たちがこの場に集つどっているのだ。

「ザクラたぁぁぁぁ─────────んっ！」「きゃわいよおおおおぉぉぉぉぉ────ッ！」「俺おれだぁ─────────ッ！　結婚してくれぇ──────────ッ！」

　少し離れた場所から、夜桜の名を呼ぶファンの声も聞こえてくる。この場にいるのは報道陣だけではない。情報を聞きつけた熱心な夜桜のファンたちも彼女を見に来てくれている。

　人々の視線が、人々の歓声が、人々の熱気が、周囲に溢あふれかえる。

　夜桜は小さな身体からだで精いっぱい背伸びして、遠巻きに自分を見つめているファンの一団に手を振った。それから彼らの歓声を受けながら、ステージの前方に一歩踏み出した。

　今、夜桜の目に映る範囲にいる人々、その全すべてが彼女の一挙一動に注目しているのだ。

　いつの頃ころからだろう。夜桜がメディアで人気アイドルとして取り扱われるようになったのは。彼女からすれば、ただ日々のレッスンやステージをひたむきに頑張ってきただけだ。アイドル志望の女の子が新人アイドルになり、今では人気アイドルと呼ばれるようになっている、ただそれだけのこと。

　ただし、もし何かのインタビューでアイドルとして成功した秘ひ訣けつについて聞かれたら、迷うことなく『親友』の存在を挙げるだろう。ここ数年、顔を直接合わすことがなくなってからも、『親友』との思い出がずっと心の支えになっている。

　その『親友』の顔を思い出しながら、目の前の人々やテレビカメラの向こうにいる人々に向けて、夜桜は強い決意と共にはっきりと宣言した。

「アイドル・東雲夜桜は、漫まん画が家かデビューしまぁす！」

　群衆が騒そう然ぜんとする中、夜桜はステージの脇に見えている大きなビルに身体を向ける。

　そこにあるのは、今後の夜桜にとって『ステージ』となる『週刊少年タイム』の出版社だった。







　　　　　第一章　『週刊少年ライン』ＶＳ『週刊少年タイム』







「　はっくしゅんっ！　」

　左そ右う田だ家けのリビングに、伊い織おりのくしゃみの音が響ひびいた。

「……くそ、僕としたことがやってしまったな」

　伊織の舌打ちが続く。ちょうどコーヒーを片手に新聞を読んでいた伊織は、くしゃみの拍子にコーヒーをテーブルにこぼしてしまったのだ。

　平日の朝ではあったが、急いで学校に行く必要もない。今は夏休みなのだ。そのため朝の時間を優ゆう雅がに過ごしていたというのに、思わぬトラブルに伊織はため息をつく。

　それもこれも、新聞のとある記事に気をひかれたせいだ。

　朝刊の文ぶん化か欄らんにでかでかと特集されたニュース。

　人気アイドルの東雲しののめ夜よ桜ざくらが『週刊少年タイム』で漫まん画が家かデビューし、大きな話題を呼んでいると、そこには記されていた。

　アイドルが漫画家になるとくれば、同業者でもある伊織にとっても興きよう味み深ぶかい話だ。

　そう、伊織は高校生でありながら、業界１位の雑誌『週刊少年ライン』に読みきり作品を何本も掲けい載さいしてきたプロの漫画家であり、現在は『ライン』での連載を目指して鋭えい意い邁まい進しん中ちゆうの身なのである。

「ありゃりゃ、お兄ちゃん大丈夫？　コーヒー熱くなかった？」

　ソファーに寝そべってテレビを見ていた妹の日ひ芽めが、横にしていた身体からだを起こして伊織に心配げな視線を向けてきた。中学１年生の日芽も学校が休みなので、ノースリーブのＴシャツにホットパンツという部屋着姿だ。

　ちらりと日芽が見ていたテレビに目を向けると、そこで放送されていたのも東雲夜桜の漫画家デビューについてだった。ＳＮＳのトレンドなんかもそれだし、よくよく話題を集めていることである。

「ああ、日芽、大丈夫だ。この通り、この天才の手にはかかっていない。しかし危ないところだったよ。危うくマンガ業界の財産に傷がつくところだった」

「あっそう」

　呆あきれ眼まなこの日芽を尻しり目めに、伊織は立ち上がって台所から布巾を取って来ると、テーブルにこぼれたコーヒーを手早く処理した。

「お兄ちゃん、くしゃみしてたけど、夏なつ風か邪ぜでもひいたんじゃない？　夏休みだからっていっつも夜遅くまでマンガを描いているからだよ。睡眠不足は体に毒なんだよ」

　したり顔で説教してくる日ひ芽めに、伊い織おりは苦笑いを返す。見た目も性格も子どもっぽい妹だが、言うことはなかなか大人びてきたものだ。

「いや、体調なら問題ない。すこぶる健康だ」

「そーなの？　でも夏なつ風か邪ぜじゃないとすると……さてはあれだね。誰だれかがお兄ちゃんの噂うわさしていたんだね」

　日芽がまじめな顔で納得したように頷うなずく。その言動が可お笑かしくて、伊織は声を出して笑った。

「おいおい、そいつはさすがにベタにもほどがあるだろ。まあ確かに天てん才さい漫まん画が家かであるこの僕のことだから、噂話くらいはいくらでもされているだろうけどな。ふふふ……。ふははは……。はーっはははっ！」

　上じよう機き嫌げんにマンガのような悪役三段笑いを決める伊織であったが、日芽はそれを完全にスルーして、自分の携帯電話の画面に目を向けていた。

「あ、本当だ。お兄ちゃんの言うとおりだね。今ネットでお兄ちゃんの名前を検索してみたら、お兄ちゃんのマンガが面白くなかったって呟つぶやかれているよ」

「はっはっはっ………………なんだとッ!?」

　一転して伊織が怒りの声を上げる。そのまま憤ふん怒ぬの形相で日芽に詰め寄り、彼女が手にしている携帯電話の画面を覗のぞき込こんだ。

　するとそこには、先日の『ライン』に掲けい載さいされた伊織の読みきり作品に対する批判が書かれていた。ただそれは単純な罵ば倒とうではなく、同じ号に掲載されていた高校生漫画家・高こう良ら翔しよう太た郎ろうの読みきり作品の方が面白かったという内容であった。

「お、怒らないでよお兄ちゃん。わたしはお兄ちゃんのマンガの方が面白かったと思うし、元気出しなって」

「……いや、別に怒ってはいないさ。確かに高良の作品も悪くなかったし、僕のマンガより評価する意見も理解出来なくはない」

　苛いら立だちがないと言えば噓うそになる。そもそも先日のラインに掲載された伊織と翔太郎の読みきり作品は、二人が恋愛マンガ勝負として競い合い、伊織の勝利に終わった作品なのだ。僅きん差さの判定ではあったが、伊織の作品の方が勝っていたと結論が出ているし、伊織だって自分の作品の方が面白かったと思っている。

　とはいえ、翔太郎の作品が素晴らしかったのもまた事実だ。家の事情で女でありながら男として生きてきた翔太郎が、女としての自分が憧あこがれる恋愛について妄もう想そうの限りを尽くして描き切った作品は、切なくも感動的だった。ハマる人はとことんハマるタイプの作品だったといえる。

「僕のマンガの方が面白かったと自信を持って言えるが、果たして僕に高良の様な繊せん細さいな作品を描けたかというと、悔しいが無理だったろうな。その点で僕もあいつのことは評価しているよ。あいつの次回作が楽しみでもある」

　お互いに切せつ磋さ琢たく磨ま出来るライバルのことを思い浮かべ、伊織は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　それを見ながら、日ひ芽めは驚おどろいた表情を浮かべ、

「おお！　お兄ちゃんが大人みたい！　なんだか大物の余裕が漂っているよ！」

　それから尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。

　日芽の目から見ても、兄の成長を感じ取れたのだろう。

「まあ、漫まん画が家かとして世間に作品を発表している以上は、色々な意見をもらうことも当然のことさ。罵ば倒とうすらも僕は自身の作品の糧かてにするつもりだ。お前のクラスでも、僕の話題が出たりするだろ？　良かったら聞かせてくれよ」

　伊い織おりの問いかけに日芽はしばらく首を捻ひねっていたが、やがて観かん念ねんした様子で言った。

「ううん。クラスでお兄ちゃんの話題なんて出たことないよ」

「いやいや、ちょっとくらいはあるだろ」

「それがさっぱりなんだよね」

「いやいや、よく思い出してみろ。だってあれだよ？　僕は世間で評判の天才高校生漫画家だぞ？　『週刊少年ライン』の新人賞で大賞を受賞しているんだぞ？」

「そうかもしんないけど、今の話題はザクラ（夜よ桜ざくら）ちゃんだよ。アイドルにして漫画家だもん。そっちの方がスゴイもん。だからみんなお兄ちゃんのことなんか眼中にないよ。全然興きよう味みないよ。存在していないに等しいよ」

「存在はしてるだろ！」

「うちのクラスにはね、ザクラちゃん親しん衛えい隊たいだってあるんだからね。男の子にも女の子にも大人気なんだよ。それにザクラちゃんは、前からブログに自分が描いたイラストを載のせてて、すっごく上う手まかったもん。クラスのみんな、絶対ザクラちゃんが描いたマンガ読むって盛り上がりまくりだよ。読まなきゃ話題に取り残されちゃうよ。ぼっちだよ。読まなきゃぼっちだよ」

　伊織の鋭い突っ込みを無視して、日芽はいかに東雲しののめ夜桜の話題が周囲で盛り上がっているか話を続ける。

　確かに、伊織が通う高校でも似たような盛り上がりを見せているのは事実だった。元々大人気のアイドルが漫画家デビューするとなれば、話題にならないはずがない。

「あ、そうだ！　お兄ちゃんも同じ漫画家なんだからさ、ザクラちゃんに会うことがあったらサインもらってきてよ！　ザクラちゃんのサインもらえたら学校で自慢できるよ！」

　夜桜のサインを手に入れた自分を想像したのか、日芽が大きな瞳ひとみを輝かせている。この感受性豊かな妹なら、実際に伊織が東雲夜桜のサインをプレゼントしてやれば、面白いマンガを読んだ時のように喜びに打ち震えることであろう。

　ただ残念ながら、それは無理な相談だった。

「あのなあ、東雲夜桜は『週刊少年タイム』の掲載作家だぞ。『ライン』の作家である僕が彼女と会うことなんてないよ」

「えー、なにそれー。お兄ちゃん役立たずだよー」

　日ひ芽めが心底から失望したように表情を曇くもらせる。その大げさなリアクションは、伊い織おりの理性を吹き飛ばすには十分な代しろ物ものだった。

「おい！　誰だれが役立たずだ!?　大体、東雲しののめ夜よ桜ざくらなんて話題集めのためだけにマンガを描いているしょうもないやつだろ！　そんな邪よこしまな気持ちで描いた作品の内容なんて、大して面白くもないし、クソに違いないさ！」

「ちょっと！　ザクラちゃんは可愛かわいいだけじゃなく、歌もダンスもすごいんだよ！　マンガだってすごいに決まっているよ！　仮にザクラちゃんのマンガが面白くないうんこだったとしても、ザクラちゃんのうんこなら望むところだよ！　むしろうんこでいいよ！　ザクラちゃんのうんこドンとこいだよ！」

「落ち着け日芽！　なんでうんこの話になっているんだ!?」

「うるさい！　ザクラちゃんのうんこをくれないお兄ちゃんなんて知らない！」

「サインだろ!?　欲しいのはサインだろ!?」

　最後には涙目になりながら怒鳴り声を上げると、日芽はリビングから飛び出て２階の自分の部屋へと駆け込んでいった。

　一人リビングに取り残された伊織は、大きくため息をつく。

　こうなった妹の機き嫌げんを直すには、面白いマンガを読ませてやるしかない。だが残念ながら、学校は休みでも伊織には他にやることがあったし、今すぐに日芽のためにマンガを描いてやるような時間はない。

「おい日芽！　僕はもう出かけるから、母さんには夕方には帰ると伝えといてくれよ！」

　２階にいる日芽に聞こえるよう大声を上げると、伊織はリビングに置いておいた荷物を持って玄関に向かった。




　家を出た伊織が目指すのは、『週刊少年ライン』の編集部である。

　高こう校こう生せい漫まん画が家かである左そ右う田だ伊織にとって、夏休みはただ遊ぶだけの期間ではない。特に今は翔しよう太た郎ろうとの恋愛マンガ勝負を経て、連れん載さいに一歩近づいた重要な時期なのだ。今日きようも担当編集者の美み野の里り川かわと連載用の作品について打ち合わせをする予定だ。そうやって完成させたマンガで、今度こそ編集長を納得させてみせる。

　だが伊織は貴重な夏のひと時を、ただ自分のマンガ制作のみに費やすつもりはない。マンガ作りと同じくらい友人たちとの交流を大切にすると決めたのだ。

　夏休み前の翔太郎との恋愛マンガ勝負において、伊織は腕を磨みがくためにベテラン少女漫画家である糸いと屑くずほたるの下でアシスタント修行を経験した。

　その際にほたるは、伊織に妄もう想そうによる創作論を伝授してくれた。自みずからに恋愛を禁じることで妄想力を高め、読者に訴えかけるような恋愛マンガを描くという手法だ。

　ほたるは自みずからが実践してきた創作方法を、伊織のために惜しげもなく披ひ露ろうしてくれたことになる。有あり難がたいことだったとは思うが、しかし伊い織おりはその手法を選ばなかった。

　恋愛を禁じるということは、異性との交流を一切断つということ。それはすなわち、伊織のことを親身に考えてくれる友人たちを、ただ異性であるという理由で遠ざけ、傷つけることを意味したからである。

　だから伊織は、マンガ創作と友人たちとの交流、そのどちら共を選んだ。その選択が漫まん画が家かとしての成功の遠回りになるとしても、伊織は決して後悔しない。その遠回りの分だけ、より一層努力すればいいだけなのだから。




　その日、伊織が『週刊少年ライン』編集部に顔を出してみると、美み野の里り川かわが出迎えてくれた。見た目はごく平凡な中年男性だが、なぜか口調や仕草はオネエだったりと、ただ者ではない人物である。

「ゴメンね、伊織ちゃん。今、ちょーっと立て込んでいるから。適当に待っていてくれる？」

　美野里川はいつものオネエ口調でそう言うと、挨あい拶さつもそこそこに伊織の前から離れて行った。

　呆あつ気けに取られた伊織が美野里川の背中を視線で追っていくと、彼は編集部の一角に出来た人だかりの中に加わっていく。

　広い編集部の中で、人が集まっているのはその一角のみ。つまるところ編集部の人間全員が集まって騒さわいでいるのだ。皆一様に深刻そうな表情を浮かべている。

　どう見ても『ライン』編集部で何か事件が起こっている。これはもしかすると今後のマンガのネタになるかもしれない。

　伊織は一体何事が話し合われているのか聞き耳を立てるべく、素知らぬ顔で人だかりに近づいて行った。

「──はっきりと口にしておこう。これは由ゆ々ゆしき事態だ」

　重々しい口調で呟つぶやいたのは『ライン』編集長である勅て使し河原がわらだ。彼は手を組んで机に両りよう肘ひじをつきながら、その場にいる編集者たちをぐるりと見回した。

　勅使河原は目元を隠すかのように常にサングラスをかけている。それでも、口元のかたちと口振りからして、怒りの表情を作っているのは見て取れた。

「……いやはや。大変なことになりましたね」

　編集者の一人、五い十そ山やま田だが苦笑いをしながら言う。ちょっとでもこの重苦しい空気をなくせればと思ったのだろう、なるべく軽い言い方でだった。

　彼の手元にはマンガ雑誌があった。しかし、ここは『ライン』の編集部内だというのに、別レーベルの雑誌だ。

　それをパラパラとめくるうちに、五十山田は段々と笑みと余裕を失なくしていく。

　彼が手にしていたのは、ライバル雑誌の『週刊少年タイム』だった。

『ライン』は創刊以来、マンガ雑誌の中で発行部数のトップを走り続けてきた。それに競せり合あってきたのがこの『タイム』誌だ。時には販売数を抜かれることもあったが、【スタプリ】が始まってからのここ４年は、大きく突き放して『ライン』が単独トップを維持してきた。

　ところが、本日発売号の『タイム』が、かつてない売れ行きを見せているとの情報が上がってきたのだ。しかもそれは『ライン』を追い越す勢いなのだという。

　五い十そ山やま田だは『タイム』の表紙を飾る水着の少女を指差す。

「かぁ～。悔しいけど、やっぱ可愛かわいいですよね」

　はにかんだ笑顔が魅み力りよく的てきだ。ビーチをバックに抜群のスタイルを惜しげもなく披ひ露ろうしている。小柄ながらも出るところは出ている、理想的なプロポーションだ。これを見れば男性の多くが思わず足を止めることだろう。

　その少女の名は──東雲しののめ夜よ桜ざくら。

「今をトキメク超人気アイドルですよ。表紙だけ見たら、これじゃあ何の雑誌か分かんないです。ズルいですよ。マンガに興きよう味みなくてもついつい手に取っちゃいますよね」

「マンガ雑誌のグラビアなんて、昔から当たり前のようにあるだろ。問題はそこじゃない」

　五十山田のすぐ横にいた恰かつ幅ぷくのいい編集者が指摘する。

「いや、分かっていますよ。それくらい。前代未聞じゃないですかこれ。漫まん画が家か本人が、マンガ雑誌のグラビアやるなんて」

『タイム』の表紙を飾る水着姿のアイドル・東雲夜桜。

　彼女はこの『タイム』に作品を載のせている『漫画家』でもあるのだ。

　夜桜の漫画家デビューが発表された当初は、ちょっとしたジョークかとも思われていた。以前から彼女は自分で描いた絵をブログで披露することはあったが、プロに混ざってマンガを載せるなんてあり得ないと世間もファンも思ったのだ。

　しかし、日を追うごとに話は着々と進み、実際、今週号の『週刊少年タイム』に彼女のデビュー作が掲けい載さいされている。ゴーストライターの噂うわさもあったが、きちんと自分で描いている模様がネットの生放送チャンネルで流れたので、本人作だという証明もされている。

　新聞やテレビでも大々的に報道されていたことだし、有名アイドルの描いた作品が掲載されているということで、軽い興味本位でこの『タイム』を買う者も多かろう。

　しかし、それよりもだ。

「……めちゃくちゃですよね。彼女のグラビア掲載は当たり前。果ては袋とじとか、イベントの抽選券まで付けてくる始末だ」

　東雲夜桜のイベントチケットは、入手困難な代しろ物ものなのだが、この『タイム』を購入すればその先行予約シリアルナンバーが付いてくるというのだ。しかも実際にチケットがゲット出来るかどうかは抽選で決まる。つまり抽選に当たりやすくなるためには、その分多く申し込みをする必要がある。そうなると、複数シリアルを入手しようとする者が現れてくる。

　五十山田は怒りの表情で、すぐ側にあった机に『タイム』誌を勢いよく叩たたき付つけた。

「こんなのズルいですよ！　ファンなら釣つられるに決まってます！　俺おれだって夜よ桜ざくらちゃんのファンですからね！　イベント行きたいし、抽選券目当てに５冊買っちゃいましたよ！」

　その五十山田の発言に対して、恰かつ幅ぷくのいい編集者が拳こぶしを鳴らし「なに敵の売り上げに貢献してんだよ」と鉄てつ拳けん制せい裁さいを与えた。

「あーらら……。今週の『タイム』を一人で20冊購入したってネットに写真を上げてるファンまでいるわねえ」

　美み野の里り川かわがスマートフォンを見ながら、不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

「こうやって夜桜ちゃんのイベント目当てで沢山買う人が出てくるから、ここまでの売り上げをみせているわけね。……でも、よくないわよねえ。中には、純粋にマンガを読みたいのに買えなかったって呟つぶやいている人もいるし」

「……ふむ。それほどの人気なのか。東雲しののめ夜桜という少女は」

　勅て使し河原がわらが自分のデスクに座ったまま、遠目で『タイム』の表紙を見ながら周囲の編集者たちに尋たずねる。

「編集長！　ご存知ないんですか!?　東雲夜桜はあらゆるメディアに引っ張りダコで、見ない日はないような子なんですよ！」

　五十山田は殴られた頭をさすりながら、勅使河原に近づいて声を荒げた。

「ビジュアルは当然のこと、楽曲を自分色に染めながらも高い完成度に引き上げる歌唱力！　ステージに立てば観かん客きやく全すべてを巻き込み盛り上げるパフォーマンス能力！　元子役ということもありドラマで大おお御ご所しよ俳はい優ゆうに混じっても遜そん色しよくのない高い演技力！　１００年に一度のアイドル・オブ・アイドルですよ、夜桜ちゃんは！」

　五十山田のテンションの上りように、女性編集の一人が「うわあ……」と露ろ骨こつに引いている。

「……マンガの執筆のため、以前よりは仕事の量を減らしているようですが、人気は揺らいでいません。むしろ、レア感が増して人気はさらに上がっていますよ。事務所の狙ねらいとも一致したんでしょうね。アイドルとしての話題獲かく得とくと、『タイム』の売り上げ貢献、両方を同時に成なし遂とげたわけです」

　勅使河原のすぐ横に控えているベテラン編集者が、五十山田に代わって冷静に解説した。

「いずれ連れん載さいを始めれば、単行本にも何か仕掛けをしてくるでしょうね。イベント券や、限定グッズ。そうなれば現在首位の【スタプリ】の地位も脅おびやかされる」

『ライン』の看板作家・杜もり若わか王おう子じ郎ろうの【スタプリ】は、今日本で最も売れているマンガである。ファンが待望していたアニメ化も決定しており、またさらに勢いが増すことが予想されていた。

　しかし、アイドル・東雲夜桜の人気は、その【スタプリ】を凌りよう駕がするかもしれないのだ。

「漫まん画が家か・東雲夜桜は、漫画家・杜若王子郎を超こえてくるかもしれません。もっとも、単純な売り上げだけに注目すればの話ですが」

　ベテラン編集者からの意見を聞き終え、勅使河原は、苦く悶もんの表情を浮かべた。

　勅て使し河原がわらだけではない。その場にいる編集者全員が、皆一様に深刻な表情を浮かべている。

（なるほどね……。アイドル漫まん画が家かは思わぬ強敵だったわけか……）

『ライン』編集部内で何が起こっているのかを理解した伊い織おりは、勅使河原を取り囲んで話し合う編集者たちから離れて、仕切りで囲われている来客用のソファーに腰掛けた。

　人気アイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらを前面に押し出した『週刊少年タイム』の躍やく進しん。それにより業界トップの座を揺るがされようとしている『週刊少年ライン』。

『ライン』の編集者たちにとっては大事件だろうし、『ライン』の漫画家でもある伊織や、杜もり若わか王おう子じ郎ろうにとっても無関係とはいえない出来事である。

　ただ伊織は、勅使河原や美み野の里り川かわたちほど危機感を覚えなかった。

　確かに夜桜の人気は圧倒的だ。身近なところでいえば妹の日ひ芽めも夜桜のファンだし、夜桜の漫画家デビューは学校中でも大きな話題になっている。このままいけば、夜桜効果で『週刊少年タイム』の売り上げが『週刊少年ライン』を超こえることになるのかもしれない。

　しかしそんなものは一時のブームに過ぎないはずだ。読者がマンガに求めるのは、作品の面白さに決まっているのだから。

「まあ、僕には関係のない話だったな……」

　アイドル漫画家・東雲夜桜の登場でマンガ業界はしばらく騒さわがしくなることだろう。だが、何が起こったところで、伊織が目指すのは面白いマンガを描くことだけだ。

　仮に東雲夜桜の作品が、作者である夜桜本人の集客力により杜若王子郎の【スタプリ】の売り上げに勝まさるようなことがあったとしても、それはただの統計的な事実でしかない。

　伊織が目標とする日本で一番の漫画家は、やはり杜若王子郎で揺るがない。




「──どうやら、伊織くんも待ちぼうけみたいですね」




　不意に耳元で声がしたので、伊織は驚おどろいて叫び声を上げる。

「うわっ!?」

　跳とび上あがりそうになりながら振り返ってみると、伊織が腰掛けていたソファーの背もたれの後ろに、澄まし顔で佇たたずむ見慣れた少女の姿があった。

　パチリとした瞳ひとみに、瑞みず々みずしい唇。綺き麗れいな長い黒くろ髪かみ。肌は夏だというのに透き通るほど真っ白で、見た目だけでいえばまさにマンガに出てきてもおかしくない美少女である。

　少女の名前は、杜若楪ゆずり葉は。

　今日きようはいつものベレー帽ぼうに、涼しげな水色のサマーワンピース姿で、お嬢じよう様さま然とした楪葉によく似合っていた。

「ふふ、伊織くんはいつも背後の警けい戒かいが甘いですね。そんなことじゃ刺し客かくに襲おそわれた時命を失うことになりますよ」

　伊い織おりが驚おどろいている様子が面白かったのか、楪ゆずり葉はがにこりと笑みを浮かべた。

　可愛かわいい笑顔に見み惚とれそうになるのを堪こらえて、伊織は努めて冷たい口調で言い返す。

「……ふん、何が刺し客かくだ、マンガじゃあるまいし。そんな連中が実在するのなら是ぜ非ひとも会ってみたいね。僕のマンガの参考にさせてもらうよ」

「むぅ。また伊織くんはそういうことを言って……。もしも変なフラグが立ったらどうするんですか？　『マンガの神様』を甘く見ないで下さいよ」

　楪葉が不服そうに眉まゆをひそめる。伊織からすれば大きなお世話だが、彼女は本気で伊織の身を心配しているのだろう。

　彼女と知り合ってからというもの、伊織の身の回りでマンガの様なトラブルが頻ひん発ぱつしているのは事実なのだ。

　伊織が楪葉と出会ったのは今こ年としの４月のこと。学校の廊下でぶつかるというマンガでありがちな出会いを果たした。

　それから程なくして伊織は、尊敬する大おお御ご所しよ漫まん画が家かである杜もり若わか王おう子じ郎ろうの正体が、他ならぬ楪葉であることを知った。

　彼女はまだ小学６年生だった時に、祖父からペンネーム『杜若王子郎』を引き継いでいた自分の父を交通事故で亡くしている。その際に父の遺志を引き継いで３代目杜若王子郎となり、現在は『週刊少年ライン』の看板漫画家として活かつ躍やくしているのだ。

　まるでマンガの中の話のようだが、楪葉の身の回りでは彼女がずっと小さな時から非日常的な出来事が頻発しており、そういったことが積み重なった結果、楪葉は自分にはマンガのような事件を起こす超常的な何か──『マンガの神様』が憑ついていると考えるに至った。

　そのため楪葉はつい最近まで、身近な人間が自分の『マンガの神様』のせいで傷つくことがないよう、徹てつ底てい的てきに人付き合いを避けてきた。

　伊織の説得もあって『マンガの神様』に対して前向きになってきてはいるが、今でも『マンガの神様』が重大な事件を起こさないかと不安に思ってしまうのだろう。

「おい楪葉。心配をしてくれるのはありがたいが、仮に『マンガの神様』のせいでトラブルに巻き込まれたとしてもマンガの参考になるだろうし、僕個人としては願ってもないことなんだからな。前にヤンキーに殴られたのだっていい経験だったよ。どうせならもう２、３発殴られておけばよかったくらいさ」

　伊織は得意気に笑ってみせる。楪葉の不安を吹き飛ばそうという腹はらだ。

「伊織くんは相変わらず減らず口ばかりですね。そんなこと言って、本当にボコボコにされることになっても知りませんからね」

　呆あきれた様子でため息をついてから、楪葉が伊織の正面に移動してきた。

　気を利かせた伊織がソファーの端に寄ってスペースを空けると、楪葉は「お邪じや魔まします」と言ってそこに腰掛ける。

　それから二人はしばらくの間、自分たちのマンガのことや漫まん研けんのことについて雑談を交わした。

「……ところで楪ゆずり葉は、今日きようは【スタプリ】のアニメ化の件で呼ばれたのか？」

「ええ、そうですね。編集長さんに呼ばれてやって来ました」

　現在の杜もり若わか王おう子じ郎ろうの正体が楪葉であることを知るのは、編集部内では編集長の勅て使し河原がわら一人である。その秘密を守るために、楪葉は勅使河原編集長の娘という設定にして編集部に顔を出すようにしている。

「あと、【スタプリ】のアニメ化を記念して、新作読みきりを掲けい載さいする予定なのですが、それの打ち合わせも兼ねてですね」

「なんだって!?　新作だと！」

　伊い織おりは感かん激げきの声を出す。

　楪葉──杜若王子郎は、【スタプリ】の連載を開始してから一度も新作を発表していない。杜若王子郎を超こえるべき最大のライバルとしている伊織だが、元々大ファンでもあるので、その新作となれば喉のどから手が出るほど読みたいものである。

　そういえばこの間の高校生漫画家たちのマンガ勝負、勝者には連載を約束されていたのだが、既すでに連載を持っている楪葉が勝利したこともあり、代わりに新作読みきりを載のせる運びになったというところだろうか。

　なにはともあれ、これは思わぬ楽しみが出来たものだ。

「ですがこの通り、編集長さんから待ちぼうけを食らっているわけです。さっきから皆さん何の話をしているんですかね」

　楪葉は不ふ思し議ぎそうな目で、自分たちがいるガラスの仕切りの向こうの編集部の一角を見ている。そこではまだ勅使河原を中心に編集者たちが今後の対策を話し合っている。

「……ああ、君のライバルが登場したってことで、みんな戦々恐々なんだよ」

　小首を傾かしげる楪葉に、伊織は説明を続けた。

「ほら、例の東雲しののめ夜よ桜ざくらだよ。あのアイドルのマンガが掲載されて、今週の『週刊少年タイム』の売り上げが目を見張るものらしい。うちの編集部の中には、夜桜が単行本を出せば君の【スタプリ】にも売り上げで勝つかもしれないと言う人もいるくらいさ」

　伊織は大きく肩をすくめる。

「まあ僕に言わせれば、一時の話題で売り上げを伸ばしたところで、肝心のマンガが面白くなければ意味はないと思うけどね。結局のところ、最後に読者が選ぶのは本当に面白いマンガだよ。今はアイドル旋風で勢いがあるとしても、どうせ単行本を出版する頃ころにはブームも過ぎ去っているさ。単純な面白さではもちろん、売り上げの面でも君が負けることはないはずだ。だから東雲夜桜なんて恐れるに足りない。君だってそう思うだろ？」

　伊織は鼻で笑いながら楪葉に視線を向けるが、彼女は押し黙ったまま口を開かない。

「……なんだよ楪ゆずり葉は？　なんで黙ってるんだ？」

　物もの憂うげな表情で楪葉は目を伏せている。自信満々の態度を見せてくれるかと思いきや、この調子だ。予期していなかった反応に、伊い織おりは戸惑うばかりである。

　どうも東雲しののめ夜よ桜ざくらの名を聞いた途端、憂えた表情へ変わった気がするのだが。

　そうして二人が黙ってソファーに座っていると、事態は急変する。




「御ご機き嫌げんよう。『ライン』の諸君らよ」




　何の前触れもなく、編集部内に聞き慣れぬ声が響ひびいた。

「お前は……!?」

　すると、勅て使し河原がわらが驚きよう愕がくの声を上げながら、編集長席から立ち上がる。

　声がした編集部の入口の方に伊織も視線を向けてみると、いつの間にか特徴的な見た目の男が立っていた。

　外見の年ねん齢れいは30歳さいを過ぎたくらいだろうか。身長は勅使河原に負けないほどに高いが、体格は屈強な勅使河原とは違ってスマートな男性だ。勅使河原がアスリート体型なら、こちらはモデル体型といったところ。

　服装は白色のカッターシャツに白色のスラックスと白一色。おまけに眼鏡めがねは銀ぎん縁ぶちで髪かみも銀色だから、全身白尽くめということになる。どう見ても一般人とは思えない。

　もしかしてさっき楪葉が言っていた『マンガの神様』が用意した刺し客かくではないのか──。そんな発想が頭によぎった伊織は思わず身構える。

　そして、勅使河原たち『ライン』の編集者たちも伊織と同じように、男に対して緊きん張ちよう感かんある面持ちで身構えていた。

　来客用のブースにいる伊織と楪葉の存在には気づかないまま、いきなり現れた謎なぞの男はゆったりとした足どりで『ライン』編集者の一団に歩み寄って行く。

　一体あの男は何者なのか……？

「……彼は『タイム』の編集長の氷ひ室むろ小路こうじさんです」

　伊織が頭に浮かべている疑問を察したのか、楪葉が耳打ちで解説してきた。

「なんだって？　『タイム』の？」

「はい。つい最近、編集長に就任されたばかりの方です」

　楪葉の言葉を肯定するように、『ライン』編集者たちはその男──氷室小路に向かって敵意溢あふれる視線を送っている。ライバル雑誌であり、しかもアイドルを利用して売り上げを伸ばしている『タイム』の編集長が現れたとなれば、当然穏おだやかな気分ではいられないだろう。

　氷室小路は余裕のある笑みを浮かべながら、編集長席の方に歩み寄って行く。

「ちょっと待ちな。敵さんとこのお山の大将が何の用だい？」

　元アメフト部の屈強な編集者が拳こぶしを鳴らしながら、勅て使し河原がわらを守るようにして前に出た。

　その様子を見て、氷ひ室むろ小路こうじは眼鏡めがねを指先で押さえながら鼻で笑う。

「おいおい、なに戦意を剝むき出だしにしているんだ？　ここは今や、こういう野蛮な編集しか飼いならしていないのか？　だとしたらショックだよ。こんな低俗な連中に今までトップの座を譲ゆずっていたとはね」

「なんだと！」

　今にも氷室小路に殴り掛かりそうな編集者を、勅使河原が肩を摑つかんで制止した。勅使河原はいつの間にか席を離れ、氷室小路のすぐ目の前にまで近づいてきていたのだ。

　漆しつ黒こくのサングラスに黒のスーツの勅使河原。

　銀の髪かみに真っ白のスラックスの氷室小路。

　黒と白。相反する２色の男たちが立ち並ぶ。

「久しぶりだなあ、勅使河原よ。元気そうで安心したよ。なにせ私が有能なせいで『ライン』が売り上げトップの座から降ろされようとしているのだからな。無能なお前が気落ちしていないか心配していたんだ」

「相変わらず無駄口が多いな、氷室小路。用件があるのなら簡かん潔けつに言え」

「おいおい、久しぶりの再会だというのにつれないじゃないか。それとも、そんなに成果の出ない会かい議ぎで忙しいのか？　どんなに議論を重ねたところで、お前のところの無能な部下から建設的な意見が出ることは期待できんと思うがね。見るに堪たえんから私から一つアドバイスを送ってやろう。──諦あきらめろ。私が『タイム』編集長である限り、お前たちに勝利は来ない」

『タイム』の編集長・氷室小路は、敵地のど真ん中でいけしゃあしゃあと言ってのけた。その態度からして彼の自信のほどが窺うかがえる。

　それに対して、勅使河原は何も言い返さなかった。無言のプレッシャーを与えるばかりだ。

　しかし、周囲の『ライン』編集者たちは、バカにされたとみて黙ってなどいられなかった。

「おい、あんた！　何ふざけたこと言ってんだ！　今ちょっと勢いがあるからって、調子に乗るなよ！」

「そうだ、そうだ！　大体、こんな売り方、恥ずかしくないのか!?」

　編集者たちの激はげしいブーイングに対して、氷室小路は臆おくするどころか嘲あざ笑わらう。

「恥ずかしい？　何がかね？」

「アイドルで釣つるようなやり方だよ！」

「特典ＤＶＤ付の単行本なんて今やどこでもやっているぞ？　雑誌の付ふ録ろくだって昔からずっとあるだろう。マンガ以外の『付加価値』で売る。何もおかしなやり方ではない。どんな方法だろうと、売れたものが正義だ。売り上げこそが絶対だ。我々の仕事は、雑誌やマンガをより多く売ることなのだ。もしかしてそんなことも知らなかったのか？　困ったなあ。『ライン』編集部に来たと思っていたが、どうやら道を間違えて小学校に来ていたようだ」

　氷ひ室むろ小路こうじの言葉に『ライン』編集者たちは皆一様に悔しそうに表情を歪ゆがめた。確かにマンガの売り上げを伸ばすことは出版社にとって絶対目標なのだ。

　誰だれも反論出来ないことに気を良くしたのか、氷室小路が嫌味な笑みを浮かべる。

「くくく、まあそうやって三流の君たちは、結果を出している私を妬ねたんでいればいいさ。寛大な私は君たちの嫉しつ妬とを甘んじて受け入れよう。なにせ私のような一流の人間には嫉妬が付きものなのだからね。ふふふ……。ふははは……。はーっはははっ！」

　どこかで聞いたような悪役三段笑いを決める氷室小路のことを、『ライン』編集者たちが憎々しげに見つめる。

　そして伊い織おりもまた、氷室小路の振る舞いに反感を募らせていた。

「おいおい楪ゆずり葉は、なんだよあの男は？　『タイム』の編集長っていうからどれほどの切れ者かと思ったら、ただの勘違い野郎じゃないか。ああいう笑い方をするやつは小物って相場が決まっているんだよ。君だってそう思うだろ？」

　苛いら立だった伊織が楪葉に同意を求めると、彼女は困ったように苦笑いを浮かべた。

「氷室小路さんは自信過剰なところがありますけど、仕事は出来る人ですよ。昔は編集者として父の担当をされていたこともありますしね」

　楪葉の父──つまり先代杜もり若わか王おう子じ郎ろうの担当だったということだ。

「……ふん。たとえ能力があったところで小物は小物さ。大体、自分のことを一流とか天才とか自称する人間にろくな奴やつはいないんだよ……！」

　憤ふん慨がいした伊織は氷室小路のことを睨にらみ付つける。隣となりで楪葉がもの言いたげな視線を向けてくることにも気づかないまま。

　そうして伊織と楪葉の間で微妙な空気が流れている間も、氷室小路は耳みみ障ざわりな高笑いを続けていた。

「……いい加減にしろ氷室小路。わざわざ馬鹿笑いをするために来たわけじゃないんだろ？」

　棘とげのある声で勅て使し河原がわらが尋たずねると、氷室小路は高笑いを止めた。

「ああ、もちろんだとも。一流の私が編集長になったことで、『タイム』も一流の雑誌になった。だからちょうどいい機会だし、勅使河原、貴様に提案があってねえ」

　勅使河原を始めとした『ライン』編集者たちの剣けん吞のんな視線を一身に受けながら、氷室小路は堂々とした振る舞いで話を続ける。

「杜若王子郎についてだよ」

　その名前に反応して、楪葉の肩が僅わずかに動く。

「今まで貴様ら『ライン』が業界の首位を独走してきたのは事実だし潔いさぎよく認めよう。しかし、所しよ詮せんそれは杜若王子郎の力あってのものだ。【スタプリ】が始まったこの４年で一気に伸びを見せたのだからな。杜若王子郎が現代最高の漫まん画が家かなのは、火を見るよりも明らかだ」

　杜若王子郎が最高の漫画家。

　それについては、伊い織おりも同意見である。だからこそ一番の目標としているのだ。

　伊織は楪ゆずり葉は──杜もり若わか王おう子じ郎ろうの方を見てみるが、彼女は表情一つ変えない。

「だが今、その最高の漫まん画が家かが飼い殺しにされていると思うのだよ。一流の私が編集長となり一流の雑誌となった『タイム』ならば、杜若王子郎をもっと売れさせることが出来る。そうなれば、より多くの人間に杜若王子郎のマンガを届けることが出来る。一流の漫画家は一流の雑誌で掲けい載さいすべきだ」

「……さっきからなにが言いたい？」

　その勅て使し河原がわらの問いかけで、氷ひ室むろ小路こうじの顔から笑みが消えた。

「ならば単刀直入に言おう。杜若王子郎を我ら『タイム』に寄こせ」

『ライン』編集者たちは、ぽかんとして顔を見合わせる。

　この男は何を言い出しているのだ、と。

「ああ、安心したまえ。既すでに他誌の編集長たちからは賛同を得ているよ。やつらも『ライン』一強の現状が鼻持ちならないのだろうなあ。私に全すべてを一任してくれた」

　杜若王子郎ほどの漫画家ともなれば、どこの雑誌も欲しているのは当然の話だ。専属契約をしているわけではないので、毎回、各出版社の編集長同士、どこで杜若王子郎がマンガを掲載するか協きよう議ぎが行われているほどなのである。

　その会議による決定は絶対であり、覆くつがえることは決してない。

「皆、快く『タイム』が杜若王子郎を得ることを了承してくれたのだよ。だから君もそれに従いたまえ」

「……何が快くだ。お前のことだ、何か姑こ息そくな根回しをしたのだろう」

　氷室小路は否定も肯定もせず、口元を歪ゆがめてあざけるような笑みを作る。

「たとえお前が他誌の編集長を丸め込んでいたとしても、うちを抜きにした話し合いで決まったことに従う道理はない。杜若王子郎先生がどの雑誌でマンガを掲載するのか、それは各出版社の編集長会談で改めて決定すべきことだ」

　そう、正式な場での会議でなければなんの決定権もない。こんなところで何を喚わめこうが戯ざれ言ごとに過ぎないので、勅使河原は強い語調で言い返す。

　ところが氷室小路は、余裕のある嫌らしい笑みを浮かべたままだ。

「くくく。まあ確かにその通りだ。しかし、あとは君次第なのだよ、勅使河原。正式な会談を設けたところで、君以外の編集長たちは既に『タイム』での掲載に賛同している。ならばわざわざ席を設けなくとも、ここで先に決めてしまっても変わりはない。その方が時間も手間も省けるのではないかね？」

　勅使河原は一いつ旦たん、口をつぐむ。

「何度も言わすな。一流の漫画家は、一流の雑誌で掲載すべきなんだよ。大人しくこちらに渡す方が、マンガ業界の今後のためにもなる。【スタプリ】も『ライン』ではなく『タイム』で連れん載さいするべきなのだ」

「……今業界の１番にいるのは『ライン』だ。お前の理屈で言えば『ライン』が最も一流の雑誌になるのではないか？」

　その反論に対して、氷ひ室むろ小路こうじの笑みが少し薄れる。

「現状は、な。……だから一つ勝負の場を設けようではないか」

「勝負だと？」

「ああ。杜もり若わか王おう子じ郎ろうを賭かけた『タイム』と『ライン』の勝負だよ。売り上げで上を行った雑誌が杜若王子郎を得る。それなら分かりやすいだろ？」

「……馬鹿げている。ゲームじゃないんだぞ」

　いつもは毅き然ぜんとした態度の勅て使し河原がわらなのだが、声に苛いら立だちが見えてしまっている。

「ゲームだと？　違うな。これはお前たちにとってのチャンスだ。他誌との調整は終わっているのだから、今後、杜若王子郎が連載するのは『タイム』に決定しているようなものだ。だが、頼みの杜若王子郎までいなくなっては、無能なお前たちは一巻の終わりだろ。それではあまりに忍びなくてね。だから寛大な私はチャンスを与えてやることにしたのだ。大人しく尻しつ尾ぽを振って喜べよ？」

　何とも挑発的な口調である。

　それを受けて、勅使河原のサングラスから覗のぞき出でる眉まゆ毛げがピクピクと動く。

「……お前は間違っている。漫まん画が家かは賭けの商品じゃないんだ。そんな方法で掲載誌を決めるのは、杜若王子郎先生の気持ちを軽視している」

「おいおい、まだそんな漫画家の気持ちを尊重すべきなんてことを言っているのか？　我々が優ゆう先せんすべきなのは雑誌の売り上げだ。売り上げを伸ばすことだけ考えて雑誌に掲載するマンガを選出し、そして宣伝して販売すればいい。売れる漫画家と契約する。売れない漫画家は切る。それだけだ。そこに感情が入る余地はない」

　険けわしい表情を浮かべる勅使河原と、挑発的な笑みを崩くずさない氷室小路。二人の男の間で火花が散る。

「ふざけるなよ、氷室小路。漫画家は道具じゃない。我々は『人』を相手にした仕事をしているんだ。そこには生身の感情がつきものだ。感情を無視していい仕事は出来ない」

「いつの間にマンガ編集者を辞めてカウンセラーに転てん職しよくしたんだ？　我々は売り上げを競うビジネスマンだ。『感情』なんて目に見えないものではなく、『数字』という目に見えるものを追うべきなんだよ」

「そんな考えでは破は綻たんするぞ。目先のことだけを追いかけていれば、いつしか道を誤ることになる。どうしてそれが分からない？　数字ばかりに目を奪われるな」

「いやいや、実際に結果が出ているだろうが。お前もいい加減に現実を見ろ。周りがよく見えるように、まずはその鬱うつ陶とうしいサングラスを外したらどうだ？　大体、以前から思っていたんだが、お前はなんで夜中でもサングラスをかけているんだよ。必要ないだろうが。むしろよく見えなくて危ないだろうが」

　氷ひ室むろ小路こうじも勅て使し河原がわらとのやり取りで感情的になっていたのか、いつの間にか関係のない指摘へと話が変わっている。

　ただ、彼の言う通り夜道のサングラスが危ないのは間違いない。それに何より、サングラス姿の勅使河原は見た目が怖いしやめて欲しい。

　編集部の面々が確かにそうだと思っていると、




「　サングラスは関係ないだろうがッ！　」




　突然、勅使河原が吠ほえた。

　さっきから氷室小路に対して苛いら立だちを募らせてはいるようだったが、この日一番の爆ばく発はつだった。「え、そこでキレるの？」という戸惑いが編集部に渦うず巻まく。

「サングラスは男の勲くん章しようなんだよッ！　男はサングラスを通じて人生を見るんだよッ！　ノーサングラス・ノーライフなんだよッ！」

　勅使河原の熱い主張が、さらに編集部の戸惑いに輪をかける。

　うちの編集長は一体何を言っているのだろう。

「ふん、なにが男の勲章だ。言い訳を並べて勝負を避けようとする臆おく病びよう者ものを、いつから男と呼ぶようになった？　勅使河原、お前は男ではない。ただのチキン野郎だ」

「……なん……だと……」

　冷笑を浮かべる氷室小路のことを、勅使河原が小刻みに震えながら睨にらんでいる。その額ひたいには血管が浮き上がっており、誰だれがどう見ても勅使河原はキレていた。

「何度でも言ってやるさ。勅使河原、お前は臆病者のチキン野郎だ。そしてお前のサングラスはダサい」

「ダサくねえよッ！　少なくともサングラスはダサくねえよッ！」

　ついには口調も崩くずれてきた。今の勅使河原からは敏腕編集長の片へん鱗りんなど一切感じられない。ただの強面のオッサンである。

「へ、編集長！　これでも飲んで落ち着いて下さい！」

　見かねた女性編集の一人が、ガラスのコップに入れた水を勅使河原に手渡す。

　勅使河原は息を荒げながら、それに口を付けようとする。

「で、どうするんだ？　やはり逃げるのかな？　臆病者くぅ～ん？」

　氷室小路が嫌味ったらしくそう挑発した瞬しゆん間かんだった。

　ガラスの割れる音が編集部内に響ひびき、編集者たちが騒そう然ぜんとする。

　勅使河原が手にしていたコップを握り砕いたのだ。

　ガラスの破片と、中に入っていた水が床に広がる。

「じゃかあしいんだよッ！　そこまで言うなら受けて立ってやるよ、氷ひ室むろ小路こうじィ！　うちとお前のところで杜もり若わか王おう子じ郎ろうの連れん載さいを賭かけた売り上げ勝負だッ！」

　このオッサン、とんでもないことを言い出してきた。

　当然、編集部内がざわめく。

　さらにそのざわめきは、次の勅て使し河原がわらの言葉でどよめきへと変わった。

「それも杜若王子郎の次回作の連載を賭けてではない！　現在の【スタプリ】の連載を賭けた勝負としよう！　もし『ライン』の売り上げがお前の白けた『タイム』の売り上げに負けるようなら、今後は『タイム』で【スタプリ】の連載をすればいい！」

　その答えを聞いて、氷室小路はニタァと笑う。

「しょ、正気ですか編集長！」

　騒そう然ぜんとしている編集者たちの中で、五い十そ山やま田だが真っ先に勅使河原に走り寄った。これでは氷室小路の思う壺つぼではないか。

「やかましいぞ五十山田！　お前も私のサングラスがダサいって言うのか!?」

　だが鬼の形相を浮かべた勅使河原の一喝で、五十山田はもうそれ以上何も言えなくなってしまう。

「お、落ち着いて下さい！　編集長！」

　他の編集者たちも、慌あわてて勅使河原をなだめ出す。今にも暴れ出しそうな勢いだ。

「よく考えて下さい、編集長！　こんな勝負、我々になんのメリットもありません！」

「そうですよ！　杜若王子郎先生を失うだけじゃないですか！」

「ああん!?　じゃあてめえは『ライン』が負けるって言うのか、オラァッ！」

「い、いえ、そうは言っていませんが……」

「うだうだうだうだ言ってんじゃねえぞオラァァッ！　この場でてめえの脳天引き裂いてやろうかァァッ!?」

　氷室小路に対して向いていた怒りの矛ほこ先さきが、周囲の編集者たちにまで飛び火する。

「おいおい……。どうしたんだよ、編集長は……？」

　ずっと勅使河原と氷室小路のやり取りを見ていた伊い織おりも、驚おどろきの声を上げる。

　勅使河原の思わぬ一面を見せられた。何があっても冷静で貫かん録ろくある人だとばかり思っていたのに。

「……氷室小路さんは、勅使河原さんの怒りのツボをよく知っていますからね」

　激はげしく困惑する伊織に対して、呆あきれながら説明してきたのは楪ゆずり葉はだった。

「あの二人は、学生時代から犬けん猿えんの仲なんですよ」

「そんなに古い仲なのか？」

「ええ。さらに言えば、元々、氷室小路さんも『ライン』の編集者だったんです。勅使河原さんと氷ひ室むろ小路こうじさんはいつも反発し合い、競い合うようにして、多くの売れっ子漫まん画が家かを育ててきました。そして数年前、氷室小路さんは『タイム』に移い籍せきし、今や二人はそれぞれの雑誌の編集長まで上り詰めたのです」

「楪ゆずり葉は。随分詳くわしいんだな」

「氷室小路さんも私の父と知り合いでしたので、よく父から話を聞いていました。私もあの人とは幼い頃ころから面めん識しきがあります。そして氷室小路さんもまた、私の正体を知る数少ない人物の一人」

　伊い織おりは驚おどろいた表情で、すぐ横にいる楪葉と、向こうで勅て使し河原がわらといがみ合っている氷室小路の顔とを見比べた。

　伊織にとっては『新しい登場人物』であるあの男も、楪葉の秘密を知っている。

　それは、伊織の知らない過去の繫つながりだ。自分だけ蚊か帳やの外にいるような気分だったので、伊織は複雑な心境だった。

　そもそも、楪葉はあまり自分の過去を語りたがらない。彼女の持つ『特異体質』のせいで、苦い経験が多いからだろうか。

「……まあ、それはともかく、君を抜きに大事な話が進んでいるようだが、放っておいていいのか？」

『ライン』と『タイム』二つのマンガ雑誌が売り上げを競い、勝利した方で【スタプリ】の連れん載さいが行われる。その方向で話が固まろうとしているのだ。

　編集長の決定とあっては覆くつがえしようがないし、何よりブチギレた勅使河原が怖かったので、周りの編集者たちは渋々従う雰囲気のようである。

　楪葉は困ったような顔でため息をついた。

「勅使河原さんがああなったら止められませんからね。他の編集さんたちの目もありますから、出て行くわけにもいきませんし」

　そう力なく言うや、不意に楪葉が伊織のことを上目遣いに見つめてきた。

「伊織くんはどうなんですか？　もしも私が『タイム』に行くことになったら……？」

　じっと自分のことを見上げてくる楪葉に、伊織は率直な言葉を返す。

「ん？　何を言っているんだ？　もしもも何も、君が『タイム』に行くことなんてあり得ないよ。だって、君のいる『ライン』が『タイム』なんかに負けるわけないじゃないか」

　それが伊織の偽いつわらざる本音だ。

　氷室小路が何だと言うのか。アイドルを使った販促がどうしたと言うのか。ただその程度のことで、本当に面白い杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガが掲載されている『ライン』が負けるとは思わない。だから伊織は危機感など一切感じていないのだ。

「……………っ」

　正面からはっきりと言われ照れがあったのだろう、楪葉は軽く咳せき払ばらいをする。

「……それより、勅て使し河原がわらさんたちの話が進んでいるようですよ」

　楪ゆずり葉はの指摘を受け、伊い織おりは再び神経を勅使河原たちの方に向けた。

「さて、詳くわしい勝負の方法だが、夏休み明けの『ライン』に【スタプリ】のアニメ化を記念した杜もり若わか王おう子じ郎ろうの新作読みきりが掲けい載さいされるそうだな。その週の『ライン』と『タイム』で売り上げを競い合うというのではどうかな」

　氷ひ室むろ小路こうじの提案に、勅使河原は眉まゆをひそめる。

「あの杜若王子郎の新作ともなれば、話題性も十分。それを抱えて負けるようでは、『ライン』には杜若王子郎は相応ふさわしくなかったという証明にもなるだろ？」

　それを聞いた勅使河原は、呆あきれたため息をつく。

「……ふん。それでは、あまりにこちらが有利だと思うが？　杜若王子郎先生の新作が載のるとなれば、『ライン』の売り上げがいつも以上に伸びるのは必定。そんな目に見えた勝負をして何になるのだ？」

　少しは落ち着きを取り戻したようだ、勅使河原は鼻で笑う。

　すると、氷室小路は愉ゆ快かいそうに笑い出した。

「いいや。お前たちは既すでに目まの当あたりにしているはずだ。『彼女』の『力』をね」

「……『彼女』？」

「ああ。その勝負の号に『彼女』の２作目を掲載させるのだ」

　氷室小路が指をパチンと鳴らすと、新たな人物が編集部の入口から現れた。

　その人物は、ゆっくりと髪かみの毛を揺らしながら、氷室小路の方に歩み寄って行く。

　背丈の小さめな中学生から高校生くらいの少女。ノースリーブの服から見える細い腕。ミニスカートから伸びる綺き麗れいな脚あし。

　そして、その可愛かわいらしい顔は、誰だれもが知っている顔だった。彼女が現れた途端、編集部内がパッと明るくなったような気がした。

「紹介しよう。今『タイム』一押しの『漫まん画が家か』だ」

　編集部にいる全員が黙って息を吞む。それは、散々キレていた勅使河原ですらだ。

　五い十そ山やま田だは、自分が手にする『タイム』誌の表紙と見比べ、口を大きく開ける。




「し、東雲しののめ夜よ桜ざくらぁ!?」




　編集者たちもだが、離れた位置から見ている伊織も啞あ然ぜんとしていた。

　氷室小路の隣となりに立つ少女は、他人の空似などではない、間違いなくあの東雲夜桜本人である。

　本やテレビでしか見たことのなかったアイドルが、たった今、同じ空間にいるのだ。

　芸能人の顔をもっと近くで見たいという気持ちと、日ひ芽めからサインをせがまれていたことを思い出した伊織は、ソファーから立ち上がろうとした。

　しかし、

「……な、なんだよ楪ゆずり葉は？」

　どういうわけか、楪葉が手を引っ張って邪じや魔ましてきたのだ。

　見てみると、彼女は身体からだを屈かがめながらシーッとひとさし指を立てている。どうも東雲しののめ夜よ桜ざくらや氷ひ室むろ小路こうじから隠れようとしているようであるが。

　怪け訝げんに思いながらも、楪葉の表情が只ただならぬ様子だったので、伊い織おりは従うことにする。

　そのまま遠目で、東雲夜桜の動向を観察した。

「『ライン』編集部のみなさん！　はじめまして！」

　夜桜は、満面のスマイルで元気よく挨あい拶さつしてきた。テレビなんかでも聞き慣れた可愛かわいらしい声だった。

「お話は聞かせていただきました。『ライン』は私もずっと大好きなマンガ雑誌だったので、今回このようなかたちで敵対するのは残念です。ですが、やるからには私は一切手を抜く気はありません」

　笑顔を絶やさないまま、夜桜ははっきりとこう告げた。




「──私はこの手で杜もり若わか王おう子じ郎ろうをぶっ潰つぶすつもりですので、よろしくお願いします」
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　可愛かわいいアイドルの口から過か激げきな言葉が飛び出してきたので、全員が面食らう。

　分かりやすいほどの宣戦布告。

「くくく。彼女はやる気十分のようだよ」

　勅て使し河原がわらを真まっ直すぐに見据えながら、氷ひ室むろ小路こうじはよく通る声で宣言した。

「大おお御ご所しよの杜もり若わか王おう子じ郎ろうを擁ようする『ライン』と、新進気鋭の東雲しののめ夜よ桜ざくらを擁する『タイム』の売り上げ対決だ。そこで勝利した方が、トップと呼ぶに相応ふさわしい雑誌ということになる」

　それは『ライン』ＶＳ『タイム』の対決──すなわち、杜若王子郎ＶＳ東雲夜桜のマンガ対決の始まりを告げる合図だった。

　鼻につく笑い声を置おき土産みやげに、氷室小路は東雲夜桜と共に『ライン』編集部から出て行った。

　呆あつ気けに取られた伊い織おりは、それを見送ることしか出来ない。

「ふぅ……」

　二人がいなくなってから、楪ゆずり葉はは安心したようなため息をつく。

「おい、楪葉。どうして隠れるようなことを？」

　伊織からの問いかけに対して、楪葉は目を逸そらす。

「……氷室小路さんは私のことを知っていますからね。会えばややこしいことになりますし」

「いや、東雲夜桜に対して、君は警けい戒かいしていたように見えた。さっきも、その名を聞いた時に妙な反応をしていたし」

　伊織は真っ直ぐに楪葉を見つめる。

　彼女はしばらく気まずそうに黙っていたが、やがて観かん念ねんした様子で口を開いた。

「……夜桜さんとも顔見知りなんです」

「え？　そうなのか？」

　あの有名アイドルと知り合いとは、さすが楪葉といったところか。

「小学生の時はよく遊んでいました。……大切な幼おさな馴な染じみ……だった人です」

　それきり楪葉は口を閉ざすと、悲しげに目を伏せていた。

「……………………」

　そんな楪葉の表情を見た伊織は、それ以上追及しようとはしなかった。
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「──ねえねえ、ゆずちゃん」

　昨日きのう、編集部であった一件を思い出していた楪葉は、霧生きりゆう萌もえ黄ぎに声を掛けられたことで我に返った。

「ゆずちゃんは、この夏休みに旅行とか行かないの？」

　真夏の太陽の下。萌黄は、隣となりを歩く楪葉に尋たずねる。

　意図せずとも周囲の男性たちの視線を集めてしまう容姿の女子高生二人は、私服姿で繁はん華か街がいを歩いている。夏休みの今日きよう、萌もえ黄ぎが楪ゆずり葉はをショッピングに誘ったのだ。

　ただ、年とし頃ごろの女の子が好みそうなアパレルショップや、パンケーキのお店には目もくれず、彼女らが巡り歩いたのは大型書店やコミック専門店だ。

　お目当てはもちろんマンガだ。彼女らが提さげる紙袋の中身全部が、その戦利品である。

　発売されたばかりの新刊や、同人誌がパンパンに詰められている。基本的にジャンルは不問である。楪葉がマンガの勉強のためと言い訳しつつ成人コーナーに踏み入ろうとするのを、萌黄が慌あわてて阻止したりといった場面があったりもしたが。

「旅行……ですか？」

　自分の顔を覗のぞき込こむ萌黄を見ながら、楪葉は聞き返した。

「うん。どこか遊びに行かないのかなあって」

「むぅ……。そうですね。今のところ特に予定はありませんが、遠出はすると思いますよ。遊びではなく、あくまでマンガの取材のためですが」

　夏休みなどの長期休暇に限らず、楪葉はよくマンガのために旅行をする。明確に目的を持って旅をする場合もあれば、ブラブラと当てもなく各地を漫まん遊ゆうする場合もある。前者なら描きたい場面があるのでその資料集めのため。後者ならアイディアに煮に詰つまった時である。

「え!?　ゆずちゃん、マンガの取材って……!?」

　言った後、楪葉は「しまった」と口ごもった。

「スゴイ！　漫研のことそんなに考えてくれてるんだね！」

　萌黄は感かん激げきした様子で目をキラキラさせている。「【スタプリ】の取材で」という意味だったのだが、部活のマンガ制作の方に捉えてくれたようなので、楪葉はホッとする。

　しかし、もしかしたら『正体』がバレるかも、などという心配は杞き憂ゆうであろう。

　まさか同い年の少女が、有名な大おお御ご所しよ漫まん画が家か・杜もり若わか王おう子じ郎ろうであることや、大好きな人気マンガ【スタプリ】の作者であるなんて、萌黄が気づくはずもない。

「そっか取材か～。漫研の部長として、私も見習わないとだね。なんかカッコイイなあ」

　萌黄は嬉うれしげだ。

　霧生きりゆう萌黄は、楪葉も所属する漫研の部長を務めている。その漫研自体、彼女が創部したもので、それほどまでにマンガ好きな少女である。しかも萌黄はアメリカからの帰国子女で、日本に帰国したのもマンガのためという生きつ粋すいのものなのだ。

「漫研の作品、夏休み明けまでには完成させないと、文化祭の出展に間に合わないもんね。私も旅行がてら取材とかしてみようかな。……ていうか、ゆずちゃん！　それなら一緒に行こうよ！　うん、そうだよ！　漫研みんなで行けばいいんだよ！」

「漫研のみんなと、ですか……？」

　楪葉は複雑な表情をしているのだが、萌黄は楽しそうに一人で盛り上がっている。

「どうせならお泊まり旅行がいいよね。漫研で合宿したいねって前からみんなで言ってるし、ちょうどいいよ」

　長い間、学校を不登校気味だった楪ゆずり葉はだったが、萌もえ黄ぎと出会い漫まん研けんに所属するようになってからは、学校が楽しい場所に変わった。

　漫研の仲間たちとの旅行。楽しくないはずがないし、楪葉だってもちろん行きたいとは思う。萌黄たちと共に思い出を作ることを想像しただけで胸が躍おどる。

　だけど、頭にふいに『リスク』がよぎってしまうのだ。

『マンガの神様』という『リスク』だ。

　旅行なんていけば、旅先で確実に『事件』に巻き込まれるだろうし、萌黄たちをそういう『事件』に巻き込むことにどうしても躊ちゆう躇ちよをしてしまうのだ。

　もちろんそんなことを知らない萌黄は、ただただ楽しくて仕方がない様子である。

「場所はどうしよっか!?　やっぱり海かな!?」

　萌黄はそう言いながら、手に提さげる袋から雑誌を取り出した。

　それを見た楪葉は、表情を強こわ張ばらせる。

『週刊少年タイム』の最新号だ。

　表紙の東雲しののめ夜よ桜ざくらが、ビーチサイドで水着姿を披ひ露ろうしている。

「綺き麗れいな海だよね。こんなところで泳げたら楽しいだろうね」

　萌黄は後ろの海に注目しているようだが、楪葉が複雑な表情で注目するのは、メインの水着姿の少女の方だ。

「……凄すごいよね、夜桜ちゃん。アイドルやりながら漫まん画が家かなんて」

　それに気づいた萌黄は、そっと言った。

　楪葉は思い出す。




　──アイドル漫画家とのマンガ勝負。




　もしも、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの新作読みきりの載のった『ライン』が敗北すれば、杜若王子郎は東雲夜桜のいる『タイム』に移い籍せきすることになる。

　編集部から氷ひ室むろ小路こうじたちが去ったあと、勅て使し河原がわらは楪葉に「正直すまんかった……」と謝あやまってきた。頭に血が上り、ついあんな約束をしたことへの詫わびである。

「あれだよね。高校生と漫画家を一緒にやってる、左そ右う田だくんみたいだよね」

「え？　ええ。そうですね」

　楪葉が戸惑いながらそう返事をした途端、

「あれ!?　ねえ、見てよ、ゆずちゃん！　あそこに左右田くんがいるよ！」

「え？」

　萌黄に言われた方を見て、楪葉はドキッとする。

　噂うわさをすれば何とやら。視線の先には、本当に伊い織おりの姿があったのだ。




「お願いします！」




　伊織は小さな書店の店先にいる。

　そこで、店主であろうエプロン姿の老婆に、必死に何かを頼み込んでいる最中だった。

「水着の女の子が表紙なんです！　１冊くらいなら残っているんでしょ!?」

「お兄さ～ん。うちにはそんなハイカラなもんないよ～」

　腰の曲がった老婆はハタキで本ほん棚だなの埃ほこりを払っている。それは伊織を追い払う目的もあるのだろう。

　老婆の様子を見て、これ以上粘ねばっても無意味だと悟った伊織は、力ない動作で店から離れて行く。

「こんにちは！　左そ右う田だくん！」

　萌もえ黄ぎと楪ゆずり葉はは、トボトボと歩いていく伊織に背中から声を掛けた。

　振り返った伊織は、思わぬ出会いに驚おどろいたあと、嬉うれしそうに笑った。

「やあ、二人とも。こんなところで奇遇だね」

「伊織くん。なにをしていたんですか？」

「ああ、ちょっと欲しい本を探していてね。そういう君たちも買い物かい？」

　伊織は、すぐに女子二人が手に持つ紙袋に気が付く。

「うん、そうだよ。二人でマンガを買いに来てたの。前からチェックしてた新刊いっぱい買えたんだ」

　萌黄は誇らしげに『戦利品』が詰まった紙袋を見せつけた。

　するとどうしたことか、伊織の目の色が変わる。

「……ね、ねえ、もしかして『タイム』も買った？」

「え？　ああ、うん。すごい人気でね、発売日に買えなくて驚いたよ。再入荷されてギリギリ残ってた最後の１冊をさっき何とか買えたんだよね」

　それを聞いた伊織は突然、物もの凄すごい勢いで萌黄に迫った。

「きゃっ!?　そ、左右田くん!?」

「霧生きりゆうさん……」

　伊織の真剣な表情を見て、萌黄は少し顔を赤くする。

　隣となりに立つ楪葉の方も、何事かと困惑する。

「な、なに？」

「譲ゆずってくれないかな……」

「え？」

「どこもかしこも売り切れなんだよ！　読んだあとでいい！　『タイム』を僕に譲ゆずってくれないかな!?」

「え？　え？」

　あまりの勢いに、萌もえ黄ぎはうろたえる。

「知ってるだろ!?　東雲しののめ夜よ桜ざくらだよ！　見たいんだよ！　東雲夜桜が見たくて見たくてしょうがないんだ！　だから頼むよ！」

　萌黄は目を丸くする。

　その頰ほおはさっきよりも一層赤く染まっている。

「そ、そうなんだ……。う、うん……。男の子だもんね……。そりゃ見たいよね……」

　萌黄は顔を赤らめたまま、紙袋から『タイム』を取り出した。

「いいよ……。先に見てくれて……」

　水着の表紙を強調するようにして、萌黄は『タイム』を伊い織おりに差し出す。

　その反応で、ようやく伊織はあらぬ誤解をかけられていることに気づいた。

「ああ、いや！　グラビアが見たいわけじゃないよ!?　目当ては彼女の作品だからね！　あくまでマンガの方だから！」

「え!?　あ、ああ、そうなんだ！　そうだよね！　マンガの勉強のためだもんね！　いいよ、どっちにしろ、先に読んでくれたら大丈夫だから！」

　伊織と萌黄は二人して顔を赤くしてワタワタする。

　楪ゆずり葉ははその様子を見ながら、コホンと咳せき払ばらいを入れた。

「……えっと、伊織くん。どうしてそんなにも彼女の作品に興きよう味みを？」

　伊織はまた真剣な表情に戻る。

「ああ、担当の美み野の里り川かわさんから聞いてね。『ライン』の編集部で話題になっているそうだよ。アイドル漫まん画が家かの東雲夜桜は、天才漫画家の杜もり若わか王おう子じ郎ろうを脅おびやかす作家だとか」

　伊織は言葉を選ぶようにして話す。

　楪葉のことは、萌黄や他の漫研のメンバー、学校の誰だれにも秘密なので、うっかり杜若王子郎だと分かるような発言をしないように注意しているのだ。

「東雲夜桜が作品掲けい載さいをした『タイム』はご存知の通り、在庫希き薄はくな状況だ。それほどまでの人気をたった一人で獲かく得とくしている。……瞬しゆん間かん的てきな人気という意味では、杜若王子郎を超こえているのかもしれない」

　伊織は、楪葉に視線を送る。

「でも、嫌だよね。これじゃあマンガの方がおまけになってるもん」

　珍しく萌黄が愚ぐ痴ちのような言い方をする。

　萌黄も『タイム』のやり口に疑問を抱いているようだ。純粋にマンガが好きな彼女は、マンガそのものを売りにしないやり方に異を唱となえているのである。

「残念ながら、コンプライアンスに反してさえなければ、どんな手段を使おうが売れたものの勝ちです。それが商売というもの」

　楪ゆずり葉はは悟ったような口振りで言った。

「つまり君は、今回の『タイム』や東雲しののめ夜よ桜ざくらを支持しているわけか？」

「……支持している、というわけではありません。漫まん画が家かが職しよく業ぎようである以上、売り上げを競うのは当たり前というだけのこと。一つのやり方として認めているだけです」

「でもさ、それで【スタプリ】が負けたりしたら、なんかやだよね。マンガの単行本にも一杯おまけ付けて、それでランキング１位とかさ」

「そうなれば、杜もり若わか王おう子じ郎ろうがそこまでの漫画家だったというだけの話です」

　それを聞いた伊い織おりは、不快な表情を見せ、

「……杜若王子郎が負けるわけないよ」

　楪葉に向けて力強く言った。

　それは暗に「君は負けない」と楪葉に伝えているのである。

　世間はまだ知らないが、もしも今度の新作読みきりで東雲夜桜を擁ようする『タイム』の売り上げに敗やぶれれば、杜若王子郎は【スタプリ】と共に『ライン』から去ってしまう。

　伊織としては、杜若王子郎とは『ライン』で同時に連れん載さいをして戦いたいと、ずっと夢見てきたのだから、絶対に負けて欲しくない。

　それになにより、憧あこがれの杜若王子郎が、アイドル漫画家などに負けるようなことが我慢ならないのである。

　だから伊織は願う──絶対に負けるなと。

　楪葉は、そんな伊織の熱い眼まな差ざしを、ジッと見返す。

「伊織くん。誰だれも負けるなんて言っていませんよ。面白いマンガが評価されるのは当たり前のこと。だから、杜若王子郎は絶対に負けません」

　楪葉は、伊織以上に力強く言った。

　彼女もまた萌もえ黄ぎに気づかれないように「私は東雲夜桜に負けません」と伊織に伝えているのである。

　伊織はその眼差しを見て、安心感を覚える。

「……………………」

　だが、それと同時に、一いち抹まつの不安も覚えていた。

　楪葉は昨日きのう、伊織に編集部で語っていた。

　東雲夜桜は幼おさな馴な染じみだった、と。

　また、伊織の知らない楪葉の過去の繫つながりだ。

　東雲夜桜は、杜若楪葉にとってどういう存在なのだろうか──。




　　　　[image: ]




　歌声に追走するようにして、響ひびく爆ばく音おんのコール音。

　人々の拍はく手しゆ喝かつ采さいは止まらない。

　その中心でスポットライトを浴びるのは、一人の少女。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらだ。




　舞ぶ台たい袖そでにはけ、夜桜はスタッフから受け取った給水用ボトルのストローを咥くわえた。

　平日のナイトステージは、数年前なら毎日のように立っていたが、今では不定期に、それこそ一ヶ月に一度やれればいい方だ。当然、少ないチケットは１分も持たずに完売する。

　全国的に顔が売れても、小さなライブハウスでのイベントもこうして続けている。古参のファンからも支持が得られるのはこういう部分なのだろう。

　もうじきドームで１万人の観かん客きやくを前にするが、人数は関係ない。常に最高のパフォーマンスを心掛ける。

　出番を終えた夜桜は、音おん響きよう担当や各種スタッフに挨あい拶さつをしてから、控室へと戻った。

「あれ？」

　中央のテーブルに置かれた１冊の雑誌。

　それを見た瞬しゆん間かんに、夜桜は笑顔を浮かべる。

『週刊少年ライン』の最新号だ。ライブの出番中にマネージャーが買っておいてくれたのだ。

　衣装もそのままで飛びつく。楽しそうに持ち歌の鼻歌まで歌いながらページをめくる。

　今やライバル雑誌とはいえ、掲けい載さいされているマンガを楽しみにするのは変わらない。どんなに忙しくても、移動時間など暇ひまを見つけては、毎週欠かさず読むようにしている。

「来た来た……」

　告知ページで手を止める。

【スタプリ】のアニメ化発表が大々的に報じられている。

　それも気にはなるが、夜桜が注目するのはもう一つの告知。

　アニメ化記念として、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの新作読みきり掲載の宣伝が併あわせて書かれている。

　それと同じ週に、夜桜の第２作目が掲載される。

　その時、彼女はまたマイクをペンに変えるのだ。

　杜若王子郎と戦うために。

「いよいよね。首を洗って待ってなさい。杜若王子郎──」

　夜桜は不敵に笑った。




「──いえ、私の愛いとしい楪ゆずり葉は」







　　　　　第二章　マンガの『付加価値』







　周囲と比べて一ひと際きわ大きな屋敷は、杜もり若わか楪ゆずり葉はの自宅だ。歴代の『杜若王おう子じ郎ろう』たちが暮らしてきた由ゆい緒しよある空間でもある。

　大きな洋装の一室で、現・杜若王子郎こと楪葉は、新作の設定とシナリオを固めようとしていた。それは、夏休み明けに載のる【スタプリ】アニメ化記念の新作読みきりであり、アイドル漫まん画が家か・東雲しののめ夜よ桜ざくらとの勝負の一作だ。

「むぅ……」

　ところが、ペンは一向に進まない。楪葉は椅い子すに腰を深く落として腕を組んでいる。そうやって目の前にあるアイディア出し用のスケッチブックとにらめっこ中だ。

　──どうにも作業が捗はかどらない。

　現在連れん載さい中の【スタプリ】と並行して制作を進めなければならないが、それが重荷になっているからではない。久しぶりの新作で感覚がつかめないわけでもない。発表こそしていないが、趣味で【スタプリ】以外のマンガはよく描いているし、最近なら漫研で友人たちとのマンガ制作を同時にこなしている。

　では何な故ぜ、彼女のペンがなかなか動こうとしないのか。

　生半可なマンガでは、東雲夜桜の『力』には敵かなわないと思っているからだ。

　彼女のデビュー作の載った『タイム』の売れ行きが、何よりの『力』の証拠である。

　向こうは彼女のアイドルとしての知名度や、マンガ以外のおまけで販売数を釣つり上あげる戦法。それに対して、こちらは純粋なマンガの面白さで勝負をしなければならない。

　もしかしたら、ここまでのプレッシャーは初めてかもしれない。

　楪葉は、すぐ横に置いていた雑誌を拾い上げ、パラパラとめくった。

　例の東雲夜桜の作品の載った『週刊少年タイム』である。

　表紙に載っているのは、よく知る少女の顔だった。彼女が有名なアイドルだから知っている、というわけではない。そこにあるのは、かつて時間を共にした友人の顔なのだ。

　そして、今は、漫画家としての顔でもある。

　彼女は漫画家ライバルとして、楪葉に立ちはだかってきているのである。

　──かつての友が敵として現れる。

『運命の悪戯いたずら』とはよく言ったものだが、楪葉にとってはもはや慣れっこだった。

　しかし、今回の場合は全まつたく無心というわけにもいかなかった。夜桜と過ごした日々が思い出される。あの子の情熱が本物だと知っているからこそ、強敵だと分かるのだ。

　それもまた、楪ゆずり葉はの持つペンが動かない要因となっているのだろう。

「──お嬢じよう様さま、よろしいでしょうか」

　そんな楪葉のすぐ後ろでペコリとお辞じ儀ぎするのは、家政婦の天あま宮みやだ。彼女はいつものようにメイド服をバッチリ着こなしている。

　天宮は年ねん齢れい不ふ詳しようの美人メイドさんである。楪葉が杜もり若わか王おう子じ郎ろうを始めた頃ころから、たった一人で楪葉の世話から、この屋敷の管理までこなしているとんでもない人だ。

「お嬢様。郵便受けにこのようなものが投とう函かんされておりました」

　天宮に手渡された封書を受け取り、楪葉は中身を確認する。謎なぞの怪盗の予告状なんかが日頃よく届くのだが、今回は違ったようだ。

　それが何であるか理解した楪葉は、思わず机に置いた『タイム』の表紙に目をやる。

　──それは、東雲しののめ夜よ桜ざくらのワンマンライブの招待状だったのだ。

　ただでさえ今、話題の人物なので、特に入手が困難な彼女のライブのチケットが同封されている。ファンなら命を賭かけてでも得ようとする代しろ物ものを、本人が郵送してきたのである。

「例のアイドル漫まん画が家か様、でざいますね。……廃棄いたしましょうか？」

　天宮は冷たく言った。彼女も、楪葉が自身の移い籍せきを賭かけてマンガで戦うことは知っている。その戦いの相手が、ノンキにこんな招待をしてくることが気に入らなかったのだ。

　しかし、当の楪葉の答えはこうだ。

「いえ、謹つつしんで招待をお受けします」

　予想外の返答だったのだろう、いつも冷静沈着なはずの天宮が、驚おどろきの表情を浮かべた。

「折角ですし、何かマンガのアイディアを貰もらえるかもしれませんしね。今、ちょうど新作のアイディアに煮に詰つまっていたところでしたので」

「……なるほど。さすがお嬢様です。勝負の相手からのお誘いだというのに、マンガのためならそのようなこと、些さ細さいな問題なのですね」

　天宮は自分を納得させるように頷うなずくが、どこか表情が硬い。楪葉が敵ともいうべき相手からの招待を受けたことも驚きなのだが、それ以上に──。

「……お嬢様。東雲様からは今までも何度となく招待をされてきたのに、このタイミングで初めてお受けされるというのは、どういった心境の変化でしょうか？」

　夜桜は『杜若王子郎』宛てにこの招待状を送ってきていない。『杜若楪葉』宛てに送ってきている。それ即すなわち、この屋敷で楪葉が暮らしていることを知っているということになるし、楪葉は滅多に他人に自宅を明かさないことからして、相応の間柄であることが分かる。

　そして、夜桜が楪葉を自分の出演するイベントに招待するのはこれが初めてではない。

　天宮がこの屋敷に仕えるようになったのは、４年前。それからずっと側に付いてきたが、それ以前については、楪葉の交友関係を全すべて熟知しているわけではない。天宮が把握していることは、ライブへの招待状は天宮が仕える前から来ていること。

　つまり、夜よ桜ざくらと楪ゆずり葉はは、天あま宮みやが仕える前からの関係だということだ。

『──私には『マンガの神様』が憑ついているんです。人気アイドルの一人や二人、知り合いにいますよ──』

　気になった天宮が一度だけ尋たずねた時、楪葉はそう語っていた。

　その際はあっさりと納得したが、ではどうしてその友人からの招待をことごとく断ってきたのかは、天宮は理由を聞けずじまいだった。

　当然、今回に限って招待を受ける理由も理解していない。

「……そうですね。『このタイミングだから』でしょうか」

　楪葉は、憂いを帯びた表情で天宮の問いに答えた。

「東雲しののめ様とは、どういったご関係なのでしょうか……？」

　やはり納得出来ない天宮は、何年かぶりにその疑問をぶつけた。

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよを見せるが、楪葉はすぐに答える。

「友人ですよ。仲の良い、ただの、ね」

　楪葉は、それ以上を語ろうとしなかったし、天宮の方も追及しようとはしなかった。

「そう、ですか……」

　長く時間を共に過ごしてきたのもあいまって、天宮は楪葉が何を言わんとしているのかようやく察したからだ。

　それから楪葉は、招待状に挟まれたチケットを摑つかみ取とり、じっくりと眺め始める。ライブの日付や場所を確認しているのだ。

「ペアチケットですので２枚ありますね。天宮さん、同行をお願いいたします。かなり大きな会場のようです。不測の事態に備え、いつものようにバックアップをお願いします」

「かしこまりました、お嬢じよう様さま」

『マンガの神様』は厄やつ介かいだ。こういうイベント会場では、テロリストの襲しゆう撃げきといった『事件』の発生が予見されるし、万全の体制で挑まなければ、何が起こるか分かったものではない。

　ただ、天宮さえ同伴してくれれば、たとえ超国家の特殊部隊が相手でも太た刀ち打うち出来るだろうし、特に問題はない。天宮は戦せん闘とうのエキスパートでもある。たった一人で戦術核兵器並の力を持っているというもっぱらの噂うわさだ。

　以前、謎なぞの連続殺人鬼が町に出没した時には撃退してくれたし、謎のカルト教団の陰いん謀ぼうもすぐに察知してその日に壊かい滅めつしてくれた。大体のことは天宮が何とかしてくれる。

　これで当日は、夜桜のライブに集中出来るだろう。

　天宮は、楪葉から受け取ったチケットを眺めている。

「……お嬢様。当日のお召し物は万全に致しますので、ご安心下さい」

「え？　あ、はい」

　ペコリと頭を下げる天宮を見ながら、楪葉は首を傾かしげる。彼女が一瞬ほくそ笑んだように見えたからだ。

　天あま宮みやは、まるで何かを企たくらんでいるようにも見える顔をしていた。
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　アイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらのライブイベント当日がやって来た。

　楪ゆずり葉はは、一人で目的の駅へと降り立っていた。ライブ会場はここから目と鼻の先である。

　しかし、当日の今日きようになって、予定外のことが起こった。

　今け朝さのことだ。天宮と共に会場まで向かうはずだったのだが、屋敷で朝食と着替えを済ますと、天宮は用事があるとかでメイド服のまま先に出て行ってしまったのである。

　待ち合わせ場所と時間だけは告げられていたので、しょうがなく楪葉は、指定通りに天宮が現れるのを待つことにする。

　それにしても、さっきからチラチラと周囲の通行人がこちらを見てくる気がする。

　今着ている服装のせいだろうか。妙に念入りにおめかしをされたのだ。いつも天宮が楪葉の着替えやコーデを行うのだが、今日は一段と気合いが入っている。どこかの結婚式にでも行くような、フォーマルなドレスに近い格好なのである。

　舞台に立つわけでもあるまい、こっちはあくまで観かん客きやくなのだから、ここまでバッチリに決めなくてもいいと思うのだが。

　──しかし、すぐに天宮の意図が分かった。

「やあ、楪葉、すまない。待たせたかな」

「え？」

　楪葉は、背中から声を掛けられ、恐る恐る振り返る。

　妙に聞き覚えのある声に呼ばれたような気が──。

「おいおい、なんだかえらくしっかりした格好だな。アイドルのライブってどういう服装をすればいいかよく分からなかったし、僕の方はいつも通りの感じで来てしまったぞ」

『不測の事態』には慣れっこのはずだが、その人物の登場に楪葉は驚おどろきを隠せなかった。

「い、伊い織おりくん!?」

　そこにいたのは、左そ右う田だ伊織だったのだ。伊織は楪葉とは対照的に、ラフなＴシャツでちょっとそこらを散歩しにきた感じの格好である。

「なんでここにいるんですか!?　どうせ『マンガの神様』の仕し業わざでしょうけど！」

　伊織は慌あわてた様子の楪葉を見ながら、首を傾かしげている。

「いや、『マンガの神様』もなにも、僕をここに呼び出したのは君じゃないか」

　きょとんとした楪葉の顔を見て、ますます伊織は首を傾げる。

「待てよ。あのメイドさんを僕の家まで寄こしたのは君じゃないのか？　天宮さんだっけ？　こいつをいきなり渡されたんだが」

　伊い織おりが差し出してきたのは、今日きようの夜よ桜ざくらのライブのチケットだった。通し番号を見ても分かるが、天あま宮みやの分として楪ゆずり葉はが彼女に渡していたはずのものだ。

「天宮さんから聞いたよ。新作のアイディアに煮に詰つまっていて、気分転換と敵情視察を兼ねて東雲しののめ夜桜のライブに行くんだろ？　ちょうど今日は予定がなかったし、僕も何かマンガの参考になるかもしれないから、有あり難がたくお誘いに乗って来させてもらったわけだが」

「…………っ！」

　やられた、と楪葉は思った。

　天宮に嵌はめられたのだ。変な気を利かせて、伊織が今日のライブに来るように仕向けたのである。今日着せられた服に妙に気合いが入っていたのもそのためか。

　伊織と二人でお出掛けするために──。

　二人で……？

「なんだよさっきから？　なんで黙っているんだ？」

「え、ええ、え、えっと、あの、その……」

　楪葉は顔を赤くして手をジタバタさせる。

　──二人きりでライブを見に行く。

（こんなの、おもいっきりデートじゃないですか!?）

「……なんだよ。もしかして何かの手違いか？」

　伊織は手にするライブのチケットを見ながら、段々不安そうになっている。

「他に誰だれかと行く予定でもあったのか？　……だったら、僕は帰るが」

「い、いえ！　急な話なのに来ていただいてありがとうございます！　それじゃあ行きましょうか、伊織くん！」

　折角だし、楪葉は天宮の策略に乗ることにしたのであった。

　楪葉は赤くなった顔を隠すようにして、先立って歩き出す。

「お、おい、待てよ！」

　伊織は慌あわててあとを追いかけ、楪葉の横に付く。

　二人は並んでライブ会場に向けて歩き始めた。




　その頃ころ、双そう眼がん鏡きようを覗のぞく天宮は、伊織と楪葉のいる場所から50メートル地点にいた。

「ファイトです……。お嬢じよう様さま……！」

　天宮は、遠方にいる楪葉の姿を見ながらギュッと拳こぶしを握る。

　建物の陰で双眼鏡を覗くメイド服の彼女は、当然、周囲の人々から不審な目で見られていた。
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　伊織たちがライブ会場に近づくにつれ、それらしい人だかりが見えてくる。

　なかなかに壮そう観かんだ。開場までまだ時間があるというのに、既すでに長ちよう蛇だの列がライブ会場に向かって出来上がっているのだ。漫まん研けんの皆と行った花火大会を彷ほう彿ふつとさせるが、それよりも人々の密度が濃いように思う。

「……なあ、楪ゆずり葉は」

　慣れない雰囲気に落ち着かない様子で、伊い織おりは隣となりを歩く楪葉に話を振った。

「実を言うと、ちょっとばかり緊きん張ちようしてしまっているよ。僕はこういうアイドルのライブっていうのには、参加するのが初めてなんだ。クラシックのコンサートなら、何度か行ったことがあるんだが」

「そうでしたか。ならちょうどいい経験になるんじゃないですか。伊織くんにとっても、マンガの参考にもなりますよ、きっと」

「そういう君はどうなんだ？　マンガに実体験を重要視する君だ。こういうイベントごとには結構来たりするんじゃないのか？」

「ええ。こういうアイドルや、音楽バンドのイベントなんかには、何度も参加していますよ。初めて行った時は、爆ばく弾だん事じ件けんに巻き込まれ、途中までしか見られませんでしたが。２回目に行った時は、最後までイベント自体は見られたのですが、帰かえり際ぎわに謎なぞの組そ織しきに拉ら致ちされて改造人間にされかけて散々でしたよ。３回目に行った時は──」

「ちょっと待て！　まともな時はないのかよ！　なあ!?」

「『マンガの神様』も年中無休というわけではないようですし、運が良ければ何事もなく終わりますよ。今日きようも平へい穏おん無ぶ事じに終わればいいんですけどね」

　伊織は別の意味で緊張してきた。五体満足で帰れれば良いのだが。

　さらに会場に近づいた二人は、眼鏡めがね、バンダナ、ハッピという、あまりにもステレオタイプな団体を目もく撃げきした。

「いよいよでござるなあ～」

「興こう奮ふんしてきたっすよ！　オイラ興奮してきたっすよ！」

「ザクラたんの晴れ姿、しかとこの目に焼き付けるでありますよ～」

　いわゆる『親しん衛えい隊たい』とかいうやつか、むさ苦しい男たちの集団である。

　ただ、あくまでも彼らが目立っているというだけで、それ以外にも若い女性や、小学生くらいの少年少女、家族連れの姿も多い。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらというアイドルが、幅広い層に人気だということがよく分かる。

　伊織は、楪葉を横目でチラリと見た。彼女は、ドレス風の服の相乗効果もあり、ご令れい嬢じよう様さまといった雰囲気を醸かもし出だしている。

　改めて思うが、楪葉だって魅み力りよく的てきだ。夜桜のことは一度、編集部で生で見ることが出来たが、それと比較しても可愛かわいさでいえば全まつたく負けていると思わない。

「…………」

　今日きよう初めて楪ゆずり葉はを見た時、話し掛けるのに躊ちゆう躇ちよしたのは秘密だ。服装からしていつにも増して可愛かわいかったからだ。さっきから伊い織おりは横目でついつい眺めてしまう。

　楪葉は、そんな伊織の視線に気づいた。

「……伊織くん？　どうかしましたか？」

「あ、ああ！　いや、凄すごい人気だね、東雲しののめ夜よ桜ざくらは」

　伊織は誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいしつつ、楪葉に言う。

　楪葉は、伊織に釣つられて周囲のファンたちを見回した。

　皆がキラキラした笑顔をしている。夜桜に会えることと、彼女のイベントへの期待に胸をふくらませているのが見ているだけで伝わってくる。

「ええ、そうですね。まだ始まる前だというのにこの盛況です。マンガの新刊を楽しみにしている時の部長さんを思い出しますよ。それほどに皆さん、夜桜さんのことが好きなんですね」

「そういえば、まだマンガの感想を言っていなかったね。東雲夜桜のマンガの」

　あれから伊織は、売り切れ続出の『タイム』を萌もえ黄ぎから貸してもらい、夜桜のマンガを読むことが出来たのだ。

「どうでしたか？　彼女の作品【キャラメル・マキ・ナイト】は」

　──東雲夜桜作【キャラメル・マキ・ナイト】。

　ジャンルとしては、コテコテのファンタジーバトルマンガである。

　魔法剣士の主人公が、ヒロインの少女を魔物から救い出す王道中の王道なストーリーだ。

「うん、素直に言って、なかなかに面白いマンガだったよ」

　キャラも魅み力りよく的てきに描けていたし、要所要所、読者に受ける面白いツボも押さえられている感じだった。全体を通して分かりやすく、万人受けしそうなマンガであったといえる。

「──ただし、アイドルが描いたにしては、ね」

　伊織は強調する。

「全まつたくの無名の新人の作品として載のっていても、特に印象には残らなかっただろう。はっきり言って、君にはもちろん、僕や高こう良ら翔しよう太た郎ろうにも遠く及ばないレベルだった」

　そうなのだ。確かにストーリーも上う手まく出来ていたし、絵も丁寧に描けていて他の漫まん画が家かたちの作品に混じって載っていても、違和感ないマンガではあった。

　だがそれもこれも「アイドルが話題作りに描いたにしては」という印象だった。杜もり若わか王おう子じ郎ろうと戦うという意味では、あまりに力不足と言わざるを得ない。月並みな言い方をすれば、小さなアリが獰どう猛もうなライオンに闘たたかいを挑むようなもの。

　もしも同じ雑誌の読者アンケートでの勝負だったなら、楪葉は圧勝出来ると思うし、伊織自身も全く負ける気がしなかった。

　妹の日ひ芽めに夜桜のマンガを見せたところ、ファンということもあって感動してはいたが、作品の感想自体は「面白いよ」というシンプルなものだった。伊織のマンガを見せた時のような発狂はしなかったし、所しよ詮せんはその程度ということだ。

　作品の内容に限れば。

「……ですが、こと売り上げとなれば別ですよね」

　伊い織おりの心情を悟ったかのように、楪ゆずり葉はは呟つぶやいた。

　もちろんその通りだ。今回は別の雑誌の売り上げ勝負。以前、伊織が高こう良ら翔しよう太た郎ろうと戦った時とはまるで話が違う。

　勝負の号は、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの新作読みきりという『面白いマンガ』を目当てに『ライン』を買う者たちが多く現れるだろう。

　しかし、一方の『タイム』は『マンガ以外』の『武器』を使ってくる。

『アイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくら』という『付加価値』だ。

　たとえマンガの面白さが伴わなくとも、ファンたちはこぞって東雲夜桜のマンガが載のる『タイム』を買うことだろう。しかもイベントの抽選券を付けることで、複数買いを助長させてくる。

　──だが、それがどうしたというのだ。

「確かに、今回はあくまで売り上げでの勝負だし、やつらのやり方に利があるかもしれない。しかし、杜若王子郎の本気のマンガが負けるわけがない。結局最後は、マンガ雑誌を買うのはマンガを読む人たちなんだ。面白いマンガが評価されるのは当たり前だし、みんな面白いマンガの方を支持してくれるさ。杜若王子郎の新作が勝つに決まっている。売り上げだけに拘こだわるような低俗な相手に、君が負けるわけないよ」

「…………」

「なんだ？　それとも自信がないのか？　アイドルの知名度を利用した卑劣な相手に、君は勝つ自信がないのか？　……やれやれ、もう少し自信を持てよ。君は杜若王子郎なんだぞ。人気だけのバカげたアイドルなんて相手じゃないさ」

　楪葉は否定も肯定もせず、言葉を飲み込んでいる。

　何か言いたげな楪葉のことを、伊織が訝いぶかしんでいると、不意に彼女が口を開いた。

「……夜桜さんのことを悪く言わないで下さい」

　強こわ張ばった楪葉の表情を見て、伊織はハッとする。

「す、すまない……。彼女個人を罵ば倒とうしたつもりはないよ。悪いのは、こんなやり方をさせている『タイム』の氷ひ室むろ小路こうじ編集長さ」

　楪葉が、ここまで露ろ骨こつに怒った表情を浮かべるのは珍しかった。

　気まずい雰囲気のまま、伊織たちはライブの開場を待った。




　開場時間。人々の波がライブ会場のドーム内にドッと押し寄せる。

　もぎりにチケットを渡し、伊織たちは会場内へと進んだ。

　全席指定席である。チケットに記された番号の場所にやって来てみれば、中央前方のとても見やすい席であった。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらは、楪ゆずり葉はのためにわざわざこんな場所を確保してくれたのだ。楪葉の方も、さっき夜桜のことで伊い織おりに本気で怒っている様子だったし、お互いに想おもい合あっている深い間柄だということがよく分かった。

「東雲夜桜とはどういう仲なんだ？」

　伊織は、ここにきてようやく二人の関係性に踏み込んだ。

　今まで訊きかなかったのは、興きよう味みがなかったからというわけではない。楪葉は自身の過去をあまり話したがらないし、無理にデリケートな部分に触れない方がいいかと遠慮していたのだ。それに『ライン』の編集部に現れた時には顔を合わせないように努めていた。

　楪葉は、そんな伊織の心配をよそに、特に嫌がる様子も見せず答えた。

「夜桜さんとは、幼い頃ころに運命的な出会い方をして、その後、お友達になりました」

　それを聞いた伊織は、自分と楪葉との出会いを思い出していた。きっとあの時と同じ『マンガのような』出会いだったのだろうか。

「まだ彼女がアイドルとしてブレイクする前ですね。お互いのおうちで一緒に遊ぶこともありました。私は漫まん画が家かになる夢を、そして夜桜さんはトップアイドルになる夢を語り合ったりもしました」

　親友──そういっても差し支えない関係であろう。

「なるほど。つまり、二人とも夢を叶かなえたわけだね。君は漫画家として最前線で活かつ躍やく中。東雲夜桜も、こうしてアイドルとして多くのファンに支えられている」

　伊織はぐるりとドーム内を見回した。遥はるか遠方まで客席は夜桜のファンたちによって埋め尽くされている。

　楪葉は微笑ほほえみながら頷うなずいた。親友の頑張りの足跡が、はっきりとかたちになってこの場所に存在しているのだ。

「……しかし、そんな親友が敵として立ちはだかってきた、と」

　伊織は、隣となりに座る楪葉に視線を戻してから、言った。

　いつもの楪葉なら「これも『マンガの神様』の仕し業わざです」とドヤ顔を返してきたことだろう。

　だが今の彼女はそんな余裕を見せなかった。

　これから親友が立つステージを、真剣な表情でジッと見据えている。

「だが何な故ぜ、彼女は漫画家になったんだ。アイドルとしてここまで地位を得ているのに」

「はっきりとは分かりません。私と同じで、彼女もマンガが大好きでしたし、昔、一緒にマンガを描いたこともありました。あれからもきっと趣味で描いていたのでしょうから、その延長といったところでしょうか」

　マンガが描けるアイドル。売り方としては悪くはないが、既すでに十分にブレイクしている夜桜が、わざわざそんな小手先のようなやり方をするのかは甚はなはだ疑問ではあった。

「ところで、東雲しののめ夜よ桜ざくらは、君が杜もり若わか王おう子じ郎ろうだということは知っているのか？」

「少なくとも、私の口から伝えたことはありません。現在、私が漫まん画が家かをやっていることも」

　楪ゆずり葉はは辛そうな表情を浮かべた。

「……この４年、ずっと会っていませんので」

「そうか……」

　伊い織おりには、どうして楪葉が親友の夜桜と会わなかったのか、すぐに理解出来た。

『親友だからこそ』会えなかったのだ。

　そして、こうして今日きよう、彼女のライブに参加したのは、マンガのアイディア作りのためだけではない。

『過去の清算』とでも表現すればいいのだろうか。

　以前の彼女なら、自身の運命に恐怖し、ここまで来られなかっただろう。

　しばらく伊織は、ステージを見つめる楪葉を、黙って見守った。

「──いよいよだな」

　ライブの開演時間が訪れた。

　待ち時間中に流されていた音楽が停止する。

　照明がゆっくりと落とされていく。

　会場内が静まり返った。




　──次の瞬しゆん間かん。




　激はげしいライトアップ──。

　大音量のＢＧＭ──。

　飛び交うレーザー演出──。




「ぶひいぃぃぃぃっぃぃぃぃぃッ！」

「ザークラた─────────んッ！」

　ファンたちの熱量が一気にヒートアップする。

　それに合わせるように、正面のモニターに数字が大きく映し出された。カウントダウンの数字だ。観かん客きやくたちはその番号を揃そろって唱える。

「──３！」　「──２！」　「──１！」

　ファンたちによる爆ばく音おんのカウントダウンが「０」を迎えたと同時だ。

　ステージ中央に、小さな影が飛び上がった。

　華はなやかなステージ衣装に身を包むその人物はもちろん──。




《みんなぁ！　夜よ桜ざくらのステージにようこそ！》




　インカムを付け、ノースリーブの動きやすそうな衣装を着た東雲しののめ夜桜は、登場と同時に観かん客きやく席を激はげしく煽あおる。

「ぴぎゃああああああああああああああああああああああ！」「うっしゃああああああああああああああああああああああ！」「ザ────クラた──────────んッ！」

　──東雲夜桜は歌う。

　──東雲夜桜は踊る。

　観客たちは、手に持つサイリウムを激しく振り、吼ほえるようにコールの声を上げる。大きな会場の端から端までが一つになっている。

　伊い織おりは、初めのうちは呆あつ気けに取られるばかりだった。

　しかし、そのうちに気づいた。

　伊織は、彼女のＣＤなんて１枚も持っていないし、曲もほとんど知らない。今歌っている曲も初耳に思う。

　それなのに、それなのにだ。

　身体からだが勝手にリズムを刻んでしまっているのだ。
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　隣となりの楪ゆずり葉はまでもそうだ。肩を揺らしてリズムを取っている。

　初参加で、アウェイともいうべき二人までも、容易たやすく巻き込んでくる。

　──これがアイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらの本領なのだ。

　楪葉と変わらない華きや奢しやな身体からだなのに、ステージ上にいる夜桜はとても大きく映った。

「「「「「「　ハイッ！　ハイッ！　ハイッ！　」」」」」」

　ＯＰの１曲目から完全に魂たましいを鷲わし摑づかみにされた。

　それからノンストップで、２曲目、３曲目と続いていき、二人は周囲の人々と同じ『夜桜のファン』へと変へん貌ぼうしていた。




　数曲が終わり、トークのコーナーでの一幕だ。

《みんな！　『週刊少年タイム』は買ってくれた!?》

　１万人を超こえる観かん客きやくが一斉に肯定の返事をする。

《夏休み明けにも私のマンガが載のるから、絶対買ってね！》

「当たり前だよおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおッ！」

「オイラ買うよ！　10冊買うよ！」

「なにを！　俺おれは50冊だ！」

《ありがとう！　みんな大好きだよ！》

「おおおおおおおい！　俺のこと好きって言ったぞおおおおおおお！」

「バカ！　俺だ！　俺に言ったんだ！」

　盛り上がりは止やむことを知らない。




　その後、夜桜はラストの曲まで全力で駆け抜けた。

　ライブは大成功で終幕したのであった。
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　興こう奮ふんさめやらぬ様子で観客たちは、東雲夜桜のライブ会場から各々散っていく。束の間の夢の時間から解き放たれ、人々は皆、明日あしたからいつもの生活に戻っていくのだ。

　伊い織おりと楪葉の二人もそれに紛まぎれて、ライブ会場を背に歩いていた。

「どうでしたか？」

　楪葉は伊織に尋たずねる。彼女の表情は分かりやすいくらいに嬉うれしげだった。友達の晴れ舞台を自慢するような感じだろうか。

「ふっ。大したことはない。まあ、こんなものかって感じだったよ」

　強がる伊織を見ながら、楪葉はため息をつく。

「……その割には、物販買かい漁あさってましたよね」

「か、買かい漁あさってなんてないだろ！　記念にＣＤ１枚とシャツを１枚買っただけだ！」

「ＭサイズがないからしょうがなくＬサイズ買ったり、ステッカーが売り切れなのを店員に凄すごい剣幕で文句言ったりしてましたよね？」

「う、うるさいなあ！　……ああ、そうだよ！　良かったよ！　凄くいいライブだったよ！　また行きたいなあとか思ったよ！」

　顔を赤くして白状する伊い織おりを見ながら、楪ゆずり葉ははクスリと笑った。

　正直に言って、伊織は未いまだに胸が高鳴ってしょうがなかった。創作意欲を刺し激げきされたし、得るものはかなり多かった。日ひ芽めがファンになるのも無理はないと思う。

　羨うらやましいなとも思った。マンガの場合、読者やファンの反応を目の前で見る機会はそうない。アイドルならこうやって自分のパフォーマンスをリアルタイムで評価してもらえるし、どれほどファンが楽しんでくれているかが肌で感じられる。

　あと、東雲しののめ夜よ桜ざくらのアイドルとしての力量をはっきりと知ることが出来たのも収穫だろう。彼女が作品を載のせ、イベントの抽選券などを付けた『タイム』がバカ売れした理由も身を持って理解が出来た。

「僕は夜桜のことを見くびっていたよ。今日きようまでただの可愛かわいいだけのアイドルだと思っていた」

　伊織の言葉に楪葉が頷うなずく。

「そうです。夜桜さんの一番凄すごいところは、何事にも全力で取り組むところです。歌もダンスも、ファンや関係者とのコミュニケーションも、あらゆることに全力で頑張る人なんです。小さい時からずっとそうでした。レッスンで上う手まくできなかったところを、家でもずっと繰り返して練習していました。私は、夜桜さんほどの努力家を他に知りません」

　どこか誇らしげに話していた楪葉が、すっと表情を引き締めた。

「だから今回のマンガ勝負も、夜桜さんはきっと全力で取り組んでくる。アイドルとしての宣伝活動だけじゃなくて、マンガの質だって上げてくるはずです」

　楪葉が警けい戒かいするように呟つぶやく。伊織も同意見だった。夜桜は漫まん画が家かとしても強敵たり得る。

　しかし、やはりあの疑問が残る。アイドルとしてここまでの地位を得ている彼女が、漫画家デビューをした理由とはなんなのだろうか。

　一時の話題作りにしても、リスクが大きいように思う。マンガを描く時間を取られるし、そんなことに手を回すことを快く思わないファンだっているだろう。実際、ネットを覗のぞいてみてもアンチが出始めている。アイドルが遊びでマンガなど描くな、と。

　そんなリスクを負ってまでマンガを描いている理由とは、一体なんなのか──。

　──と、そんな風に、伊織が思考している時、異変が起こった。

「ん？」

　伊織と楪葉が信号待ちしている目の前に、１台の黒塗りの車が停車した。

　その車内から、ゾロゾロと三人の男が現れる。

　あからさまに怪しい黒服の男たちだった。

「なんだ？」

「……さあ、なんでしょう」

　その謎なぞの黒服たちは、伊い織おりたちの前に立ちふさがってきた。

　穏おん便びんな雰囲気ではない。こちらにじりじりと詰め寄って来る。

「おいおい……」

　ふいに嫌な発想が浮かぶ。

（まさか『マンガの神様』がもたらしたトラブルか……？）

　伊織はそんなこと認めるものかと、首を激はげしく横に振る。

「杜もり若わか楪ゆずり葉は様ですね」

　黒服の一人が言う。マフィアのような見た目に反して口調は紳士的だった。ヤバイ組そ織しきの追っ手という感じではなさそうだが、まだ安心は出来ない。

「ええ、そうですが」

　楪葉が肯定した瞬しゆん間かんだった──。

「きゃっ!?」

　力ずくで取り押さえられるかたちで、楪葉は彼らに車の方へ連れて行かれたのだ。

　やはりというべきなのか、『マンガの神様』というやつは、このまま平へい穏おん無ぶ事じに帰らせてはくれないようだ。

「くそッ！　楪葉を離せ！」

　果敢に伊織が手を伸ばすと、別の黒服がぬっと眼前に出てきた。

「杜若様のお連れの方ですね？　お連れ様も連れてくるように命じられております。それでは、ご一緒にどうぞ」

「うわ!?」

　抵抗虚むなしく、伊織たちはあっと言う間に車の中に押し込まれてしまった。

「一体、なんなんですか!?　僕たちをどうするつもりですか!?」

「東雲しののめ夜よ桜ざくら様より、ささやかなプレゼントにございます」

　黒服から告げられた名前に驚おどろき、伊織は大きく口を開けた。

　楪葉の方を見てみると、覚悟を決めたような神妙な顔で黒服たちに向かって頷うなずいていた。




　車が走ること20分。

「どうぞ」

　伊織たちが降ろされたのは、目が痛くなるほどに煌きらびやかな外装をしている、高級ホテルの前だった。庶民が易やす々やすとは訪れることの出来ない、各国の首相らが来日した時にも泊まるという最高級のホテルである。

　黒服たちに連行され、伊い織おりたちはその中にある三つ星レストランへと足を踏み入れた。

　周りの他の客はセレブ風の人たちばかり。楪ゆずり葉はの今日きようの服装は、天あま宮みやが気合いを入れて用意したフォーマルなものなので問題ないが、伊織はザ・庶民なＴシャツ１枚という格好であり、あまりに場違いであった。店の奥に進むごとに段々と気恥ずかしくなってくる。

　黒服からホテルマンにバトンタッチされ、ホテルマンからレストランのウエイターにバトンタッチされ、伊織たちは白いクロスのテーブルに向かい合って座らされた。

「……東雲しののめ夜よ桜ざくらはどういうつもりなんだ？」

　あの黒服たちは、夜桜の命で伊織たちをここまで連れてきたと言っていたが。

「『プレゼント』という話ですし、そういうことでしょうね」

　二人の目の前には、既すでに食器が並べられている。

　おそらくは、友達の楪葉がライブに来た礼に、この高級レストランのディナーへご招待といったところだろうか。

　にしては、やり方が荒っぽすぎる気もするが……。

「……君、本当に仲が良かったのか？」

「ほ、本当です！　夜桜さんはたまに強引なところがあるんです！」

　などと、伊織と楪葉が話していると──。




「ゴメンね！　待たせちゃったかな!?」




　つい最近聞いた覚えがする、特徴のあるキュートな声がこちらに向かって飛んできた。

　早足で近づいてきたその声の主は、伊織たちが座るテーブルに腰掛けてくる。

「ほら！　ライブ終わりって着替えはもちろん、スタッフさんへのお礼回りとか、色々やることがあるんだよね！」

　その人物は、伊織たちが困惑するのもお構いなしに喋しやべり続つづけながら、楪葉の隣となりに座った。

　この高級レストランの雰囲気にも遜そん色しよくがない、煌きらびやかなドレスに身を包む少女だった。

　楪葉に勝まさるとも劣おとらない美少女。

　しかし、楪葉とは決定的に違う、オーラとでもいうべき存在感を放っている。

　伊織は堪たまらず、勢いよく椅い子すから立ち上がった。

　そして、震える指で少女を差す。




「東雲夜桜！」




　伊織は、大げさなリアクションをしながら声を張り上げた。

　間違いない。

　さっきステージの上に立っていたアイドルが──今、目の前にいる。

　ステージ上では大きく見えたが、間近で見るとやはり小柄な少女だった。並んで座る楪ゆずり葉はとほとんど同じ背丈だ。（……ただ一点。胸のボリュームは悲しいほどに差があったが）

　有名芸能人を目の前にして、伊い織おりは立ち上がって驚おどろいたままである。編集部では遠くからしか見られなかったが、今回は手を伸ばせば触れられる位置にいるのだ。

「伊織くん……。恥ずかしいので、やめて下さい……」

　楪葉に言われて、周りの客に嘲ちよう笑しようされていることに気づき、伊織はすぐに椅い子すに座り直して縮ちぢこまった。

　夜よ桜ざくらは何事もなかったかのように、笑顔で楪葉の顔を覗のぞき込こみながら話を続ける。

「楪葉、今日きようは来てくれてありがとね。ステージから楪葉が来てくれてるのが見えて、いつも以上にガンバレたんだから」

　かなりベッタリとくっ付いている。萌もえ黄ぎを思い出させるようなスキンシップだ。しかし楪葉の方も特に嫌がっている様子を見せない。その程度許せるくらいには、二人が仲良しというのは間違いないようだ。

「夜桜さん、どういうことですこれは？」

　楪葉は言いながら、視線を周囲に向けている。いきなりこのレストランに押し込まれたことについて尋たずねているのだ。

「もちろんお礼よ。こうして初めて私のライブに来てくれたんだから、そのお礼にステキなディナーにご招待ってわけ」

「……手厚いご招待をありがとうございます」

　無理やり黒服に連行されたことに対して皮肉を込めている。

　夜桜はてへっと舌を出した。

「ゴメンね。こうでもしないと楪葉、来てくれないんじゃないかって思っちゃってさ」

　夜桜は、寂しげな瞳ひとみで楪葉を見つめる。

「小６の時にアイドルデビューして以来、大きなイベントがある度たびに招待状を送ってたんだけど、ずっと来てくれなかったし。それにこの４年、私が家を直接訪ねても、全然会ってもくれなかったしさ……」

「……すみません」

　楪葉の表情が曇くもったので、夜桜は慌てた様子で「違うのよ！」と両手を振った。

「言っておくけど、楪葉！　私、怒ってるわけじゃないよ!?　楪葉にも事情ってものがあるんだし！　……私ね、最近になってようやく知ったの。楪葉、プロの漫まん画が家かになって忙しかったのね」

　続けて夜桜は、満面の笑みで言った。

「夢を叶かなえたんだね。おめでとう」

　しかし、楪ゆずり葉はの方は「ありがとうございます」と言いつつ、表情を険けわしくしていた。

　楪葉は、夜よ桜ざくらに長い間会っておらず、漫まん画が家かになったことも告げていないと言っていた。

　どこで耳に入れたにしろ、それを知ったということは、夜桜はおそらく──。

「君は、楪葉の秘密を知っているんだね？」

　伊い織おりがそう質問すると、夜桜は表情を硬くし、テーブルの向かい側に座る伊織の方に初めて向き直った。

「あなた、楪葉と一緒にライブを見にきてくれた人よね？　挨あい拶さつが遅れてゴメンなさい。楪葉と会えて嬉うれしくってついね。……けど、その言い方。あなたも楪葉の──杜もり若わか王おう子じ郎ろうのことを知っているのね」

　伊織は、夜桜の隣となりに座る楪葉に目配せした。

　すると、楪葉は何も言わず頷うなずく。

「……ああ、そうだよ」

　それを確認してから、伊織は夜桜に肯定した。

「そっか……。知っているのね……」

　そんな伊織に対して、夜桜は敵意ある眼まな差ざしを向けてきた。

「ねえ。そんな重大な秘密を知っているあなたは、どこの誰だれなの？」

　ペアチケットを贈ったものの、夜桜にとっては、楪葉が連れてきたのは全まつたく知らない男の子なのだ。伊織が何者か見み極きわめようと疑いの表情を浮かべている。

「ああ、えっと、僕は──」

　伊織が自己紹介しようと口を開いた瞬しゆん間かんだった。

「──きゃっ!?　よ、夜桜さん……!?」

　突然夜桜は、伊織から庇かばうようにして、隣となりに座る楪葉に抱き付いたのだ。

「彼氏ね！　彼氏なのね!?」

「へ？」

　夜桜は楪葉に抱き付いたまま、伊織に向けて頰ほおを膨ふくらませる。

「私すらずっと知らなかった楪葉の秘密を教えてもらっているなんて、彼氏としか思えないわ！　けど、楪葉はそう簡かん単たんに渡さないんだからね！」

　予想外の行動だったので、伊織は呆ぼう然ぜんとする。夜桜のその動きは、小さな子どもが大事なぬいぐるみを取り上げられまいとしているようだった。こんな表情をしているのをテレビなどでは見た覚えがない。これが彼女の素すの顔なのか。

「夜桜さん……。彼はただのお友達です……」

　一方、むぎゅうっと抱きしめられた楪葉は、苦しそうにしている。

「ほんとなの!?　彼氏じゃないのね!?」

「は、はい……」

　夜よ桜ざくらは、心底安心したため息をつきながら、楪ゆずり葉はを離した。

「良かったぁ～」

　今の反応を見るに、とても仲が良いのがよく分かった。

　──いや、仲が良いだけで済ませていいのだろうか……？

「こんな冴さえない感じのが楪葉の彼氏だったら最悪だもんね～」

「し、失礼なやつだな！」

　夜桜の一言に、伊い織おりは目くじらを立てる。

　それから夜桜は、伊織のことを品定めでもするようにじろじろと眺め始めた。

「……ねえ、楪葉。お友達にしても、相手はちゃんと選びなさいよ」

「どういう意味だよ!?」

　楪葉と比べると、残念な服装も重なって全まつたく釣つり合あっていなかったのだ。第一印象としては真っ当な評価ともいえる。

「夜桜さん。見た目は冴えないかもしれませんが、彼は悪い人ではありません」

「冴えないのは認めるのかよ!?」

「彼は左そ右う田だ伊織くんという、高こう校こう生せい漫まん画が家かさんなんです」

　その名を聞いた途端、夜桜の目つきが変わる。驚おどろいた表情で伊織の顔を見ているのだ。

「左右田伊織ですって……!?　あの『ライン』の漫画家の……!?」

　人気アイドルが自分を知っていたことに気を良くした伊織は、「ふふん」と得意げに笑った。

「ああそうだよ。この僕が〝天才〟高校生漫画家・左右田伊織さ」

　伊織が『天才』の部分を強調するのに対して、隣となりで楪葉は呆あきれたジト目をぶつける。

　ドヤ顔の伊織と呆れ顔の楪葉。そんな二人を前にした夜桜が、信じられないといった様子で呟つぶやいた。

「で、でもでも、左右田伊織って女子高生漫画家なんじゃないの？」

　またこの勘違いかと伊織はため息をつく。女性的な名前のせいか、伊織はインターネット上で女子高生漫画家と噂うわさされているのだ。しかも何な故ぜか美少女だという設定にされている。

「……あれは誤解だ。僕こそが正しよう真しん正しよう銘めい、左右田伊織その人だよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で伊織が言うと、まだ夜桜は半信半疑のようで楪葉に視線を向ける。

「ほ、ほんとなの、この男の子が本当に左右田伊織なの？」

　楪葉が首を縦たてに振って答えると、夜桜は大きく息を吞のむ。

「すっごーい！　まさか左右田伊織に会えるなんて！」

　そして感かん激げきの声を上げるや、テーブルに身を乗り出すようにして伊織との距離を縮ちぢめてきた。

　超人気アイドルの顔がすぐ目の前に接近し、おまけに上目遣いで見つめられて、さらにちょっと目線を下に向ければ胸の谷間が視界に入る。

　この唐突なボーナスステージの到来に、伊織は思考停止に陥おちいって硬直した。

「ちょ、ちょっと夜よ桜ざくらさん、顔が近いですよ。伊い織おりくんが困っています」

「いいじゃないの楪ゆずり葉は。だって私はデビュー作の『サウザウンド・レッド』から左そ右う田だ伊織の大ファンだったの。最新作の『桜さくらダイヤモンド』もすごく面白かったわ」

　夜桜の口から出た自分の作品のタイトルが、伊織の意い識しきを覚かく醒せいさせた。

　もうアイドルのオーラに気け圧おされた男子高校生ではない。伊織は正面から夜桜の視線を受け止める。

「……へえ、それなら感想を教えてくれないかな。今後の参考にさせてもらいたいからね」

「そうね。まず『サウザウンド・レッド』はね──」

　それから伊織と夜桜はマンガの話で一気に盛り上がる。つい先ほどまで反目していたことが噓うそのようだ。

　楪葉は意気投合した様子の二人に笑みを浮かべた。彼女にとっては二人とも大切な友人だから、その二人が仲良くしてくれているのは嬉うれしいことだ。

　そもそも伊織と夜桜は、性格的に近いところがある。二人ともマンガが大好きだし、向上心が強くて努力家だ。ちょっと強引なところがあるのも一緒だし、もともと相性は良かったのだろう。

「──いや、恐れ入ったよ。正直いってアイドルだと思って舐なめていた。君がこれほどまでにマンガに精通していたとは」

「あはっ、あなたって正直ね。まあそういうの嫌いじゃないけど」

　ほら、やっぱり相性がいいのだ。会って数分ほどなのに、もうお互いに見つめ合って親密な空気を作りあげている。

　横にいる楪葉のことなど忘れたかのように……。

「……ゴホン」

　楪葉は大きく咳せき払ばらいした。

「ゴホン、ゴホン、ゴホンゴホンゴホンゴホンゴホン！」

　続けざまに咳払いした。伊織と夜桜の二人も、会話を止めて楪葉に視線を向ける。

「おい楪葉、大丈夫か？　異常なまでに咳をしていたようだが」

「そうよ楪葉。もしかして体調がよくなかったの？」

　心配そうな二人に、楪葉はすまし顔で答えた。

「……大丈夫です。それより早く食事にしましょう」

「ああ、そういえばそうね。私、楪葉に会えたのが嬉しくって、お腹なかぺこぺこだったの忘れてたわ」

　夜桜はそう言って笑いながら頭をコツンとした。リアルでやられるとムカつく仕草トップ３に入るそれすらも、彼女がやると様さまになっているし許せる。むしろ可愛かわいいし「いいぞもっとやれ」といった感じだった。

　夜よ桜ざくらがウエイターを呼び付ける。するとすぐに前菜から順番にフルコースが振る舞われる。三人は、運ばれてくる豪ごう華かなディナーに舌した鼓つづみを打っていった。

　伊い織おりは、服装はもうどうしようもないが、以前マンガのために勉強しておいたテーブルマナーの知ち識しきをフルに使い、その場を何とか乗り切った。ただ、初めて見る料理の見た目と味を、しっかり頭の中に記き録ろくすることを忘れない。マンガのために得た知識を現実に生かし、現実から得た知識をまたマンガに生かすのだ。

　食事の間、夜桜は楪ゆずり葉はに今日きようのステージの感想を求めた。楪葉から感動したことを聞かされるたびに、夜桜自身も感動した様子ではしゃいでいた。

　少女二人はすっかり盛り上がっている。向かいに並んで座り、仲なか睦むつまじい様子で喋しやべる二人を見ながら、伊織はしばらく口を挟まずに穏おだやかな表情をしていた。

　しかし、久しぶりの友人の再会に水を差したくないと思いながらも、折角こうして直接会えたのだ、東雲しののめ夜桜には色々と訊ききたいことがある。

「……ねえ、東雲さん」

　蚊か帳やの外だった伊織だが、食器を置き夜桜に話し掛けた。

　夜桜も伊織の方に向き直る。

「夜桜でいいわ。その代わり、あなたのことも伊織って呼ばせてね」

「あ、ああ」

　ウインクも様になっているのでドキリとする。さすがはアイドルといったところか。

「で、なに、伊織？」

「君は、どうして楪葉をライブに招待したんだい？」

「そりゃあ友達だからよ。小さい頃ころからのね。別に今日きようが特別ってわけじゃないわよ？　何度も呼んでいるんだけど、来てくれたのは今日が初めてね。小学生以来かしら？　楪葉とこうやってまともに会えたのは。ま、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろうとしてマンガを描いていたのだし、忙しくて仕方なかったんでしょうけど」

　楪葉は聞きながら、気まずそうに目線を下に向けている。

「どうやって彼女が杜若王子郎だと知ったんだい？」

「『タイム』の氷ひ室むろ小路こうじ編集長から聞いたわ」

　楪葉はむくれる。氷室小路が勝手に話したことに怒っているのだろう。

　それから楪葉は、夜桜に向かって頭を下げる。

「……ずっと隠していてすみませんでした」

「いいのよ。上から秘密にさせられてるんでしょ？　けど、嬉うれしかったわ。楪葉は小さい頃ころから漫まん画が家かになるのが夢だって言ってたし。しかも、私も大好きな【スタプリ】の作者だったなんて感かん激げきよ」

　夜桜は、本当に心の底から嬉しそうだった。親友の活かつ躍やくが知れて嬉しいのだ。ライブ終わりに夜よ桜ざくらの活かつ躍やくを喜んでいた楪ゆずり葉はを思い出させる。

「幼い時の夢を、お互いに果たせたわけだね」

　伊い織おりは納得したように頷うなずいて言うのだが、反面、夜桜は首を横に振った。

「いいえ、まだまだよ。少なくとも、私にはまだ叶かなえたい夢があるんだから」

「アイドルとしてまだ高みを目指しているってことかい？」

「それもあるけど──」

　夜桜はキリッとした表情を作る。

「私のもう一つの夢は、楪葉と一緒に漫まん画が家かになることよ。これからは、『タイム』で連れん載さいだって持つつもりなんだから」

　彼女によれば、今回の作品掲載は一時の話題作りのためでも、お遊びのためでもない。アイドル兼漫画家としての活動に、本格的に取り組んでいく最初のステップなのだという。

「そして、アイドルでも、漫画家でも、ナンバーワンになるのが私の最大の夢なの」

「漫画家でナンバーワンだと……？」

　伊織にとって、それは聞き捨てならない言葉だった。

　そして、さらに続く言葉もまた聞き捨てならないものだった。

「ねえ、楪葉。『ライン』なんてさっさと辞やめてうちに来なさいよ。『タイム』で私と一緒に連載を持ちましょうよ」

　目を丸くする伊織の方を見て、夜桜は続ける。

「伊織、あなたもよ。うちに来ればもっと輝ける。あんなところにいたんじゃ、折角のあなたの才能が腐ってしまうわ」

　カチンときた伊織は、テーブルを叩たたいた。

「ふざけるな……！　腐っているのはどう考えても『タイム』の方だろ。氷ひ室むろ小路こうじ編集長は、君のアイドルとしての知名度を利用しているだけだ。君のグラビアや、イベントの抽選券を付け、当のマンガの方は蔑ないがしろにして売り上げばかりに拘こだわっているんだからな。君の方こそ、そんなところで描いていてはダメだ。本当に漫画家で上を目指しているというのなら、正当な評価をしてくれる『ライン』にくるべきだぞ」

　夜桜は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた表情を見せるが、すぐに笑みを浮かべる。

「バカにしないでよ、伊織。私は利用なんてされていないわ。逆よ。私が『タイム』という場を利用しているの。漫画家でナンバーワンになるためにね」

「……どういうことだ？　編集や事務所に無理やりやらされているんじゃないのか？」

　伊織の脳裏によぎるのは、夜桜のグラビアや、イベントの抽選券の付いたこの間の『タイム』だ。夜桜のマンガ自体がおまけのようにも見える状態だった。漫画家がそんなことを自みずから望んでやっているとは思えないが。

「なにそれ？　もしかして、私が大人たちの勝手な都合に振り回されているとか思ってた？　そんなベタな悲劇のヒロインなんかやってないわよ」

「じゃあ、君の意思であんなことをやっているのか……？」

「そうよ。私の方から提案したの。この方が売れるでしょってね」

　さも当然のように言う夜よ桜ざくらを見ながら、伊い織おりは拳こぶしを震わせる。

「ふざけるなよ……。あんな売り方、マンガに対する冒ぼう瀆とくだとは思わないのか……？」

「なに言ってるの？　売れなければ、ましてや読まれなければ、それこそマンガが可か哀わい相そうじゃないの。本屋の端っこに放置されて誰だれの手にも取られない自分のマンガを見たい？　それに、漫まん画が家かはマンガを売るのが仕事じゃないの。売るために最善の工夫をする。当たり前の話よね？」

「違う！　売り上げなんてものは副次的なものに過ぎない！　面白いマンガを描いて、読者に喜んでもらうのが漫画家の仕事だ！」

　熱くなる伊織に対し、夜桜は冷たい視線を向ける。

「青いわね。ホント、青いわ。慈善事業じゃないのよ？　これは商売なの。ただ面白いものを描きたいだけっていうなら、同人でも描いてなさいよ。『マンガ』っていうのは『商品』なの。売ってなんぼなの。アイドルだってそうよ。『アイドル・東雲しののめ夜桜』という『商品』をみんなに提供するのがこの私の仕事よ」

　伊織は愕がく然ぜんとした。これが夜桜の本音だというのか。今日きようのライブで心震わされたことすら偽いつわりだったのかと思わされてしまう。

「それじゃあなに？　伊織は漫画家でナンバーワンを目指していないの？」

「目指しているに決まっているだろ！　この僕の夢は、日本一の漫画家になることなんだ！」

「ふーん。じゃあ、それって誰が、どう判断するの？　誰がどうやって日本一だって決めるの？　売り上げ以外にあるのかしら？」

「ッ!?　そ、それは……！」

　伊織が掲げていた目標としては、『ライン』で連れん載さいを始め、やがてマンガの単行本を出し、今一番売れている【スタプリ】の単行本の売り上げを超こすことだった。それを日本一という夢の到達点としていたのである。

「た、確かに売り上げが基準になるかもしれない！　しかし面白いからこそ評価され、売り上げに繫つながるだろ！　『面白さ』以外のおまけや、アイドルの名声といった『付加価値』で釣つるのは間違っているという話だ！」

「『面白さ』なんて、それこそ『付加価値』の一部に過ぎないわ。面白さを加味させて、売り上げを増しているのよ。マンガを売るために、マンガを面白くしているに過ぎない」

「違う！　マンガは面白さが全すべてだ！　あくまで売り上げはそれを判断する基準だ！　売り上げが先に来てはいけない！」

「……大体『面白さ』ってなに？　そんなの千差万別よ。スピードスケートは速さという絶対的な評価をつけられるけど、フィギュアスケートのような芸術性を競うものには絶対的な評価なんて存在しない。それと同じよね？」

「そんなことはない！　面白さとは絶対的なものだ！　面白いものが評価され、面白くないものは淘とう汰たされるんだ！」

「話にならないわね……」

　アイドル漫まん画が家か・東雲しののめ夜よ桜ざくらと、高校生漫画家・左そ右う田だ伊い織おり、二人の漫画家の意見がぶつかり合う。穏おだやかで楽しげな雰囲気だったディナーが、今や険悪なムードだ。

　マンガ好きで意気投合したはずの二人。しかし、マンガに対するスタンスの違い、僅わずかなズレで大きく反目し合っている。

　二人ともがマンガに対して強い信念を持っているからこそ、本気で意見をぶつけ合うのだ。

　伊織は楪ゆずり葉はに視線を移した。

「楪葉！　黙ってないで、君からも何か言ってやれ！」

　楪葉はさっきから何も言わず、伊織と夜桜の口論を聞いていた。

　夜桜の方も、楪葉に意見を仰あおぐようにして、視線を向ける。

　すると、楪葉はゆっくりと口を開き、

「……夜桜さんの意見は正しいと思います」

　ぽつりとそう言った。

「噓うそだろ!?　幼おさな馴な染じみだからか知らないが、遠慮をするなよ！　マンガにとって面白さこそが一番重要だって君も思うだろ!?」

「マンガを描くのにはそれぞれの理由があります。漫画家として日本一を目指す。それも一つ。そして、そのうえで行っている夜桜さんのやり方を、私は否定しません。マンガを売るためにあらゆる手段を試してみることは、決して悪いことではありません。それが企業努力というものです。食料品に美お味いしそうに見えるラベルを付ける。化粧品のＣＭに綺き麗れいな女じよ優ゆうを使う。この世に存在するあらゆる『商品』が、本質以外の『価値』を付けて売っているのですから」

　夜桜は伊織を見ながら「ほらね」と愉ゆ快かいそうに笑った。親友がフォローしてくれたことが嬉うれしいようだ。

　しかし。

「ですが、肯定もしません」

　続けて出た親友の言葉に、夜桜は目を見開く。

「もっと言えば、支持したくはありません」

「……え？　どういうこと、楪葉？」

「少なくとも、私にとって『面白いマンガを描くこと』がマンガを描く理由です。面白いマンガを描いて、それを多くの人の目に留めたい。ですから、純粋なマンガの面白さを蔑ないがしろにして、ただただ売り上げを伸ばそうとする『タイム』に移い籍せきするつもりは毛頭ありません」

「楪葉……！」

　伊い織おりは、感かん激げきのあまり言葉を漏もらした。

　ずっと楪ゆずり葉はの本音を聞き出せずにいたが、これでやっと思いが一つになった気分だった。

　彼女も同じだ。面白いマンガを描いて、多くの人にその面白さを共有して欲しい。売り上げは二の次。だから『タイム』ではなく『ライン』で描き続けたい。

「……でも、多くの人に読んでもらいたいのなら、売り上げは必要よね……？」

「ええ、そうでしょうね。売れないことには、マンガを読んでもらうことすら出来ないですし、評価もしてもらえない。ですが、今の夜よ桜ざくらさんのやり方は、間違っていると思いますよ。この間の『タイム』。ファンたちが買っているのはあなたの『マンガ』でなく、『東雲しののめ夜桜』そのものなのですからね。言ってしまえば、マンガのおまけではなく、マンガがおまけになってしまっています。そんな場所で、私は自分のマンガを載のせたくないです」

　楪葉の冷ややかな目を見て、夜桜は悲しげな顔で俯うつむく。

　顔を伏せたまま、夜桜は諦あきらめたようなため息をついた。

「そう……。戦わないでこっちに来てくれたら、なんて淡い期待だったようね……」

　夜桜は顔を上げた。それは、ライブの時にも見せなかった、闘とう志しある決意の表情だった。

　さっきまで親友に向けていた穏おだやかなものではなく、またアイドルとしてファンたちに見せる顔でもなかった。

　漫まん画が家かとしての──杜もり若わか王おう子じ郎ろうに立ちはだかる『敵』としての顔だった。

「勝負よ、楪葉。あなたを倒して私のやり方が正しいことを証明してあげる。そしてあなたを必ず『タイム』に引き込んでやる」

「……望むところです。友人としてではなく、漫画家としてあなたと向き合いましょう」

　楪葉と、夜桜。

　天才漫画家・杜若王子郎と、アイドル漫画家・東雲夜桜。

　はっきりと二人の戦いが始まったことを告げる瞬しゆん間かんだった。

「私には１００万人を超こえるファンがいるわ。杜若王子郎の新作にも私は絶対に負けない」

　そう言いながら、夜桜はテーブルから立ち上がった。

「今日きようはお開きにしましょうか。……折角再会出来たのに、これ以上言い争いなんてしたくないしね。この戦いが終わったら、またゆっくりとお喋しやべりしましょう。同じ『タイム』の漫画家としてね」

　ウエイターに帰る旨むねを告げ、夜桜はその場を去ろうとする。

「ちょっと待てよ！」

　その夜桜を呼び止めたのは伊織だ。

　彼は勢いよく席から立ち上がると、何事かと立ち止まっている夜桜に歩み寄った。

　場の空気がぴんと張りつめる。伊織も夜桜も二人とも睨にらみ合あったまま口を開かない。楪葉もまた、傍はたから黙って事の成り行きを見守ることしか出来ない。

「……夜よ桜ざくら、君に頼みがある」

　しばらくして、伊い織おりはもう一度口を開く。

　そして、絞り出すような声で続けて言った。

「これに……。これに……。サインしてくれないか？」

　伊織が手にしているのは、ライブ終わりに購入した夜桜の新曲ＣＤである。

　今度は先ほどまでとは違う意味で場の空気が固まる。楪ゆずり葉はも夜桜もこう思っていたのだ。

　え？　それ、今やること？

「へ、へえ、私のＣＤ買ってくれたんだ……。で、それに私のサインが欲しいの？」

「……そうだ」

　伊織が小さく頷うなずくと、夜桜が呆あきれたように苦笑いを浮かべた。

　当然の反応だろう。今しがた喧けん嘩か別れしたような空気だったのだ。少なくとも吞のん気きにサインを求めるような状況ではない。それは伊織だって分かっている。

　しかし、欲しいのだから仕方ない。元々ファンである妹のためという思いもあるが、自分自身、アイドル・東雲しののめ夜桜にばっちりハートキャッチされてしまったのだから。

　このまま断られてしまうかと伊織が諦あきらめかけていると、夜桜がひったくるようにしてＣＤを伊織から受け取った。

「……ペンは？」

　伊織が慌あわててサインペンを手渡すと、夜桜はさらさらとＣＤジャケットに流りゆう麗れいなサインを書いていく。

「どうぞ。これからも応援よろしくお願いしますね」

　営業的な台詞せりふと共に返されたＣＤを受け取ると、伊織は気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように早口で言った。

「ふ、ふん。今は素直に礼を言っておこう……。だが勘違いするなよ！　僕はアイドルとしての東雲夜桜は認めているが、漫まん画が家かとしての君は認めていないからな！」

　ほとんど負け惜しみのような言い分に、夜桜は何も言い返してはこなかった。ただ冷たい目で伊織を見つめてくるだけ。

　その冷たい視線に悦よろこびを見出すほどレベルの高くない伊織は、見事にプライドを傷つけられていた。サインをもらったことも忘れて、感情のままに口を動かす。

「だ、大体、楪葉のことを大事な友達だと思っているのなら、どうして彼女に敵対するようなことをするんだ！　それで友達のつもりかよ！」

　吐き捨てるように発した伊織の言葉が、冷ややかだった夜桜の表情を一変させる。

「……ええ、友達よ。私は楪葉のことを想おもっている。あなたなんかよりもずっとね」

　夜桜の視線は刺すように鋭く、思わず伊織は気け圧おされた。

「私が楪葉に敵対している？　いいえ、それは違うわ。私の敵は杜もり若わか王おう子じ郎ろうだけよ」

　その瞳ひとみに燃えるような敵意を宿して、夜よ桜ざくらは杜もり若わか王おう子じ郎ろうの名を発した。

「は？　何を言っているんだ？　楪ゆずり葉はと杜若王子郎が同一人物だと、君だって知っているんだろ？　だったら──」

　伊い織おりの戸惑う言葉を遮るようにして、夜桜は深いため息をついた。

「……結局、あなたもそうなのね。楪葉と杜若王子郎を同一視して、楪葉に杜若王子郎でいることを強制している。あなたは私のことを『漫まん画が家か』として認めていないと言っていたけど、だったら私はあなたのことを楪葉の『友達』として認めないわ。楪葉の隣となりにあなたは相応ふさわしくない」

　夜桜は伊織のことを冷たく見据えると、それから打って変わった慈いつくしむような視線を楪葉に向けた。

「ねえ楪葉。これだけは言わせて。今の楪葉は私と同じよ。私と同じで、マンガの面白さだけで戦っているわけじゃないんだから」

　楪葉は困惑して口を閉ざす。

「あなたのマンガが売れているのは、面白いからってだけじゃないんだからね」

「……はあ？　どこがだ！　楪葉はあくまで面白いマンガで勝負しているじゃないか！　君とは違う！」

　代わりに伊織が、激はげしく反論した。

　何を言っているのか理解出来ない。

　杜若王子郎が『ライン』で掲けい載さいしているのは【スタプリ】のみ。グラビアはもちろん、イベントの抽選券のようなおまけだって付けていない。【スタプリ】の面白さだけで戦っているではないか。

　二人の疑問に答えるため、夜桜はこう告げた。

「──だって『杜若王子郎』の名を使っているじゃない」

「!?」

　楪葉は大きく目を見開く。

　今の一言で、夜桜が何を言わんとしているか察したのだ。

「【スタプリ】が売れているのは、作者が『杜若王子郎』だからこそじゃないの？　私のマンガではなく『東雲しののめ夜桜』を求める人たちによって買われているのと同じじゃないの？　『杜若王子郎』の名が求められているから買われているんじゃないの？」

「バカなことを言うな！　そんなことはない！　面白いから売れているんだよ！　僕はたとえ、杜若王子郎が作者でなくても【スタプリ】を好きになっていたし、『ライン』や【スタプリ】の単行本を買い続けていたさ！」

　伊織は声を荒げながら、今日きよう一番の怒りの表情を浮かべていた。

「どうかしらね。仮に伊織がそうだったとしても、『杜若王子郎』の名前で買っている人も多いんじゃないかしら？　それってアイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらという『付加価値』によって売り込んでいる私と、なにか違いがあるのかしら？」

　咄とつ嗟さに反論の言葉が思いつかず、伊い織おりは楪ゆずり葉はを見た。

　その可能性が０とは主張出来なかったのだ。

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうの今まで積み上げてきた実績。それが評価され、過去のファンたちによって売り上げが嵩かさ上あげされていると言えなくはない。

　いわゆる『杜若王子郎』という『ブランド力』によるところだ。

　楪葉はやはり何も言い返そうとはしなかった。ただ真顔で『親友』を見つめている。

「……楪葉。あなたは『ライン』にいいように使われてるのよ。『杜若王子郎』の名前を利用されているに過ぎない。『ライン』なんかにいてはダメ。私は杜若王子郎を超こえる。そうすれば、嫌でも移い籍せきすることになる。そうやって私があなたを助けてあげるわ。氷ひ室むろ小路こうじ編集長に頼んであげるわよ。『タイム』に来れば、『杜若楪葉』として描かせてもらえるようにね」

「杜若楪葉として……？」

「ええ、そうよ。それが楪葉にとって幸せだと思うから。『杜若王子郎』という肩書きはあなたには必要ない。私が楪葉の味方として、杜若王子郎をぶっ潰つぶす」

　最後にそう言い残して、東雲夜桜は伊織たちの前から姿を消した。
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　ホテルを発たち、伊織と楪葉の二人は、トボトボと帰路を歩いた。

　その間、会話はほとんどなかった。お互いに夜桜の顔と言葉を思い出しているのだろう。

「伊織くん。送っていただいてありがとうございました」

「気にするな。これくらい当然だよ」

　もう暗い時間なので、伊織は楪葉を杜若邸の前まで送ったのだ。街がい灯とうの薄明りに浮かぶ大きな洋館は不気味に見える。

「……圧倒的なパフォーマンスでしたね」

　屋敷の門をくぐる前に、楪葉は呟つぶやいた。

　夜桜のステージ。その総評を語ったのだ。

「ああ、そうだね。アイドルとしては間違いなくトップレベルだ」

『あくまでアイドルとしては』と含みを持たせて、伊織は言葉を返した。

「そうですね。ですが、少なくともあの場にいた全員が、彼女のために『タイム』を購入するでしょう。それが彼女の持つ『力』なのですよ」

　そこは否定出来ない。

　以前、左そ右う田だ伊織と、高こう良ら翔しよう太た郎ろうが対決した時とはまるで違う。面白さを判定してもらうのではなく、売り上げの競い合いなのだ。そうなると、購入者に特典を付ける作戦はどう考えても効果的だ。

　そして、やり方はどうあれ、東雲しののめ夜よ桜ざくらは本気で漫まん画が家かでもトップを狙ねらっている。一時の遊びや、話題作りのためではなかった。

　さらにだ。夜桜は、二つの目的を持って勝負に挑んでくる。

　一つ目は、現在ナンバーワンともいえる杜もり若わか王おう子じ郎ろうを超こえること。

　二つ目は、楪葉を『ライン』から移い籍せきさせること。

　漫画家としてトップに立ち、友人を自分と同じ『タイム』に引き込む。

　明確な勝負への目的を持っている。前回よりも一層に本腰を入れてくるに違いない。間違いなく、かつてない強敵となろう。

「もしかしたら、杜若王子郎が敗北する時が来たのかもしれませんね」

　──楪ゆずり葉はがそんな言葉を漏もらしたのは、そういう考えからであろう。

　だが、伊い織おりとしては、彼女の口からは絶対に聞きたくない台詞せりふだった。

　憧あこがれであり、最大のライバル杜若王子郎。それを超えることは伊織の長年の夢なのだ。ぽっと出のアイドル漫画家などという存在に負けることなど耐えられない。

　だから、真剣な表情でこう言い返してやった。

「忘れるな。君を倒すのはこの僕だ」

　楪葉は一いつ瞬しゆん、ぽかんとした顔になったが、すぐに薄笑いを浮かべた。

「……うわー、何を言い出すかと思えば……。伊織くん、なかなかにベタな台詞を言ってくれますねえ……」

「…………」

「でも、それ言った人って、マンガだと大体勝てないですよね？　いわゆる負けフラグですよね？」

「茶化すな！　僕は真剣なんだ！　あいつのやっていることはマンガへの冒ぼう瀆とくだ！　純粋な読者のことをなにも考えていない！　君が負けるようなら、こんな世界は間違っている！」

　伊織は熱っぽく言った。

　楪葉は、茶化した感じに言ったことを申し訳なく思いながら、はっきりと答えた。

「──伊織くん、勘違いしないで下さい。私は負ける気なんてありませんよ」

　その瞬間、楪葉の放つ空気が変わった気がした。

　これは、彼女がたまに見せる顔だ。

　かつて伊織が、杜若王子郎を超えることに拘こだわり過すぎてスランプに陥おちいった時。恋愛マンガ制作に悩み糸いと屑くずほたるに気持ちを揺さぶられた時。

　楪葉はいつだってこの顔を見せて、伊織のことを導いてくれた。

　楪葉は、天才漫画家・杜若王子郎としての表情に切り替わったのだ。

「私は──杜もり若わか王おう子じ郎ろうは絶対に負けません。レストランでも言いましたが、夜よ桜ざくらさんの売り上げのために工夫する姿勢。それを私は否定しません。ですが、読者たちが本当に求めているのは面白いマンガです。それを描きさえすれば、最高に面白い１本を生みさえすれば、夜桜さんや『タイム』に負けることなんてありませんよ」

　その言葉は聞いて、伊い織おりの心が昂たかぶる。

「……そうか、安心したよ。夜桜の言葉に惑わされたのかと思って心配していたんだ」

　夜桜の去さり際ぎわの言葉。「売り上げのために杜若王子郎の名前を利用している」という指摘。楪ゆずり葉ははなにも言い返すことが出来ずにいた。

　しかし楪葉は、とんでもないと首を横に振る。

「ええ、私は大丈夫ですよ。そういう考え方もあるのかと、ちょっと驚おどろいただけです。私自身、杜若王子郎を売り上げに利用しようなんて思ったことはありません。久しぶりの新作ですからね。少々緊きん張ちようこそすれど、最高に面白い作品を描くことをお約束しましょう。あなたにも杜若王子郎の最高のマンガをお見せします」

　伊織はその言葉が嬉うれしかった。

　もちろん【スタプリ】だって大好きだし、毎話楽しみにしている。

　それと同じように、杜若王子郎が久しぶりに描く新作だって待ち望んでいるに決まっている。

　どこまで行っても伊織は杜若王子郎のファンなのだから。

「伊織くんも頑張って下さいね」

「ああ。既すでに連れん載さいに向けて新作を描いているよ。今度こそ編集長の首を縦たてに動かしてやるさ。そして、その作品で君に勝ってやる。……面白さでね」

「ええ。楽しみにしています」

　楪葉は微笑ほほえみかけ、そのまま門をくぐり屋敷の中へと歩いていった。

　楪葉が屋敷に入るのを見送ったあと、あの様子なら大丈夫だなと伊織もまた微笑んだ。

「っ!?」

　その時だ。

　伊織は背後から迫る足音に気づいた。

　恐る恐る振り返るとそこにいたのは、メイド姿の美しい女性──。

「──本日はありがとうございました」

　家政婦の天あま宮みやである。

「左そ右う田だ様。お嬢じよう様さまにお付き合いいただき、感かん謝しやいたします」

　伊織に向けて深々と頭を下げてきた。メイドの鑑かがみとでもいうべき完かん璧ぺきなお辞じ儀ぎだった。

「ああいえ、とんでもないです」

　伊織は手を横に振ってそう言いながら、天宮に不審の目を送る。

「……えっと、天宮さん、いつからそこに？」

「ずっと、でございます。ずっとお近くでお二人のことを見守っていましたよ」

『ずっと』とは、今日きよう一日という意味だろうか。全まつたく気配を感じなかったし、さすがに冗談だろうと思いながらも、伊い織おりは天あま宮みやに続けて言った。

「それにしても、天宮さんには驚おどろかされましたよ。今け朝さ、いきなり僕の家に来て、楪ゆずり葉はと一緒にライブに行ってくれ、だなんて。それに、いくらおもちゃとはいえ、物ぶつ騒そうにも銃じゆう口こうを突きつけられて、あんな激はげしい剣幕で言われたら断りようもないですよ」

　今朝、玄関を開けたらいきなり黒光りする拳けん銃じゆうを持ったメイドに迫られた時は、心しん臓ぞうが止まるかと思ったものだ。

「──おもちゃとは限りませんが……」

「え？　天宮さん、今なにか言いましたか？」

「いえ、なんでもありません。……本当に申し訳ありませんでした。どうしても断っていただきたくなかったものですから、ついつい必死になってしまいまして。私の何よりの幸せは、楪葉お嬢じよう様さまの幸せなのです。私がご一緒するより、左そ右う田だ様とのお出掛けの方が、楪葉お嬢様は絶対にお喜びなさると思いまして、懸けん命めいにお誘いした次第なのでございます」

「は、はあ……。けど、僕より、霧生きりゆうさんの方が良かったんじゃないですか？　あいつ、僕より霧生さんとの方が仲いいですし」

「霧生萌もえ黄ぎ様ですか……。もちろん、霧生様でもよろしかったのですが、あの方の先を超こす意味でも、是非、左右田様とが……」

　天宮は咄とつ嗟さにわざとらしい咳せき払ばらいをする。

「なんでもございません。お気になさらずに」

　伊織は意味が分からず首を傾かしげた。

「──なにせ『マンガの神様』を恐れるようになったお嬢様をお救いになったのは、他でもない左右田様ですからね。今日、東雲しののめ様とお会い出来たのも、あなたが一緒にいて下さったからに違いありません。以前のお嬢様なら、東雲様と食事の席をご一緒することも、少しの会話をすることすら躊ちゆう躇ちよしていたことでしょう」

　伊織は、今の天宮の言葉で、完かん璧ぺきに確信が出来た。

「……やはりそうなんですね。あいつが夜よ桜ざくらと会わなくなったのは、杜もり若わか王おう子じ郎ろうになって忙しかったからなんかじゃない。親友の彼女を『マンガの神様』に巻き込まないためだったんだ」

　天宮は神妙に頷うなずく。

「私がこの屋敷に仕えるようになったのは、お嬢様が杜若王子郎を継がれた直後。東雲様とはそれ以前からのご友人のようです。ですが、左右田様もご存知の通り、お嬢様はお父様が亡くなられてから、親しい人間との交友を避けるようになった」

　楪葉の周りではマンガのようなことが頻ひん繁ぱんに起こる。このことを『マンガの神様』という超常的なものが憑ついているからだと楪葉自身は捉とらえている。

　楪ゆずり葉はの父親である先代杜もり若わか王おう子じ郎ろうは、車から子どもを庇かばって亡くなった。まるでマンガのようなシチュエーションだし、このことも『マンガの神様』の仕し業わざだと楪葉は考えたのだ。

　それ以来、楪葉は親しい友人を作らないようにしてきた。友達をマンガのような出来事で傷つけたくないし、親しい人を失う悲しみを二度と味わいたくなかったからだ。

　そんな楪葉が、伊い織おりとの出会いを通して、もう一度友達との思い出作りに励むようになったのは、つい最近のことである。あの日、屋敷の客間で伊織が楪葉に熱く訴えかける場面を、天あま宮みやは密ひそかに外で聞いていたのだろう。

　夜よ桜ざくらのライブに今までずっと行かなかったのも、『マンガの神様』のせいで彼女のステージを台だい無なしにしたくなったからだ。そして今日きよう、『マンガの神様』に対する恐怖を乗り越え、親友の夜桜の晴れ舞台を見守ることが叶かなった。編集部で再会した時は、気まずさから隠れてしまったが、今回のこの機会にきちんと向き合うことが出来た。

「……しかし『マンガの神様』は、お嬢じよう様さまにまた試練をお与えになったようですね。折角再会出来たというのに、このようなかたちでお二人の仲を引き裂こうとするなんて」

　──親友が敵となって現れる。

『マンガの神様』がもたらした、マンガのような展開といえるだろう。

「心配いりませんよ、天宮さん」

　曇くもり顔がおの天宮の不安を吹き飛ばすようにして、伊織は力強く言った。

「もしもこれが本当に『マンガの神様』の仕業なのだとしたら、あいつは何とかしますよ」

「え？」

「マンガなら、その親友を倒し、目を覚まさせるのがこの手の展開のお約束ですからね」

　伊織はニヤリと笑う。

「僕はあいつと、あいつのマンガの凄すごさを信じていますから」

　伊織の表情からは、杜若王子郎に対する絶対的信頼を感じられる。

「…………」

　しかし天宮は、どこか不安げな表情でそれを見ていた。

　俯うつむき、何かを思案し、やがて伊織に決意を持った表情を向けた。

「左そ右う田だ様にお願いがあります」

「え？　お願い？」

「────」




　天宮は告げた──。
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　眩まぶしい陽ひ射ざし。肌に沁しみる潮しお風かぜ。

　頭上には晴れ空が広がり、四方は海に囲まれている。

　この身体からだが揺れる感覚は、陸上では味わえないものだ。夏休みも後半に差し掛かった今日きようこの日、左そ右う田だ伊い織おりは海を行くフェリーのデッキ上にいた。

　その船の中には、すっかり顔なじみになった漫まん研けんのメンバーも全員揃そろっている。

　彼らがフェリーに乗って向かうのは、本州から離れた南の島だ。

「おいっ～す！」

　デッキ上の椅い子すに腰掛けてスケッチブックを手にする伊織に、漫研部員の一人、丸まる山やまが声を掛けてきた。

　丸山はアロハシャツを着ており、南の島に向けて準備万端といった風だ。

「さっきから一人で何やってんだ、伊織？」

　伊織のスケッチブックを覗のぞき込こみ、丸山は尋たずねる。そこには、空、海、船の設備など、ここから目に入るものが細々と描き並べられていた。

「ん？　何って見れば分かるだろ？　マンガの参考のためにスケッチを取っているんだよ。船底に打ち付けられる波しぶきの感じとか、直じかに見ることなんてそうないからね」

「かァー、相変わらず仕事熱心なこって！」

　高校生兼漫まん画が家かの伊織は、プロとしてと、部活としてと、二つのマンガ制作を平行している。なので少しでも時間やチャンスを見つければ、こうやってマンガのための経験値を貯めようとするのである。

「熱心なのもいいけどよ、もう少し肩の力抜けって。一応、漫研の『合宿』って名目だけど、実質バカンスみたいなもんなんだからよ。折角だから頭空っぽにして、とことん楽しもうぜ」

　そう、丸山の言う通り、伊織たち漫研メンバーは、夏休みを利用した部活の合宿へと向かっているところなのだ。全員の予定が上う手まく合い、おまけに天気予報によればずっと快晴。文句の言いようがない旅りよ行こう日和びよりである。

　目的地の南の島は、本州から遠く離れた無人島を拓ひらいた高級リゾート地である。海水浴のベストスポットということで、パンフレットにも紹介されている。空港などはないので、唯一の交通手段がこの定期船だった。

「なあなあ、伊織よぉ。やっぱなにより、女子の水着姿、むっちゃ楽しみだよなぁ～」

　丸山は、ニヤニヤと嫌らしく笑いながら、伊織に言う。

「うん、確かに水着は楽しみだね」

「おお！　お前もようやく素直になったか！」

　丸まる山やまは嬉うれしそうに「同志よ！」と肩を組んでくる。

「だって、学校の水泳の時間じゃスクール水着しか見られないからね。それはそれで参考になるが、バリエーションを出せない。僕も家族や友人と海やプールに行ったりはするが、年とし頃ごろの女性の水着姿は周りの目もあるし、あまりジロジロ見られるもんじゃない。だが、身内ならある程度許してくれるだろうし、マンガのいい参考になりそうだよ」

「…………ああ、そう」

　丸山は改めて伊い織おりがマンガバカなことを思い知らされた。どんな場面でもこいつは、あらゆることを創作の肥やしにしようとしてしまうのだ、と。

「そういえば、磯いそ辺べは？」

　今いるデッキの見える範囲に、もう一人の男子メンバー・磯辺の姿がなかったので、伊織は気になって丸山に尋たずねた。

「ああ、磯辺なら、ミモリンのお守りだよ。どうもミモリン船に弱いらしくてよお、気分が悪いんだってさ」

　ミモリンとは、漫まん研けんの顧こ問もん・古ふる町まちみもり先生のことだ。名目は部活の合宿なので、その引率として彼女も同行しているのである。

　丸山のあとに付いて行ってみると、甲板上の通路で、磯辺がみもりの背中をさすっているのが見えた。

「ミモリン、大丈夫～？」

「……い、磯辺……、おろろろろろろろろろろ！　……こ、これが……、おろろろろろろろろろろろ！　……大丈夫に見え……、おろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ！」

　どうやらみもりは、本当に船酔いしているらしい。体育教師でタフなイメージが強かっただけに、思わぬ弱点である。

　それを遠目で見る伊織の隣となりで、丸山が苦笑いしながら頭を押さえている。

「はあ……。ミモリン、祭りでは酒に酔い、今回は船に酔いってか……」

　夏の花火大会に部員たちが皆で参加した時にみもりも同伴していたのだが、引率ということも忘れ、みもりがお酒に溺おぼれて部員に介抱される場面があった。あの時といい、なんとも頼りにならない顧問である。

　みもりは磯辺に任せてそっとしておくことにして、伊織と丸山は反対方向へと歩いた。

「お!?　女子はっけ～ん！」

　そう言いながら丸山が指差した先に、伊織も注目する。

　すると、甲板で潮しお風かぜに髪かみをなびかせる、二人の少女の姿を見た。

「やっぱ美少女は絵になるよなあ……」

　少女たちを見ながら、丸まる山やまはしみじみと言った。

　確かにそのとおりだと思いながらも、伊い織おりは本当に彼女たちを絵にしていたりする。先ほどのスケッチブックの別ページに二人の絵を描いて残しているのだが、丸山に覗のぞかれていたら色々言われていただろうなと冷や汗ものだ。

　霧生きりゆう萌もえ黄ぎと、杜もり若わか楪ゆずり葉は。甲板の柵さくから一緒に身を乗り出して海を見ている美少女たちは、漫まん研けんの女子メンバーである。

「見てみて、ゆずちゃん！　カモメさんだよ！」

　萌黄の快活な声が船上に響ひびき渡わたる。子どものようにはしゃいでおり、船旅を十分に満まん喫きつしているようだ。

　丸山はそんな様子を見ながら、満足げに「うんうん」と頷うなずいている。

「いやあしかし、改めてゆずっちには感かん謝しやしないといけねーよな。ゆずっちがいなけりゃよ、オレたちだけでこんな旅行なんて出来なかったろうしな」

　丸山の言うとおりだった。

　楪葉がいなければ、漫研メンバーたちは今こうして、全員揃そろってこの船の上で潮しお風かぜに当たっていることはなかっただろう。

　当の楪葉は、萌黄と一緒になって温かい笑顔を浮かべていた。

「…………」

　しばらく伊織は、複雑な表情でそれを眺めながら、ここに至る経緯を思い出した。




　　　　[image: ]




『合宿』へと向かう数日前のことだ。漫研部員たちは学校の部室に集まっていた。

　夏休みの真っただ中だが、漫研の部室は開放しており、結構な頻度で皆がやって来る。他の部活のように、夏休みでもこうやって学校で活動をしているのだ。

　現在行っているのは、文化祭での発表に向けてのマンガ制作である。

　部長の萌黄に至っては、午前中の早い時間から丸一日部室にべったりなこともある。夏休みが明ければ間もなく文化祭がやってくる。その準備のために人一番熱心なのだ。

　楪葉は、部室の机に向かっていた。真剣な表情で紙にペンを走らせている。

　彼女の周りでは、他の漫研部員たちがその作業を見守っていた。

　隣となりには萌黄。机を挟んで向かいには、伊織、磯いそ辺べ、丸山の男子メンバーが並んで座っている。

「いよいよって感じだね！」

　萌黄は、楪葉の作業を横から見ながら、さっきからウキウキ顔である。

　何な故ぜなら、ついに文化祭用のマンガのストーリーが決まり、そのキャラクターのデザインを、楪葉が絵にしてくれているからである。

「──出来ました」

　楪ゆずり葉ははペンを置き、仕上がりを全員に見えるようにする。

　紙上にキャラクターの全身とバストアップがしっかりと描き込まれていた。

「すごい……！　これが私たちのマンガの主人公なんだね……！」

　それを見て萌もえ黄ぎは感慨深い様子だった。

　そこにいるのは、仲間たちみんなで創り出したキャラクターなのだ。

　一度【学園戦国ミネルヴァ】を描き上げたことがあるので、マンガの制作自体が初めてというわけではないが、あの時、楪葉はいなかった。いわばこれが、漫まん研けん全員での作品・第一号ということになる。だから、萌黄の喜びも一ひと入しおなのである。

「これで良かったですか？」

　楪葉は、遠慮がちに萌黄に尋たずねる。

「うん！　もちろん、バッチリだよ！」

　楪葉が作画してみせたが、キャラデザ自体は全員で考えたものであり、最終的な決定は、部長の萌黄に一任することになっていた。今回の場合以外でも基本的に部内で意見が割れた時は、萌黄の意見が最さい優ゆう先せんされるのだが、そんなの関係なく楪葉の仕事は全会一致の完成度だった。みんながイメージしたとおりそのままのキャラクターが仕上がったのだ。

　それを見ながら伊い織おりは「さすがとしか言いようがないな」と感心した。伊織がデザインを描いても良かったのだが、より完成度を上げるならやはり彼女に任せるべきだと思ったし、折角の部活の作品初参加ということもあり、重要なこの仕事を譲ゆずったのだ。

　現在、漫研が文化祭用に制作しているのは、森で暮らす獣じゆう人じんたちの交流と戦いを描いたマンガだ。ウサギの少年とオオカミの少女の恋模様を軸に展開されるストーリーである。

　楪葉がたった今描き上げたのは、主人公のウサギの少年・ラビだ。ウサミミで女の子のようにも見えるし、一見頼りなさげな印象の男の子に思える。しかし、これは物語の中でラビの成長を見せるためのフリであり、最後は男らしい姿を見せてくれるのだ。

　大きな筋書としては、少年・ラビの王道的な成せい長ちよう譚たんである。動物の擬人化による可愛かわいらしいキャラと恋愛シーンで女子のハートを摑つかみつつ、質の高いバトル描写で男子や目の肥えたマンガ読みの期待にも応こたえる。そういう狙ねらいのマンガだ。

「つか、ゆずっち！　これもうプロになったほうがいいぜ！　マジでうますぎ！」

　部員の一人、丸まる山やまが分かりやすくテンションを上げている。楪葉の画力の高さを改めて思い知らされたからだ。

「だよね～。この才能を腐らせちゃうのはもったいないよね～。もしも杜もり若わかさんがデビューしたら絶対マンガ買うよ～」

　同じく部員の磯いそ辺べも、感心した様子で言う。

　二人が称賛するのも無理はない。目の前にあるのがプロのものと見み紛まがうほどの絵なのだから。

「なあ！　伊織もそう思うよな!?　ゆずっちならプロでもやってけるってよ！」

「ん？　う、うん。そうだね」

　──いや、そもそもこれはプロの絵そのものなのである。

　楪ゆずり葉はが『週刊少年ライン』で連れん載さい中の漫まん画が家か・杜もり若わか王おう子じ郎ろうだということを知っているのは部活内では伊い織おりだけだ。高校の部活だろうと関係なく、楪葉はいつだって『杜若王子郎の絵』そのままで描いてしまうのだから、秘密を共有する伊織としてはいつもヒヤッとしている。

　とはいえ、杜若王子郎という漫画家が継承されていることすら誰だれも知らないので、デビュー35年を超こえる漫画家の正体が女子高生の楪葉だとはまずバレることがないのだが。

「にしても、絵がめちゃくちゃ上う手まい杜若さんに加えて、現役作家の伊織も協力してくれるしさ～、こりゃめちゃくちゃいいマンガが描けちゃいそうだよね～」

　磯いそ辺べのその言葉に、萌もえ黄ぎは満面のスマイルで頷うなずく。

「うん！　完成が今から楽しみだよ！」

　伊織と楪葉を作画のメインに据えて、萌黄たち他のメンバーはそのアシスタントを務める。そういう制作工程の算段である。

　そして、ストーリーはもう完全に出来上がっている。マンガとしての設計図──ネームもだ。

　ネームの方は、拙つたないながらも萌黄がメインで作り上げた。コマ運びなど技術的なものを要求される部分や、細かい演出面は後から伊織が整えたかたちになる。磯辺や丸まる山やまの意見も取り入れた。楪葉のアドバイスも参考にした。

　正しく漫研全員で創りあげるマンガとなるわけだ。

　それにしても、萌黄たちは気づいているのだろうか。前回描き上げた【学園戦国ミネルヴァ】もかなりのものだったが、これはそれ以上であろう。

　──高校の部活レベルを遥はるかに超えるマンガが出来ようとしているのだ。

「ゆずちゃん、完成が楽しみだね！」

「ええ、そうですね」

　楪葉は柔らかい笑みで応える。

　もしかしたら、このマンガの完成を誰よりも楽しみにしているのは楪葉かもしれない。漫研の一員として、仲間たちと創りあげる初めてのマンガなのだから、きっとそうだろう。

　それに、ずっと孤独だった楪葉にとって、この作品は『救い』のシンボルとも言える。長らく親しい人との交流を避けてきた彼女は、友人たちと一つのものを作ることなどなかったはずだからだ。

　たった今、楪葉の周りで、皆が温かい笑顔を浮かべている。

　数ヶ月前までの楪葉には考えられない状況だ。

　順調だ。あまりに順調にことが進んでいる。

「…………」

　だというのに、伊織だけは楪葉に厳きびしい視線をぶつけていた。

　一人の少女『楪ゆずり葉は』としては、順調に青春を謳おう歌かしている。それ自体は伊い織おりとしても喜ばしいことではある。

　だが、忘れてはならない。

　彼女は『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』でもあるのだ。

　あのライブの日の出来事を思い出す。




　──アイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらとのマンガ勝負。

『面白さ至上主義』ＶＳ『売り上げ至上主義』。




　あの日、目まの当あたりにした、夜桜の『力』と『信念』。やり方はどうあれ、彼女は漫まん画が家かで本気でトップを目指す『意思』と、それに見合った『能力』を持ち合わせていた。

　そんな彼女を擁ようする、売り上げ至上主義の『タイム』を超こえるマンガを描くというのは、あの杜若王子郎といえども、相応のプレッシャーを感じているはずだ。

　しかもだ。楪葉にとって、夜桜は親友と呼べる存在だった。

　まだ親しい人との交流を避ける前に出来た友達。お互いに夢を語り合うような関係。

　そんな親友とようやく再会出来たのに、袂たもとを分かつような状況になってしまった。

　仲の良い友人と戦わなければならないという事実に、モチベーションも下がっているのではないだろうか。

　心配した伊織は、萌もえ黄ぎたちに気づかれないよう、部活に来ている暇ひまがあるのか尋たずねてみたのだが、楪葉は「大丈夫です」と笑顔で答えていた。

　彼女がそう言うなら、信じることしか伊織には出来ない。杜若王子郎のマンガに口出しをしようとは思わなかったし、実際に完成品を読む瞬しゆん間かんを待つことしか出来ないのだ。

　果たして楪葉は、どんなマンガで夜桜や『タイム』と勝負するつもりなのだろうか。




　その日の学校からの帰り。

　伊織、楪葉、萌黄の三人は、商しよう店てん街がいの方に来ていた。

　マンガの画材購入に、萌黄が伊織と楪葉の二人を誘ったのだ。絵の上う手まい二人に、どんなペンや道具を使ったらいいか、萌黄はアドバイスを貰もらおうとしているらしい。

　やって来たのは品しな揃ぞろえ豊富な文房具店だ。児童用のキャラノートや、年代ものの万年筆、あらゆるジャンルの文房具が並べられている。

　萌黄の興きよう味みはもちろんマンガ制作のための画材コーナーだ。マンガに使うスクリーントーンも軒並み揃っている。

「う～ん、目移りしちゃうなあ……。私、あっちの方も見てくるね」

　萌黄が奥の方に行ったのを見届けたあと、伊織は楪葉にそっと耳打ちした。

「なあ、楪ゆずり葉は。本当に大丈夫なのか？」

「……何のことですか？」

「勝負のマンガだよ。それに、夜よ桜ざくらとのことだ。色んなことが重なって重圧になっているんじゃないかと思ってさ」

「言いましたよね？　心配無用ですよ」

「……本当か？　ならいいんだが。……もしも手一杯なら、霧生きりゆうさんや漫まん研けんのマンガの方は僕がなんとかするし、くれぐれも無理だけはしないでくれよ」

　楪葉は、真顔で伊い織おりをジッと見つめる。

「ふーん……。伊織くん、私を心配してくれてるんですね」

　上目遣いで真まっ直すぐ見つめられ、伊織は慌てて目を逸そらした。

「あ、あれだよ。き、君には面白いマンガを描いてもらわないと困るからな。『タイム』なんかに負けて欲しくないし。それにこの間も言っただろ、君を倒すのはこの僕なんだからね」

　それを聞いて、楪葉は楽しげに笑った。

「ふふっ。そうでしたね。けど、大丈夫ですよ。だって私はあの杜もり若わか王おう子じ郎ろうなんですからね」

　伊織の心配をよそに、プレッシャーを感じるどころか、余裕すらあるように見えた。

「……まあ、そうだな。杜若王子郎の新作、楽しみにしておくよ」

　もしかしたら既に勝負の原げん稿こうは出来上がっているのだろうか。だとすれば、伊織の心配など全まつたくの杞き憂ゆうであるが。

「なあ、楪葉。ちなみにどんなジャンルのマン──」

「ねえねえ、二人ともなんの話してるの？」

　奥から戻って来た萌もえ黄ぎが、伊織たちに声を掛ける。

「あ、ああ、霧生さん！　何でもないよ、大した話じゃないから」

　伊織の慌てた様子を見ながら、萌黄は首を傾かしげる。




　伊織たちは買い物を済ませ、商しよう店てん街がいの出口へと向かって歩いていた。

　不況の煽あおりを受けてシャッターを下ろす店舗もあるが、負けじと懸けん命めいに客の呼び込みをする店も点在する。と、そんな通りの進行方向の先から、特に騒さわがしい声が聴きこえてきた。

「悪いね奥さん！　残念賞のティッシュだよ！」

　カランカランとやかましい鐘かねの音が辺りに鳴なり響ひびく。

「はい、５等！　景品は黒いティッシュだ！　またどうぞ！」

　近づいてみると、どうやら商店街主催の福引きをやっているようだ。ハッピを着た中年の男が呼び込みをしながら、同時に接客をこなしている。

　それを見た萌黄は、思い出したように手を叩たたいた。

「あ！　そういえばさっき買い物をした時に、福引きの券を２枚貰もらったよね！　ゆずちゃん、一緒に引きに行こ！」

「ああ、いえ、私は──」

　萌もえ黄ぎに引っ張られ、楪ゆずり葉はは嫌々ながらも道に設置された福引きコーナーに並んだ。伊い織おりもそれに続く。

「はいはい！　じゃあ次、お嬢じようさん方！　お願いしますよ！」

　順番がやってくると、中年男の威勢の良い声に促され、萌黄は勢いよく福引きのガラガラを回し始めた。

「はい、おめでとう、４等だよ！　黄色のティッシュだ！」

「は～あ。まあこんなもんだよね」

　萌黄はペロッと舌を出しながら、手渡されたポケットティッシュを伊織と楪葉に向けてチラつかせた。

「ほら、次はゆずちゃんの番だよ」

「私はいいので、部長さんがもう１回引いて下さい」

「なーに、遠慮してるの！　ほらほら」

　萌黄に背中を押されて、楪葉は仕方ないといった面持ちでガラガラを遠慮がちに回し始める。

　やがて、金色の玉がぽろんと出てきた。

　それを見ると、どうしたことか中年男は急に静かになった。

「……これは何ですか？　金色のテッィシュですか？」

　楪葉が尋たずねると、何拍か間を挟んでから、中年男は手にする鐘かねを今までで一番やかましく鳴らした。

「大当たりぃぃぃぃ！　特賞だぁッ！　南の島の旅行券だ！　持ってけドロボウ！」

　伊織は驚おどろいて目を見開く。

「ええ!?　やった！　スゴイよ、ゆずちゃん！　旅行の券だって！」

　萌黄は大はしゃぎだ。周りのギャラリーたちまで自分のことのように喜び、楪葉に対して口々に賞賛の言葉を送っている。

　だが、そんな中、当の楪葉だけは喜びを見せず、それどころかつまらなそうにジト目を浮かべている。

　伊織はその反応を見て、楪葉が福引きを拒もうとした理由に気づいた。

『商店街の福引きをやったら旅行の券が当たる』

　マンガでよく見るベタな状況シーンだ。どうせこうなると予想していたのだろう。もしかしたら彼女のことだから、引けば毎回当てているのかもしれない。

「……どうするんだ、それ？」

　伊織は、渡された景品の券を横から覗のぞき込こみ、楪葉に尋ねる。

「むぅ……。南の島……ですか……」

　楪ゆずり葉ははしばらくそこに記された場所を見ながら悩み顔になる。

　しかし、すぐに柔らかい表情で頷うなずいた。

「見て下さい。これ、都合よく６人分の旅行券ですよ。だったらちょうど、みんなで行けますよね」

「え？　みんなって？」

　楪葉は、伊い織おりに向けて微笑ほほえみを浮かべていた。
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　──そんなわけで現在に至る。

　楪葉が商しよう店てん街がいの福引きで当てた旅行券によって、顧こ問もんを含む漫まん研けんメンバー６人は南の島に向かっているところなのだ。




　フェリーの中で楪葉は、萌もえ黄ぎと一緒に楽しそうに笑っている。

　それを見て伊織は、楪葉は変わったなと改めて思った。家政婦の天あま宮みやから聞いた話では、楪葉は『マンガの神様』が起こす危険から身を守る力のある天宮以外の人間とは、旅行や大きなイベントには行かないようにしてきたという。『事件』に巻き込んでしまい、親しい人たちを傷つけないためだ。

　それにもかかわらず、夏休み前には漫研の仲間たちに誘われ、花火大会という大きなイベントに参加した。この間は、ずっと避けてきた親友の夜よ桜ざくらのライブの招待を初めて受けた。さらに今回に至っては、こうやって漫研のみんなで合宿をしようと提案したのは楪葉なのだ。

　父親を失った悲しみから前に進むことが出来なくなっていた少女は、こうして友人たちとの楽しい思い出を作ろうと前向きになっている。

『マンガの神様』に対する恐怖を、ようやく乗り越えられたということなのだろか。だとすれば、今回の旅行もとても意味のあるものと言える。

　それに、大好きな萌黄や漫研の仲間との思い出作りが、勝負のマンガ作りのヒントになってくれればいいなとも思う。

　何な故ぜなら、杜もり若わか王おう子じ郎ろうは『経験』を作品に生かすのだから。

　伊織だって同じだ。

　楪葉たちと一緒に思い出を作り、連れん載さいのための面白いマンガを生み出して夢を叶かなえてやる。




　間もなく、船の進行方向に、島が見えてきた。あれが合宿の舞台である。

　全長５km。長らく無人の島だったが、ここ10年で観かん光こう地ちとして目まぐるしい変化を遂げた場所だ。海水浴場が一番の人気だが、森の方に入れば自然が作り出した幻想的な姿を垣間見ることも出来る。

　ただ、テレビなどで大々的に取り上げられたことがなく、知名度はそれほど高くないので、知る人ぞ知る常とこ夏なつの楽園なのである。




　数時間の船旅を経て、目的の離島まで辿たどり着ついた。

　漫まん研けんメンバーを含む観かん光こう客きやくたちが、フェリーからぞろぞろと船着場に降り立っていく。

「ミモリン先生、大丈夫～？」

　萌もえ黄ぎが心配の声を上げる。

　磯いそ辺べに肩で担がれながら、みもりがフラフラと船を降りてきた。船酔いのダメージがかなり尾を引いているようで、顔は真っ青だ。

「あ、あたしはここまでのようだ……。みんな、今までありがとう……。あ、あとのことは任せた……」

「ねえねえ、みんな。ちょ～っと休憩しよっか」

　みもりを心配する萌黄の提案に、皆が首を縦に振る。

　全員分の荷物を降ろし終えたあと、みもりが回復するまでは、波止場で各々、海を眺めたりしながら待機することになった。

　萌黄と磯辺が、みもりにペットボトルの水を渡したりして、介抱している。

　丸まる山やまは、パツキンのグラマラスなお姉さんに声を掛けて、軽くあしらわれている。

　それから伊い織おりはというと、楪ゆずり葉はの姿が近くに見えなかったので、周囲を目で探していた。

　やがて伊織たちから少し離れた位置で、楪葉がキョロキョロと辺りを見回しているのを発見した。

　伊織も楪葉に倣ならって周囲をぐるりと観察してみる。

　素晴らしい景色だ。広大な青空と海が果てしなく続いている。島の方を見てみれば深緑の木々が覆おおい、その間を美しい野鳥が飛び交うのが目に入る。

　楪葉もこれを見て、心豊かな気分になっていることだろう。そして、創作のためのアイディアを頭に入れようとしているのだ。自分も負けてはいられない。

　……と、思った矢先、それにしてはどこか様子がおかしかった。

　よく楪葉の表情を見てみると、景色を楽しんでいる感じではない。顔を強こわ張ばらせ、まるでなにかに対して警けい戒かいをしているように首を忙せわしなく動かしているのだ。

「……楪葉、どうしたんだ？」

　あまりに挙動不審だったので気になり、伊織は近づいて声を掛けた。

「ああ、伊織くん。もちろん、妖あやしい雰囲気の老婆が近くにいないか、注意をしていたんですよ」

「は？　老婆？　一体なんのことだ？」

　意味の分からない様子の伊織を見て、楪葉はため息をついた。

「伊い織おりくん。ここは本土から離れた島なんですよ。そんなところに住んでいる老婆なら、絶対この島の曰いわくつきの伝説を語ってきますよ」

「なんの偏見だよ！」

「あれですよ。この島には人魚伝説の財宝が残っているだとか、かつて島を統治していた領主が領民を虐ぎやく殺さつしてその怨おん念ねんがこの島に残っているだとか、そういうやつをババアがドヤ顔で語ってきますよ。もしもそんなの聞かされちゃったら、絶対おかしな事件に巻き込まれますからね。折角の皆さんとの合宿が台だい無なしになってしまいます」

「…………」

「村に伝わるわらべ歌とか教えてきたら向こうの思う壺つぼです。モロに見立て殺人が起こりそうな歌詞のわらべ歌とか聞かされた日には、少なくとも三、四人は犠ぎ牲せいが出ますからね。もし、わらべ歌を歌ってきたら、すぐに耳を塞ふさぐか、ババアの口を塞いで下さい。それでフラグは回避出来ますから」

「……『マンガの神様』がどうとか言いたいんだろうが、そんな滅多なことは起こらないって。気にしすぎだ。こないだのライブの時だって、いきなり拉ら致ちはされたものの、凶悪犯やヤバイ連中が現れたりなんてことはなかっただろ。そうやって変に気を張ってばかりいたら、それこそ合宿が台無しだぞ」

「ですが、対策は万全にするに越したことはありませんし……」

　不安そうな楪ゆずり葉はに対し、伊織がさらに言い返そうとした時だ──。

「二人とも、なに話してるの？」

　萌もえ黄ぎが歩み寄って来て、伊織と楪葉の間に割って入ってきた。

　二人はすぐに話を止める。

「あ、ああ、霧生きりゆうさん。なんでもないよ。大した話じゃないさ」

「ふーん……」

　萌黄は、普段あまり見せないジトッとした目になった。

「二人って、たまにコソコソ秘密の話をしてるよね……？」

「え？」

　萌黄からの思いがけない一言に、伊織と楪葉は顔を見合わせる。

「──あ！　ゴ、ゴメン、なんでもないよ！　二人とも、海キレイだよね！」

　すぐに萌黄はいつもの明るい笑顔に戻った。それから楪葉に「ホント暑いよね、ゆずちゃん！」などと誤ご魔ま化かすように喋しやべりかけている。

　それを見ながら伊織は、この暑さとは無関係の汗──冷や汗をかいた。

（マズイな……。そんな風に見えていたのか……）

　もう少し周りの目に気を付けなければいけないと反省する。ただでさえ楪葉とは『マンガの神様』と『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』という二つの秘密を共有しているのだ。変な目で見られたり、追及されたりすると困る。特に萌もえ黄ぎにはあらぬ誤解をかけたくないし。

「ミモリン動けるみたいだよ～。移動しよっか～」

　磯いそ辺べが向こうの方から声を掛けてきた。見てみるとその隣となりでみもりがシャキッと立っている。

「いやはや！　すまんね！　このとおり、あたしは復活したよ！」

　さっきまでのゲッソリした顔が噓うそのように、みもりは調子の良い表情で笑っている。なんという回復力だ。さすが体育教師だ。

　荷物を担ぎ、全員が宿に向けて移動を始めた。船着場から徒歩20分程度で着けるとのこと。

　海岸線に沿って道路が敷かれており、そこを歩いて行く。

　照り付ける太陽が容赦ないが、すぐ脇にある美しい海を眺めながらの移動なら、炎天下もなんのそのである。




「……はえ～。おっきいね……」

　萌黄はその建物を見上げながら呟つぶやく。

　伊い織おりたちが東雲しののめ夜よ桜ざくらとディナーをしたホテルと比べれば小さいが、それでも十分な巨大さを誇る立派な宿泊施設だった。中にはプールなどの屋内施設も充実しているそうだ。

　この島に最近出来たばかりのリゾートホテルで、そのプレオープン企画に楪ゆずり葉はは当選したのだ。そのためシーズンにもかかわらず、このホテルだけは客室がほとんど空いており、ゆったりと貸し切り気分でリゾートを満まん喫きつ出来る。

　さらに出来立てのスイートルームを一人ひとりに充あてられているという破格の待遇だ。なんであんな寂びれた商店街の福引きに、こんな素晴らしい旅行券が置いてあったのかはさて置こう。ともかく最高の環境での合宿となることは間違いない。

　伊織は充てられた部屋に荷物を置いてから、皆が待つフロントに戻る。

　フロント前の待合室のソファーにメンバーが集まった。ガラス張りになっており、ここからも美しい青い海が一望出来た。

「それで、これからどうするの～？」

　今日きようのスケジュールをはっきりさせようということで、磯辺が切り出す。

「森の方に行けば野鳥が見られるらしいよ。是非ともスケッチしたいね」

　その伊織の発言に対して、丸まる山やまが怒りの表情を浮かべる。

「アホか！　まずは海に決まってんだろ！　泳がないでなんのために南の島に来たんだよ！　水着に着替えて海に集合だかんな！　はい決定！　はい決定！」

　丸山は有無を言わさんとばかりに全員に視線を飛ばす。

「うん、それじゃあ浜辺で集合しよっか」

　萌黄は快こころよく賛成しているようだが、丸山の真の狙ねらいに気づいている伊織は、大きなため息をついた。




　結局、海で遊ぶことが決まり、水着にビーチサンダルを装備した伊い織おりたち男子は、揃そろって浜辺へと集結した。

　女子たちは着替えに時間がかかっているようで、まだ姿を見せない。

　伊織は大きく伸びをしながら辺りを眺めてみた。同じ日本なのかと疑うほど、透き通った海が広がっている。

　雄大な砂浜と水平線は、どこまでも続いているように錯覚してしまう。

　しかもこの場所は、伊織たちの泊まるホテルからしか行けない、いわゆるプライベートビーチだ。本格的にホテルのオープンが始まった頃ころには多くの人々で浜辺が埋まるだろうが、今日きようはほぼ貸し切り状態なのだ。到着してすぐにやって来たこともあり、現在、周りには自分たち以外に人がいない。

　つまり、今ならこの海を独占出来る。なんという贅ぜい沢たくであるか。

「なあ、二人とも。オレは、オレは怖いんだよ……」

　丸まる山やまの謎なぞの発言に、伊織と磯いそ辺べは困惑する。丸山はそう言いながら、上半身裸の自分の身体からだを抱きかかえ身震いしているのだ。

「丸山？　何が怖いって？」

「だってこんなに幸せならよ！　これから何か悪いことが起こるんじゃないかって思っちまうじゃんか！」

「ははっ。変なフラグ立てないでよ、丸山～」

　磯辺は笑って突っ込んでいるが、伊織は一人、内心ドキリとしていた。

　普通なら同じように笑って済ませられるだろうが、かつての経験のせいで敏感になっているのだ。楪ゆずり葉はと出会ってすぐの頃「俺結婚するんだ」発言から、ものの数分後に死にかけた五い十そ山やま田だのことを思い出してしまうのである。

　さっきババアを警けい戒かいしていた楪葉じゃないが、どうしてもそういう気持ちが芽生えてしまう。すっかり楪葉のペースに飲まれているようだ。出会ってからというものの、良くも悪くも彼女から与えられた影えい響きようは計り知れない。

「ああ、早く女子たちこねーかなー。早くみんなの水着見たいなー」

　などと丸山がブツブツ言っているうちに、

「お待たせ～！」

　後ろから、萌もえ黄ぎの明るい声が耳に飛び込んで来た。

　振り返ると、萌黄、楪葉、みもり、女性メンバー三人がそろい踏みだった。

　それぞれ上にパーカーやシャツを着ているが、着ている水着が下から覗のぞいている。




「ぬおおおおおおおおおおおおおおおっ！」




　瞬しゆん間かん、丸まる山やまの特殊能力、プロビデ万物を見ンス・アイ透かす眼が発動する。これは衣服越しからでも女性のスタイルと『数値』を見抜く、丸山の固有スキルだ。

「こいつはすげえ！　既すでにすげえ！」

　目の前のたったの布一枚下に、美少女たちの水着が隠されているのだ。興こう奮ふんしないわけがない。

　丸山は、これでもかと彼女たちにギラギラと視線をぶつける。一方、伊い織おりと磯いそ辺べは、目のやり場に困っていた。がっつり太ももから生足が見えている時点で、結構クルものがある。

「お三方！　とりあえず上も脱ぎましょうぜ！　全部脱がなきゃ泳げませんからねえ！　ささっ！」

「丸山くん、なんかやらしいよ……」

　萌もえ黄ぎは恥ずかしがって胸を隠す仕草をした。

「……とんだ変態ですね」

　楪ゆずり葉はは冷ややかな蔑さげすみの目を丸山に向ける。しかし、丸山にとってはそれもまたご褒ほう美びにしかならなかった。テンションのうなぎ登りは留まることを知らない。

　そんな様子を見て、みもりは愉ゆ快かいそうに笑っている。

「ははっ！　まあ、元気があっていいじゃないの！　男の子はそれくらい元気じゃなきゃ！」

　みもりは丸山を注意するどころか、笑いながらそう言った。少し前まで船酔いで死にかけていたのが噓うそのように楽しげである。童顔なこともあり、横に並んでいる楪葉や萌黄と同じ高校生にしか見えない。

「ほんじゃまあ、泳ご、泳ご！」

　そう言ってみもりは、上に来ていたＴシャツを脱いだ。

　瞬間、ビキニタイプの水着が姿を現し、丸山は咆ほう哮こうする。




「うほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」




　モデル顔負けのスタイルだ。さすが体育教師だ。絞まるところもキッチリ絞まっている。健康的で大変よろしい。それに、楪葉と萌黄のせいで霞かすんでいたが、彼女も十分に美人さんだったことを思い知らされた。

「ほら、ほら、あんたらも来なって！　すっごい気持ちいいよ！」

　みもりは海水に足を付けてはしゃぎ、萌黄たちに手招きしている。陽ひ射ざしで身体からだが火照った状態で見せられれば、羨うらやましいことこの上ない。

「そ、そうですね！　私も脱いじゃおっと！」

　丸山の視線を警けい戒かいしていた萌黄も、みもりに倣ならって上着のパーカーを着脱した。

　ついに萌もえ黄ぎの豊満過ぎる胸の谷間が姿を現した──。




「ぐああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　するとどうしたことか、丸まる山やまが苦しそうに目を押さえ出した。

　そのまま砂にひざをつき、もがき始める。

「どうした丸山!?」

　伊い織おりと磯いそ辺べは驚おどろきながらも、丸山を助け起こした。




「あ、ああああああああああああああああ！　眼めがあああああああああああああああああ！　オレの眼があああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」




　萌黄のあまりの数値を直で目に焼き付けたため、丸山のプロビデ万物を見ンス・アイ透かす眼が計測限界を超こえたのだ！

　圧倒的ボリューム！

　これがアメリカ仕込みのプロポーションだとでもいうのか!?

　何度か深呼吸を入れることで、丸山は落ち着きを取り戻した。
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　ちょっとずつ目を開いて慣れさせてから、改めて萌もえ黄ぎの身体からだを観かん察さつする。

「すげえよ……。すげえよ……」

　丸まる山やまは涙まで浮かべている。この半生で出会った中でも脅きよう威いの胸囲だ。この出会いを、彼は記き憶おくから二度と忘れないことだろう。

　しばらくは恥ずかしさで目を泳がせていたが、伊い織おりもこれを何とか直視する。創作のためだと自分に言い聞かせ、萌黄の水着姿を脳裏に焼き付ける。ビキニからはち切れんばかりの胸だ。これはもはや人類の宝だ。時代の夜明けだ。

「ほらほら！　ゆずちゃんも脱いで一緒に泳ごうよ！」

　一度披ひ露ろうしてしまえば恥ずかしさも吹っ飛んだようだ。キャストオフした萌黄は、楪ゆずり葉はに抱き付いてノリノリで催促する。

「は、はい……」

　男子たちの視線に恥ずかしがっていた楪葉も、萌黄に急せかされて仕方ないといった面持ちで、上着をゆっくりと脱いだ。

　楪葉のワンピースタイプの水着が現れる。




「うん」




　それを見た丸山は、それだけ言った。

「なんなんですかそのリアクションは！　私の時だけなんでそんな反応が薄いんですか!?」

　楪葉は顔を真っ赤にして声を荒げた。

「あ、ああ、いや！　ゆずっちも可愛かわいいよ、うん！」

　確かに可愛かわいいことは間違いないのだが、先の二人と比べるとあまりに貧相であったので、つい拍子抜けしてしまったようだ。

　プンスカ言いながら、楪葉は萌黄の後ろに隠れてしまった。丸山が楪葉に必死にフォローを入れる。

　伊織は、萌黄の背中からそっと顔を出す楪葉と目が合い、照れくさくてすぐに目を逸そらした。

　楪葉の水着姿は、萌黄とはまた違った趣おもむきであった。身長とボリュームのせいでちょっと子どもっぽさはあるが、色白でスラッとした肢し体たいだ。素直に綺き麗れいだと思うし、伊織はすぐにでも彼女のことも萌黄と一緒に絵に残したかった。

　楪葉の機き嫌げんもちょっとは直ったところで、

「よっしゃあ！　遊ぶぜぇ！」

　丸山が漫まん研けん部員たちを煽あおり立たて、みもりを筆頭に浜辺ではしゃぎ回った。

　浅瀬で泳ぎ、漂う小さな魚を見て、盛り上がる。

　伊織も皆と泳ぎながら、楪葉と萌黄の二人が水着姿でイチャイチャするのを、微笑ほほえましく見守った。

　しばらくすると、丸まる山やまがボールを持って来たので、全員でビーチバレーを行った。

　伊い織おりたち男子がヘロヘロで倒れる中、目を見張る運動神経でみもりが無双する。さすが体育教師だ。だが意外だったのは、萌もえ黄ぎの活かつ躍やくである。異常な機敏さで一進一退の攻防を見せるし、マンガ好きでインドア派かと思いきやなかなかに逞たくましかった。楪ゆずり葉ははというと、見事な顔面レシーブを披ひ露ろうしてくれた。あとで伊織には『マンガの神様』の仕し業わざだと言い訳していた。

　白熱のビーチバレー後、休憩を挟みつつ、皆また各々海で泳ぎ出した。

　みもりの遠泳に磯いそ辺べと丸山は付き合わされ、楪葉は浮き輪でプカプカと海の上を漂いマッタリしている。

　そうやって皆が海で泳いでいる間、伊織だけは設置されているビーチパラソルの下に入り、並べられている椅い子すの一つに座った。そこで当然のように持ってきていた小型のイーゼルを広げ、画用紙を置いて水着のままスケッチを始める。

　描くのは、大自然の風景と、楽しそうに遊ぶ漫まん研けんの仲間たちだ。

　合法的に水着の美少女たちを描けるのはもちろん、これほどの美しい風景は日常ではなかなかお目にかかれないし、この機会を逃すわけにはいかない。

　写真を撮とってあとで模写するのもありだが、それでは摑つかめないことがある。実際にその場で描くことが一番高い経験となる。そこにいるからこそ表現出来ることもあるからだ。

　絵とはただ見たままを描くわけではない。表現者のその時の感情が注がれて、初めて芸術となるのだ。そしてマンガの中にも生かすことが出来る。

「左そ右う田だくんもおいでよ！　折角だし一緒に泳ごう！」

　顔をそちらに向けてみると、太ももまで海に浸かった萌黄がこちらに手招きしていた。

　海と太陽をバックに弾はじける笑顔を浮かべる彼女の水着姿は、そのまま雑誌の表紙に使えるほどだ。あのアイドルの東雲しののめ夜よ桜ざくらにも負けていない抜群のスタイルである。胸の大きさ一点ならば確実に萌黄が勝っている。

　そんな可愛かわいい女の子からのお誘いだ。もちろん嬉うれしいが、せめて一枚は絵を描き上げてしまいたかった。

「ああ、ゴメン、霧生きりゆうさん。僕は──」

「きゃっ！」

　伊織に声を掛けて気を取られていたのだろう、萌黄が時折押し寄せて来る大きな波に後ろから飲み込まれてしまった。

「霧生さん!?」

　ビッグウェイブと共に、萌黄の姿が消える。

　伊織は咄とつ嗟さに持っていた画材を投げ置き、萌黄がいたところに駆け寄る。

　すると、萌黄の顔が水面にぽこっと出てきた。波にさらわれたのかと思って焦ったが、無事だったのでホッと伊い織おりは胸を撫なで下おろした。

　しかしどうしたのだろう、萌もえ黄ぎは頭だけを水面から出したまま動かなくなっている。

「大丈夫、霧生きりゆうさん？」

　足でもつったのだろうか。心配した伊織は慌てて水を搔かき近づいていく。

「ダ、ダメ、左そ右う田だくん！　来ちゃダメ！」

　あとちょっとの距離まで来たところで、萌黄が顔を真っ赤にしながら言った。

「……ん？」

　何やら紐ひものようなものが水面に浮いている。

　摑つかみ上あげてよく見てみると──。

「ぬおおおぁぁッ!?」

　水着だ。萌黄が上に装着していたはずの水着だ。

　それが伊織の手元にある。

　ということは、今彼女は……。

「こっち見ちゃダメぇ！」

「うわあ！　ゴメン！」

　伊織はすぐに後ろを向いた。恐る恐る後ろ手で水着を差し出し、

「……も、もう大丈夫だよ、こっち向いても」

　萌黄が受け取って水着を付け直し、事なきを得た。

　マンガではよくお目にかかるが、海で女の子の水着が取れるとかリアルで初めて見た。ただまあ、日常ではあり得ない何とも素晴らしい経験が出来たので嬉うれしい限りだ。

　これも『マンガの神様』の仕し業わざなのだろうか。だとしたら、この程度のハプニングなら大歓迎である。創作への良き糧かてともなろう。実際なった。

「…………」

　伊織は視線を移す。

　向こうの方で、楪ゆずり葉はが浮き輪に乗って漂っている。気持ちよさそうに目を瞑つむっていて、今の騒さわぎには気づいていないようだ。

　伊織は、そんな楪葉を見ながら思った。

　──もしもさっき以上のハプニングを『マンガの神様』が用意しているというのなら、丁重にお断りしたいところだ。

　──たとえば誰だれかが傷つくような。
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　伊織たちがバカンスを満まん喫きつしているその少し前のことだ。

　同じく太陽照り付ける浜辺に、水着の少女の姿があった。

　小柄ながら、出るところが出ていて素晴らしいプロポーションだ。低身長とのギャップが凄すさまじい。ビキニから胸がはみ出すようにして収められている。

「夜よ桜ざくらちゃん！　こっち向いて！」

　──少女の名は東雲しののめ夜桜。

　彼女の周囲は騒そう然ぜんとしている。カメラやマイクを持った報道陣が立ち並んでいるのだ。

「そーですねー。グラビアのお仕事って、ただ撮とられてるだけだって思われる方多いかもしれないんですけど、毎回発見や新しい課題が見えてきて凄すごくやりがいを感じるお仕事ですねー」

　アイドル・夜桜は、手慣れた感じでインタビューに答えている。

　少し離れた位置に、グラビアの撮さつ影えい用の機材が置かれ、撮影スタッフが準備をしている。

「夜桜ちゃん。今日きようは『タイム』のグラビア撮影ってことなんだけど、その『タイム』に夜桜ちゃんのマンガがまた載のるんだよね。前の時もだけど、凄い話題になってるよねえ。マンガの方はもう描けているの？」

　インタビュアーの質問に、夜桜はウインクを交えて答える。

「今、絶賛制作中です！　そっちも楽しみにしていて下さいねー」

「夜桜ちゃん！　こっちにも笑顔ちょうだい！」

　フラッシュに包まれながら、可愛かわいい仕草で完かん璧ぺきな営業スマイルを披ひ露ろうする。

　これが東雲夜よ桜ざくらの『仕事』なのだ。




　報道陣が立ち去り、その後、グラビアの撮影も順調に終わりを迎えた。

　スタッフが撤てつ収しゆう作業を始め、夜桜にはしばらくの空き時間が与えられた。

　現在、ビーチパラソルの下で照り付ける太陽を避けながら、夜桜は浜辺に一人でいる。格好は撮影に使った水着そのままだ。ビーチチェアに脚あしを伸ばして座っている。

　夜桜が今いるここは、海岸沿いのホテルのプライベートビーチだ。グランドオープン前ということで、撮影場所を提供してもらいつつ、同時に宿泊もさせてもらっている。ほとんど貸し切り同然ではあるが、一般の観かん光こう客きやくも僅わずかに入れているのでなるべく騒さわがれないように、大きな岩を挟んだ人目の付かない場所で過ごしているところだ。

　このあと、夜にも撮影を少し行い、明日あしたの定期船で本島に帰る予定だ。売れっ子アイドルのスケジュールは常にタイトなので、この長めの空き時間はとても貴重なものだった。

　そんな彼女の手元にはスケッチブックがある。露ろ出しゆつしているヘソの上に抱きかかえるようにして置いてジッと眺める。

　パラパラとめくっていくと、ページのどこもかしこもが絵で埋まっていた。

　描かれているのはマンガのキャラクターのラフ絵だ。横に台詞せりふが書かれていたり、ページによってはコマ割りのようなものが描かれていたりする。

　空いているページに、持っている鉛筆で、新たに絵を描き加え始める。髪かみの長い女の子のキャラクターだ。彼女は涙を浮かべた迫真の表情をしている。

「……あなたを救ってみせる……」

　描いたばかりのそのキャラクターに声を当てるようにして、夜よ桜ざくらは呟つぶやいた。

　これは、新作マンガのアイディア出しである。夜桜が人目を避けているのは、一般人との接触を避けたいという理由もあるのだが、この作業に集中したかったからだ。

　ほとんど内容は出来上がっている。あとは最後の詰めの段階だ。

　少し強めの風が吹き付けてきたので、夜桜はページがめくれないように手で押さえた。

「ん？」

　風の勢いが止やむのと同時に、足元の砂の上に一枚の紙がふわりと落ちた。

　夜桜が落としたものではない。風によってどこからともなく飛んできたもののようだ。

　拾い上げてみると、そこには絵が描かれていた。

「凄すごい……！」

　見た瞬しゆん間かん、思わず声に出す。

　鉛筆で細々と描かれている風景画だった。プロの画家によるものだろうか、とても上う手まい。モノクロでもはっきりと分かるが、この付近の浜辺を描いているようだ。

　その浜辺で遊ぶ水着の少年少女たちも一緒に描かれている。

　むしろ、この絵のメインは彼らであろう。

　楽しい──絵の人物の表情を見ているだけで、そんな感情がすぐに伝わってきた。

　だが同時に、胸むな騒さわぎを感じた。

　どうにも夜桜には、その絵の中にいる少女の一人に見覚えがあったのだ。




「すみません！　それ僕のです！」




　大声で呼び掛けられ、そちらの方に反応し、夜桜は顔を上げてみる。

　海パンの少年がこちらに手を振って近づいてくるのが見えた。

　夜桜が拾ったこの絵を描いたのは彼で、風で飛ばしてしまったのを追いかけてきたようだ。

　夜桜は、少年にその絵を返そうと自みずから一歩近づく。すぐに顔バレして騒がれてしまうだろうし、出来れば接触したくはなかったのだが、無視するわけにもいかない。

　なにより、このステキな絵を描いた少年に興きよう味みがあった。

「あ……！」

　やはりだ。夜桜の顔を近くで見た瞬しゆん間かんに、少年は驚おどろいた表情になった。

「あ……！」

　しかし予想外だったのは、夜桜の方もその少年の顔を近くで見るや、驚きの表情を作ってしまったことだ。

　お互いにしばらく、その場で停止する。

「ちょ、ちょっと、ちょっと……！」

　夜よ桜ざくらは、とうとう大げさに目の前の少年を指差した。




「な、なんで伊い織おりがここにいるのよ!?」




　夜桜の目の前に登場したのは、あの楪ゆずり葉はと再会した日に一緒にいた、高こう校こう生せい漫まん画が家か・左そ右う田だ伊織ではないか。

　伊織はというと、夜桜を見ながらため息をついている。

「ああ、なんだ。えらく可愛かわいい子だったから一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、夜桜だったのか」

「な、なんだとは何よ！　こちらとら有名アイドルやらせてもらってるんですけど!?　とりあえず可愛いはありがとう！」

　夜桜としては、どうも納得いかない。初対面の時とは打って変わって、伊織はそれほど大きな反応を見せてこなかったのだ。

　あの時は芸能人の登場に驚いている風だったが、今回のこの『思いがけない再会』に対しては大して驚いていない様子なのである。

「なあ、夜桜。それ、返してくれないかな？」

　伊織は至って平静に、夜桜に向かって手を差し出し、絵を渡すように促す。

　夜桜は、改めて絵に視線を送りながらも、所有者であり著作者の伊織に手渡した。その間、前々から実力を認めている漫画家が描いたものだったことが分かり、この絵の完成度の高さに納得をしていた。

「……ねえ、伊織。どうしてあなたがこの島にいるのよ？」

「ああ、旅行だよ。名目としては、部活の合宿ってやつだけどね」

「合宿ですって？　そうなるとやっぱりここのホテルに泊まってるってことよね。このビーチには宿泊客しか入ってこられないはずだもの」

　夜桜は、すぐそこに見えている大きな建物を指差しながら尋ねる。

「ああ、そうだよ。あのホテルに泊まっているんだ。今はこのビーチで部活のみんなと遊んでいるところさ。僕はマンガの参考に風景をスケッチしていたんだが、描いていたこの絵を風で飛ばしてしまってね。慌てて追いかけてこっちの方に来てみれば、偶然君がいたってわけだ」

「そ、そうなの……」

「そういえば、君もこのビーチにいるってことは、あのホテルに泊まってるわけだね」

「……ええ、そうよ。撮さつ影えいでこの島に来ててね。今は束の間の休憩中。夜のビーチをバックに撮さつ影えいして、明日あしたには船で帰るの」

「そうか、君は仕事なのか。さすが売れっ子アイドルは大変だね。顔もすぐにバレるだろうし、なかなか落ち着いてバカンスも出来ないだろうしさ」

　伊い織おりがそこまで言ったところで、急に夜よ桜ざくらは黙ってしまった。

　無言で伊織の顔を眺めている。

「な、なんだよ？　どうかしたのか？」

「ねえ、伊織。やっぱりこれって運命よね」

　そう言いながら夜桜が自分をまじまじと見つめ、しかもどういうわけか頰ほおまで染めているので、伊織は困惑する。

「う、運命!?　ど、どこがだよ!?」

「ふふ、なに言っているのよ。こんな遠く離れた南の島で偶然再会するなんて、すごく運命的じゃないの。私は仕事の水着撮さつ影えい。伊織は部活の合宿。違う理由で、たまたま同じ島の、同じホテルに泊まるなんて、天文学的数字の確率よ。これはもう運命よ」

　伊織は夜桜の話を聞きながら硬直してしまっていた。何な故ぜなら、さっきから彼女が扇せん情じよう的てきな表情で見つめてくるからだ。

　伊織はこの表情を知っている。デレだ。女性がデレた時の表情だ。

「は、はあ!?　べ、別に、運命でもなんでもないよ！　大げさなんだよ！　こんなの日常のことだろう！」

　このままでは彼女のペースに飲まれそうなので、伊織は慌てて否定した。どうせからかっているに決まっている。マンガじゃあるまいし、女の子がこんな簡かん単たんにデレるわけがない。映画やドラマにもよく出ている夜桜は演技だって得意だろうし、騙だまされるものか。

「あはっ！　どんな日常よ！　伊織って面白いわね」

　伊織は本当のことを言ったつもりなのだが、夜桜はジョークと捉えたようで愉ゆ快かいそうに笑っている。こちらとしては不本意だったので、思わずムッとしてしまう。

「君だって昔は楪ゆずり葉はと一緒にいたんだから、この程度のこといくらでもあっただろうが」

「え!?」

　夜桜は驚おどろいて目を見開いた。

　それから顎あごに手を当てて、思い出す仕草をする。

「そ、そういえば、楪葉と遊んでる時って、こういうこと結構多かったかも……。ドラマチックっていったらいいのかな？　なんかこうマンガにありそうなことが……」

　それを聞いて、今度は伊織が愉快げに笑った。

「ハハッ。やっぱりね。そうなると認めたくはないが、楪葉の言うように『マンガの神様』は存在するのかもしれないな。僕も君も『マンガの神様』に魅み入いられたんだよ」

「はあ？　な、なによ『マンガの神様』って……？」

　夜桜がぽかんとした表情で見てくる。

「え？　いや、だから楪葉に憑ついている『マンガの神様』の仕し業わざだって話だよ」

「はあ？　なにそれ、意味わかんない」

　ドン引きの表情である。「うわ、こいつリアルにマンガの設定持ち込んできやがった」という感じのやつだ。

「え？　あ、ああ、いや。何でもないよ……」

　今の反応を見るに、夜よ桜ざくらは楪ゆずり葉はから『マンガの神様』について聞かされていないようだ。

　その頃ころは、楪葉自身がまだそういう認にん識しきをしていなかったのか、あるいは親友を不安にさせないためだったのか。

　どちらにせよ本人が言っていないのなら、勝手に喋しやべるわけにもいかない。この場はとりあえず秘密にしておいた方がいいだろう。

「……そ、そういえば仕事で撮さつ影えいって言ってだけど、何の撮影なんだい？」

　伊い織おりは話題を変えようと尋ねてみる。

「ああ。日中の分はもう終わったんだけど、グラビア用の写真撮影よ。……決戦の『タイム』に載のせるグラビアのね」

　夜桜はドヤ顔で伊織を眺める。

　デビュー作の載った『タイム』にもグラビアを載せていたが、今回もバッチリ自分の水着表紙で釣つってくるということらしい。今着ている水着でだろうか。どうも以前より布面積が減っている気がする。

　ふと目の前にいるのが水着のアイドルだということを思い出し、伊織はドキリとした。

　改めてじっくり見てみると、可愛かわいさとセクシーさを兼ね備えた素晴らしい出で立ちだ。萌もえ黄ぎの水着のインパクトのせいで感覚がマヒしていたが、やはりアイドル。めちゃくちゃ可愛いしスタイル抜群である。

　それに、『タイム』誌上で見た時よりも実物の方が遥はるかに良い。ああいう雑誌の写真は加工して綺き麗れいに見せるようにしているらしいが、彼女の場合素すが一番可愛いと思う。

　……いやいや、今はそんなことはさて置こう。それよりも伊織は、今の夜桜の発言に対して口を挟まずにはいられなかった。

「なるほど。そうなると、やはりマンガ一本で勝負する気はないんだな」

　夜桜が座っていたビーチチェアに置かれているスケッチブックへと目をやりながら、伊織は言った。

　さっきから風でページがめくれ、沢山のマンガのキャラクターが描かれているのが見えていた。そこにいるのは見覚えのないキャラクターばかりだったので、おそらく漫まん画が家か・東雲しののめ夜桜のオリジナルであろう。

「……折角生んだキャラクターたちも、それでは浮かばれないぞ」

　スケッチブックの描き込みの量や密度からしても、夜桜の努力の跡が見えた。

　楪葉の言う通りだ。

　決して彼女はマンガに対して手を抜いているわけではない。デビュー作の【キャラメル・マキ・ナイト】も十分な出来であった。『面白さ』も売り上げのための『付加価値』だと夜よ桜ざくら自身も言っていたし無視してはいない。面白さを上げるために、アイドルの仕事の合間にマンガの研けん鑽さんを重ねている。

　グラビアや抽選券の力に胡坐あぐらをかいているわけではなく、自分のマンガを売るために、あらゆることに全力で挑んでいるのだ。

　だからこそ伊い織おりは、その努力をマンガだけに向けて欲しかった。そうすれば、きっと今以上の素晴らしい作品を描いてくれるに違いない。

　伊織の訴えかけるような眼まな差ざしを見ながら、夜桜はやれやれと肩を竦すくめた。

「伊織もしつこいわね。これが私のやり方なの。それにいくら面白く描けたとしても、マンガが売れない方が折角描いたキャラクターたちが浮かばれないと私は思うけど？」

　ディナーで初めて対面した時と変わらず、全まつたく譲ゆずる気のない表情だった。彼女には彼女なりの信念があるのだ。

　そのことを理解した伊織はため息をつき、言い返すことをやめた。これ以上何を言っても話は平行線を辿たどるだけだろうし、仕方ないと思ったのだ。

「……まあいい。楪ゆずり葉はが証明してくれるさ。そんなやり方では、漫まん画が家かではトップには立てないとね。あいつは既すでに君を倒せる作品を描きあげているようだからね。今は向こうで部活のみんなと楽しくやっているところだよ」

　伊織は、岩陰の向こうの方を後ろ指で差さした。

「……そう。やっぱり、楪葉も一緒なのね」

　夜桜は、伊織の絵の中にいた少女のことを思い出した。

　──他人の空似などではなく、やはりあれは私の親友・楪葉だったのだ。

「そういえば言ってなかったっけ？　彼女も学校で僕と同じ漫まん研けんに所属しているんだよ」

「そっか。じゃあ今、楪葉にはちゃんと仲の良いお友達がいるのね。あの子偏屈なところがあるから、一人ぼっちになっていないか心配してたんだけど、安心したわ」

　嬉うれしそうに言ったあと、夜桜の表情は寂しげなものへと変わっていく。

　彼女の視線は、伊織が手にする画用紙。漫研の仲間たちと笑い合う楪葉が描かれた絵。

　この絵の中に、夜桜はいない。

　夜桜と楪葉は、同じ『世界』に立っていない。

　そんな夜桜の気持ちを汲くみ取とった伊織は、優やさしい口調で言った。

「……なあ、夜桜。こっちに来ないか？　楪葉たちと一緒に遊ぼう。今は漫画家として敵対しているとはいえ、本来君と楪葉は仲の良い友達なんだしさ。今日きようくらい一緒に遊んだらいいじゃないか。撮さつ影えいだって、今は空き時間なんだろ？」

　しかし夜桜は、伏し目がちに首を横に振る。

「いえ、遠慮しておくわ」

　意外な返答だった。

　あの日、楪ゆずり葉はと再会した時には、人目も気にせずくっ付いたりしてあんなに嬉うれしがっていたというのに。それに、いくら楪葉に拒絶されようとも、ずっとライブの招待状を送ってきたというのに。

　本音としては一緒に遊びたいに決まっている。なにせ４年もまともに喋しやべったり、遊んだり出来なかったのだから。

　同じ『世界』にまた立ちたいはずだ。この『絵』の中に彼女も入りたいはずだ。

「私、楪葉とは会えない」

「何な故ぜだ？　あの日、楪葉に否定されたからか？　……もう会いたくないのか」

「いいえ、そんなことはないわ！　そりゃあ楪葉と今すぐ会って話がしたいし、一緒に遊びたいわよ！」

　夜よ桜ざくらはグッと歯を食いしばりながら俯うつむいた。苦く悶もんに満ちた表情だった。

「私が否定される分にはいいのよ。楪葉には楪葉の考えある。私があの子に何か言われるのは構わないし、それで私が傷つくのはいいの。………けど、今会ったら、私、またキツイ言葉を掛けてしまいそうだから。私の言葉で楪葉に傷ついて欲しくないのよ。この間だって、楪葉、きっと私の言葉で傷ついただろうから……」

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうの名前を売り上げに利用しているという指摘のことだ。つい熱くなって口から出てしまったあの一言を、夜桜はずっと気にしていたのだ。

　伊い織おりはそれを聞いて、表情を険けわしくする。

「……己うぬ惚ぼれるなよ」

「え？」

「杜若王子郎を舐なめるなって言っているんだ。あの程度の言葉で、楪葉が折れるとでも思ったのか？」

　伊織は熱い双そう眸ぼうを見せる。

　どんなに高い評価を受けているマンガであっても、アンチや心ない人間は必ず存在する。まだ連れん載さいをしていない伊織ですら、インターネット上で散々に叩たたかれることがあるくらいだ。あれだけ有名な杜若王子郎だ、その何百倍の批判や罵ば倒とうの言葉を受けてきているはずだ。

　それでも彼女はマンガを描き続けている。

　自分のマンガで喜んでくれる人たちのために。

「どんな言葉を受けようが、あいつは絶対に最高の作品を描いて君たち『タイム』を倒す。せいぜい自分の心配をするんだな」

「そう……。伊織、楪葉のこと信頼しているのね……」

　伊織からの挑発的な台詞せりふを受けて、夜桜は怒るかと思えば、

「ああ。どんな漫まん画が家かよりもな」

　その自信に満みち溢あふれた伊い織おりの言葉と表情を見て、夜よ桜ざくらは嬉うれしそうに笑っている。

　漫まん画が家かとして支えてくれる多くのファンがいる。少なくとも、目の前のこの少年は何があっても支えてくれるだろう。

　親友の自分がいなくても、新しく出来た仲間たちに囲まれている。少なくとも、あの絵の中の楪ゆずり葉はは、満ち足りた表情だった。

「そっか……」

　楪葉が恵まれた環境にいることに、夜桜は安心しているのだ。

　そして、伊織の言う通り、楪葉のことを甘く見てしまっていた。幼い日の彼女を知るからこそだ。あの頃ころの楪葉は、マンガが上う手まいというだけであって、小さな可愛かわいい少女に過ぎなかった。しかし今や、立派に漫画家として戦っているのだ。

　余計なお世話というやつだったらしい。

「……けど、どっちにしろ私はそっちに合流しない方がいいわね。だって部活の他の子もいるんでしょ？　そんなところに芸能人が割り込むわけにもいかないしね。きっと変に気を遣わせちゃうだろうから、みんなで楽しんでよ。折角の部活の合宿なんだしね」

　そう言って夜桜はウインクをするが、伊織の視点からしても無理をしているのがよく分かる。彼女らしくもない、どこかぎこちない表情だった。

「夜桜、君は……」

　本当にこの子は楪葉のことをとても大事に思っている。これは自分の気持ちよりも、楪葉の幸せを優ゆう先せんしての選択だ。

「…………」

　だが、微笑ほほえましいことのようでもあるが、伊織は異様にも感じていた。

　この愛情は、どこか普通ではない。

「なあ、夜桜。訊きいてもいいかな？」

「なに？　伊織？」

「君はどうしてそんなに楪葉のことが好きなんだ？」

　たちまち夜桜は顔を赤らめる。

「え、えらく直球な質問ね……」

　伊織はずっと気になっていた。

　久しぶりに再会したディナーの席でも、こういう異常にも思える愛情を見せていた。伊織のことを楪葉の恋人と勘違いして嫉しつ妬とから激はげしい敵意を向ける場面もあった。

　ここまでいくと『親友』という枠組みですら当てはまらない気がしてくる。

「なあ、どうなんだよ？」

「……あのねえ、そんなの楪葉が可愛かわいいからに決まってるじゃないの」

「愚ぐ問もんね」と言わんばかりの呆あきれた言い方だった。

「本当にそれだけなのか？」

「そうよ。初めて会った瞬しゆん間かんに一ひと目め惚ぼれよ。ファンには内緒だけど、私、ガチレズなのよ」

　夜よ桜ざくらはニヤケながら答えた。

「ああ、なるほど、そうなのか。ガチレズならしょうがな…………ごふっ!?」

　伊い織おりがマヌケな顔で大げさに後ずさりするのを見て、夜桜はお腹なかを押さえて笑い出す。

「あはっ！　冗談よ、冗談！　友達として大好きってだけよ！」

　相変わらず摑つかみどころのない性格だ。どこまでが冗談で、どこまでが本気か分からない。

　納得のいかない様子の伊織を見て、夜桜はため息をついた。

「ああ、もう、しょうがないわねえ。じゃあ、ちょっとだけ話してあげよっかな。私がどうして楪ゆずり葉はのことを大切に思っているのか」

　そう言って、夜桜は語り始めた──。
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　私がこの世界、芸能界に入ったのは小学校に上がるのとほぼ同時だった。

　きっかけとしては、私のママがお友達に娘の私が可愛かわいいって褒ほめられたのが嬉うれしくて、子役の養成所に入れたことだったわ。

　そんなママの期待に応えたくて、私は一いつ生しよう懸けん命めいレッスンに取り組んだ。

　努力の成果もだけど、どうやら才能もあったみたいでね、入って１ヶ月でテレビＣＭの出演を決めたわ。ママはもちろん、学校の友達も褒めてくれたし、応援してくれた。

　それが嬉しくて嬉しくて、もっと頑張ろうって思った。お芝居の勉強以外にも、歌やダンスのレッスンも始めたわ。

　でも、いつからか、大人たちから与えられた『役割』を淡々とこなしていることに気づいた。

　オーディションでは、同年代の子たちと戦う環境に嫌気が差し始めていた。私の活かつ躍やくが気に食わなかったのか、同じ事務所の子から嫌がらせをされたこともあった。

　段々、芸能活動を辞めようかと悩むようになっていったわ。

　そんな時だった。私があの子と出会ったのは。

　映画の撮さつ影えいで、南の島にロケに行った時よ。

　夜、憂ゆう鬱うつな気分だった私は、当時宿泊していたホテルから抜け出し、浜辺を歩いていたの。それは星空の下での、運命的な出会いだった。最初、一目見た時、天使だと思ったわ。

　彼女──楪葉と私は出会った。

　撮影中、周りに同世代の子がいなかったこともあって、私は思いつくままに、色々なことを楪葉に喋しやべり続つづけた。今撮影している映画のこと。子役としての仕事のこと。家族のことや友達のこと。

　気持ちが段々昂たかぶっていって、今まで誰だれにも話したことのないことも打ち明けたわ。

　ママには女じよ優ゆうを目指すように言われているけど、歌やダンスが好きだから、本当はアイドルになりたいと思っていることを。

　ママの気持ちを裏切ることになると思って言い出せないでいること。お芝居を嫌々続けてしまっていること。全部を包み隠さず話した。

　あの子は私のそんな愚ぐ痴ちを、嫌な顔せずに最後まで聞いてくれたの。

　すると、楪ゆずり葉はは持っていたスケッチブックを見せてくれてね。そこにはステキなイラストが一杯描いてあった。私のためにマンガを描いてくれたりもしたわ。

　それに励まされて、私は嫌々だった島での撮さつ影えいを最後まで全力でこなせた。

　その後、私たちは偶然町で再会してね。一緒に遊んだりもするようにもなった。

　仲良くなっていくうちに、楪葉は漫まん画が家かを目指して、マンガを描いていることを教えてくれたわ。改めてマンガを見せてもらったら、島で見せてもらった時より遥はるかに上う手まくなっていて、しかもめちゃくちゃ面白くって感動しちゃった。

　それでね、楪葉を見ていて思ったの。自分が好きなことをやって、他人も巻き込んで感動させられることの凄すごさを。

　勇気を貰もらった私は、ママに自分の本当にやりたいことを話した。

　12歳さいの時、次世代アイドルオーディションを受けて合格。

　そこからはとんとん拍子よ。

　お蔭かげ様さまで有名アイドル・東雲しののめ夜よ桜ざくらとして花開けたわ。
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「──つまり、私がこうしてアイドルとして成功出来たのも、楪葉のお蔭かげってわけ」

　夜桜にとって、楪葉は『親友』にして『恩人』でもあった。

　だから、異常なまでの愛情を向けているということらしい。

「楪葉が描いたマンガを見せてもらって、感動した私は、一緒になってマンガを描くようになったの。レッスンの休憩時間や、オーディションの待ち時間、マンガの練習をし続けたわ。自分の描いたマンガで楪葉が喜んでくれたのが嬉うれしくてね」

　当時のことを思い出しているのだろう、夜桜は話しながら微笑ほほえむ。

「アイドルとして活動しながら、マンガも趣味でずっと描き続けてきたわ。楪葉と会わなくなってからもずっと。でも、趣味だけで終わらせたくなかったわ。いつか漫画家にもなって、マンガでもトップを目指したいって思ったの。芸能活動と同じように、大好きなマンガでも多くの人たちを楽しませたいってね」

　以前から夜桜は、マンガのイラストを自身のブログに載のせ、どこかで掲けい載さいして欲しい旨むねを書いたりもしていた。伊い織おりも初めて知る事実だが、事務所に内緒で出版社に自分のマンガを持ち込んだりもしていたそうだ。

　そんな時だ。『タイム』の編集長に就任したばかりの氷ひ室むろ小路こうじが、コンタクトを取ってきたのは。

「氷室小路さんは、私のアイドルの『力』に着目して連絡をしてきたわ。会って話をしてみたら、私と同じような考え方の人だったの。売り上げのためにイレギュラーなことをするのも躊ちゆう躇ちよない人よ。私がグラビアやイベントの抽選券を載のせるアイディアを出したら、すぐに採用してくれてね」

　夜よ桜ざくらと氷室小路は意気投合し、アイドル漫まん画が家か・東雲しののめ夜桜の『タイム』デビューがすぐに決まった。

「氷室小路さんのお蔭かげで私は漫画家への道も摑つかめた。とても感かん謝しやしているわ。あの人が声を掛けてくれなければ、漫画家デビューなんて出来ていなかったでしょうから。でも感謝しているのはそれだけじゃないわ。あの人は、私にある重大なことを教えてくれたの。……それを知った時、まるでマンガみたいな巡り会わせだと思ったものよ」

「……楪ゆずり葉はのことだな」

　伊い織おりの呟つぶやきに、夜桜が頷うなずく。

「最初は本当に驚いたわ。杜もり若わか王おう子じ郎ろうが、私の親友の楪葉なんだって聞かされて。それから、氷室小路編集長はさらに重大なことを教えてくれたの。４年前、楪葉が私と急に疎遠になったのは、『ライン』の勅て使し河原がわら編集長に『杜若王子郎』を強要されているせいだってね」

「……は？　何だって？」

　伊織は耳を疑う。

「氷室小路編集長も、楪葉のことを小さい頃ころから知っているそうでね。まだ小さかったけど天才だった楪葉は、無理やりお父さんの『杜若王子郎』を引き継がされたんだって。氷室小路編集長はそのことをとても嘆いていたわ。だから『ライン』から楪葉を救い出すために、協力してくれって頼まれたのよ」

　夜桜から明かされていく事実に、伊織は頭が痛くなってくる。もしかしたら氷室小路は、夜桜と楪葉の関係を知ったから近づいたのかもしれない。

「伊織だって可哀相だとは思わない？　確かにあの子は憧あこがれの漫画家になれたわ。だけど『杜若楪葉』ではなく、『杜若王子郎』としてでしかあの子は評価されない。これまでも、これからも、ずっとよ」

　伊織は聞くに堪たえない表情で頭を押さえているが、夜桜は真剣そのものだった。

　これこそが真相なのだと。

「私は自分の意思で『タイム』で描いている。この間言ったわよね？　私は悲劇のヒロインなんかじゃないって。大人の勝手な都合に付き合わされている悲劇のヒロインは、楪葉の方なのよ。私が今度の勝負で勝てば、あの子を『タイム』に引き込んで助けてあげられるわ。氷室小路編集長は『タイム』に来れば、楪ゆずり葉はに『杜もり若わか楪葉』として描かせてやるって、そう言ってくれたもの。だから今度は私があの子を救う番なのよ」

　夜よ桜ざくらは、かつて大人たちに嫌々『役目』を押し付けられてきた自分と楪葉とを重ねている。

　そんな自分は、楪葉のマンガを読んで励まされ、救われた。

　だから今度は自分のマンガで、楪葉のことを救ってやると意気込んでいるのだ。

『──杜若王おう子じ郎ろうをぶっ潰つぶす──』

　あの言葉の意味が、今はっきりと分かった。

「………………」

　伊い織おりはやれやれと首を横に振る。

　──彼女は自みずから否定しているが、やはり悲劇のヒロインだったようだ。

　伊織の頭の中で氷ひ室むろ小路こうじの高笑いが思い出される。

「……あのなあ、夜桜。君は氷室小路さんに騙だまされているんだよ」

　夜桜は「どういうこと？」と表情を作る。

「楪葉は、杜若王子郎を無理やり引き継がされたわけじゃない。楪葉の意思で、亡くなったお父さんから杜若王子郎を継いだんだよ。それに、楪葉が君と疎遠になったのは、杜若王子郎を継いだせいで忙しくなったからではない」

「噓うそよ」

「噓じゃない。現に彼女は『ライン』で連れん載さいしながらも、高校の漫まん研けんでマンガを描いたり、こうしてみんなで合宿に来たりしているだろ」

　夜桜は、チラリと伊織が持つ絵を見る。

　そこに描かれている楪葉は、仲間たちと楽しそうに笑っている。自分ではなく、伊織たちと楽しくやっている。それは間違いない事実。

「……じゃあ、どうしてよ。どうして楪葉は私と会わなくなったの？　どうして私を避けていたの？」

　夜桜が今にも泣きそうな顔をしているので、伊織は慌てる。

　親友に突然突き放された彼女は、その『理由』を求めた。救いを求める彼女は、それらしい『理由』を氷室小路から与えられてあっさりと信じてしまったのだ。

　それが偽いつわりだと聞かされた今、彼女は心の支えを失ったことになる。

「……私のせいなの？　……私、楪葉に嫌われることなんてした覚えがないわ……」

　だから当然そこに帰結する。

「違う！　嫌ってなんかいないよ！　あいつは君が好きだからこそ、君が大事だからこそ、ずっと会えなかったんだ！」

　楪葉は、『マンガの神様』のせいで父親が亡くなったことがショックで、『マンガの神様』に巻き込みたくないという思いから、親友の夜桜と距離を取っていた。

　あの少女はそういうところがある。かつて、新しく出来た大事な友人──萌もえ黄ぎを自分の持つ運命に巻き込まないために、漫まん研けんから去ろうとしたこともあった。

　大切な人を傷つけないために。

　しかしその優やさしさが、萌黄の時と同じく、こうしてすれ違いを生んでしまっている。

「意味が分からないわ……。なんで好きなのに会えないの？　好きならいつだって側にいたいものじゃないの？」

「そ、それは……」

　伊い織おりは口をつぐむ。

『マンガの神様』のことは秘密なので、夜よ桜ざくらに教えることが出来ない。それに、仮に説明したところで突拍子がない話なので、余計に話がこじれるかもしれなかった。

「と、ともかく、君は悪くないんだ！　楪ゆずり葉はのことを信じてくれ！　いいか？　楪葉は無理やり杜もり若わか王おう子じ郎ろうをやらされているわけじゃないんだ。彼女の意思で杜若王子郎として面白いマンガを描いているんだ。それは間違いない事実なんだ」

　伊織は真剣な表情で訴えるように言うが、夜桜は納得いかない表情をしている。

「氷ひ室むろ小路こうじ編集長は、君を仲間に引き入れるために、親友の楪葉を餌えさにしたんだよ。君は『タイム』を利用していると言っていたが、やはり『タイム』の方が君を利用しているんだ。君の力を使って楪葉を移い籍せきさせたあとのことなど考えていない。それこそ売り上げのために杜若王子郎として描かせ続けるだろう。このままでは君は手て駒ごまにされて捨てられるだけだぞ」

「……そんな……」

「考え直せ。そこにいちゃダメだ。『ライン』でなくてもいい。君のマンガを評価してくれる場所で描くんだ。アイドル・東雲しののめ夜桜ではなく、漫まん画が家か・東雲夜桜として見てくれる場所にな。マンガをしっかり描いて、それで漫画家として上を目指せよ。親友と一緒に夢を追い続けろよ。楪葉だってそれを望んでいるんだ。……そう、この僕だって」

「伊織……」

　夜桜は感かん激げきした様子でジッと伊織を見つめる。

「僕は君のマンガが好きだ。まだ拙つたなさはあるが、この先もっと上う手まくなる。楪葉も君とまた楽しくやりたいはずだ。昔みたいに一緒にマンガだって描けばいい。僕も協力する。僕たちと一緒に笑い合おうよ」

　伊織は諭さとすように言って、そして穏おだやかに微笑ほほえみかける。

　その手には、漫研の皆と笑い合う楪葉の描かれた絵。

「楪葉と一緒に……」

「ああ、そうだ。楪葉のためにも、頼む……！」

　伊織の熱い眼まな差ざしを見て夜桜は、

「……分かったわ、伊織……」

　ようやく穏おだやかな表情を向けてくれた。

「そうか、良かっ──」

「──私、『タイム』で描き続けるわ」

　しかし、次に夜よ桜ざくらが見せたのは、突き放すような冷たい表情だった。

　伊い織おりに対する不信感を感じさせるものだ。

「くっ……。そうか、いきなり言われても信じられないよな……」

　仕方がない。口先だけでは簡かん単たんに人の考えを変えさせることなど出来はしない。

「……そうね、いきなりそんなこと言われても、はいそうですかってわけにはいないわよ。けど、信じるとか、信じないとか、そんなことは関係ないの。たとえ氷ひ室むろ小路こうじ編集長が噓うそをついていても、私は利用されて終わるつもりなんてないしね。『タイム』であらゆる手段を使って、トップになってやるわ」

　夜桜は、遠目で海を眺めながら続ける。

「楪ゆずり葉はの真意は分からない。伊織の言うように、氷室小路編集長が噓をついているのかもしれないし、楪葉は杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして『ライン』で描き続けることを、自みずから望んでいるのかもしれない。だからといって、私も自分の信念を変えるつもりはないわよ。『タイム』で描いているのは、楪葉のこともあるけど、それ以上に漫まん画が家かでトップになるのが私の夢なんだからね。『タイム』でなら私はそれが実現出来るのよ」

「……何な故ぜだ？　君が漫画家を目指したのは、マンガで誰だれかを喜ばせたいからじゃないのか？　楪葉の面白いマンガを読んで励まされたからじゃないのか？」

「そうよ。私がやりたいことは、マンガで沢山の人たちと一緒にハッピーになること」

「だったら面白いマンガを描くことが重要だろ！」

「一緒にマンガで盛り上がるには、買ってもらうしかないわよね？　アイドルのステージを見てもらって、みんなで盛り上げるのと同じこと。そのためなら何だってするわ。何回も言わせないで。面白いマンガを描くことは、みんなに買ってもらうための『付加価値』に過ぎないの。私は面白いマンガを描くこと以外の『付加価値』で勝負するわ」

「…………」

　夜桜は、デビュー作と同じようにグラビアやおまけを付けて、売り上げをブーストする作戦を止める気はないとはっきり言い切る。

「あのね。私だって、出来ることならもっと面白い作品を描きたいわよ。けど、物心つく頃ころから描き続けてきた楪葉や、マンガだけに専念している人たちには簡単に追いつけないことくらい分かっている」

　どこまでも全力で、どこまでも努力家な彼女だ。きっと伊織と同じで負けず嫌いなところがあるはずだ。夜桜の言葉には悔しさがこもっていた。

　夜桜が椅い子すの上のスケッチブックに目をやったので、釣つられて伊織もそちらを見る。

　そこに描かれているのはマンガだ。

　今、夜よ桜ざくらの持てる力を振り絞って描いているものだ。

「……それでも伊い織おりは、私にマンガだけで勝負して欲しいの？」

「ああ。その方が君のためにもなる。君にはその才能がある。この天才が保証してやるよ」

「……そう」

　夜桜は少し考える素振りを見せる。

「だったら伊織。あなた、私のアシスタントになりなさいよ」

「は？　何だって？」

「前に言ったわよね？　私、伊織の才能に惚ほれてるって。さっきあなたの絵を見て確信したの。こんな風に楪ゆずり葉はを魅み力りよく的てきに描けるんだもの。私の大好きな人をいつも以上に可愛かわいく描いてくれた。あなたなら私のマンガのキャラクターたちをもっとステキにしてくれるに違いないわ。伊織と私が組めば、絶対に日本一になれる」

「……お、おいおい。僕は天才だしその才能を欲したくなるのはしょうがないが、僕はアシスタントはやらないぞ」

「どうして？　楪葉に悪いから？」

「楪葉は関係ないよ。僕は僕のマンガで日本一を目指しているんだからな」

「もしかして楪葉のこと好きなの？」

「はあ!?　だ、だから関係ないって言っているだろ！　人の話を聞け！」

「……いいな、楪葉は。側にいてくれる人がいて」

　そう言いながら夜桜は伊織に接近する。至近距離で瞳ひとみを覗のぞかれて伊織は動揺する。

「な、なにを言っているんだ……!?」

「もう、わっかんないかなぁ。アイドルの夜桜ちゃんが寂しがっているんだよ？　これってチャンスなんじゃない？」

　夜桜がじっと見つめてくる。

　なんということだ。おまけにそのまま伊織の二の腕に抱き付いてきたのである。

「なッ!?　お、おい、なにを……!?」

「お願い、私のアシスタントになって……。ただってわけじゃないわよ……？」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせた艶つやめかしい表情で、間近で見つめてくる。しかもお互い水着だし、ほとんど裸同然の状態で密着しているのだ。

　もしも夜桜のファンだったら、このまま昇天していたことだろう。

　いや、ファンでなくとも健全な高校生男子なら、堕おちないはずがない。相手は超人気アイドルだし、ルックス自体飛びぬけているのだ。

（ダ、ダメだ……。やられる……!?）

　伊織が堕ちかけたその時──。




「コラ─────────っ！」




　突然の叫び声。

　伊い織おりはその声で何とか正気を取り戻した。

　ふと顔を前に向けてみると、黒の長い髪かみを風で揺らす水着姿の小柄な美少女。

「ゆ、楪ゆずり葉は……!?」

　夜よ桜ざくらが気まずそうに言う。

　そこにいたのは、頰ほおを膨ふくらませながら伊織たちを睨にらみつける楪葉ではないか。

「伊織くんが飛ばされた絵を追いかけて行って、なかなか戻ってこないと思ったら、なんで夜桜さんと一緒にいるんですか!?」

　楪葉は、激はげしい剣幕で迫り、密着している夜桜と伊織を力ずくで引き離した。

「あはっ……。たまたま会っちゃって……。ねぇ？　伊織？」

　夜桜は伊織に目配せした。

「たまたま会ったのはしょうがないにしろ！　なんでくっ付いてたんですか!?　きちんと説明して下さい！」

　まるで生活指導の先生のように、伊織と夜桜を怒鳴りつける。
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「……楪ゆずり葉は？　もしかしてヤキモチ焼いてるの？」

「ッ!?」

　楪葉は、夜よ桜ざくらからのその指摘に対して、顔を真っ赤にする。

「ち、違います！　そんな場面を撮とられて、夜桜さんがスキャンダルになったら大変じゃないですか！」

「ああ、大丈夫よ。このビーチ、ほとんど人なんていないし、仮に見られてもなんなりと誤ご魔ま化かせるから。撮さつ影えい用ようのエキストラとか適当に言うわよ。伊い織おりは私がもらってもいいわよね？　アシスタントにちょうだいよ」

「え!?　アシスタント……？」

　夜桜は、楪葉に見せつけるようにして、また伊織の二の腕に抱き付く。

「※※※!?」

　声にならない声を出しながら、楪葉は飛びつこうとするが、夜桜は伊織の身体からだを盾のようにする。

　しょうがなく楪葉は、夜桜から引き離そうと、反対側から伊織の腕を引っ張った。

「な、なによ！　そんなに必死になるなんて、やっぱり付き合ってるのね!?　彼氏だったのね!?」

「ち、違います！　伊織くんはアシスタントなんてやりませんので！　彼は漫まん画が家かでトップを目指しているんですから！」

　二人の美少女が伊織を引っ張り合う。

「ちょ……。や、やめ……」

　両腕を激はげしく引っ張られて痛いはずなのだが、それぞれに柔らかいものが当たり心地よいので、それほど辛くはない。

　な、なんだこのハーレム展開は……!?

　これも『マンガの神様』の仕し業わざなのか!?

　だったらしょうがない！

『マンガの神様』最高！




「──なにやってるの」




　と、伊織が浮かれているところに、さらに新たな人物が参戦した。

　伊織たちの前に登場したのは──。

「き、霧生きりゆうさん!?」

　ああ、なんということだろう。いつの間にか萌もえ黄ぎが涙目でこちらを見ているのだ。萌黄は、伊織も楪葉も戻ってこないので心配になって様子を見にここに来たようだが。

「ううぅ……」

　そんな萌もえ黄ぎの瞳ひとみには、美少女二人を両腕にはべらせている伊い織おりが映っている。

　え、なにこれ？　修しゆ羅ら場ば？

　修羅場的なやつ？

　だとしたら何てことを！

『マンガの神様』最低！

「ま、待って霧生きりゆうさん、これは──」

「おじゃましました……」

　伊織が説明する暇ひまも与えぬまま、萌黄はクルッと回れ右して、砂すな埃ぼこりを上げながら向こうにもの凄すごい速さで走って行ってしまった。

「うおおおおい！　待って！　勘違いだから！　君たちどいてくれ！　誤解を解かないと！」

「ちょ、ちょっと、伊織！」

　伊織は二人を振り払い、大慌てで萌黄を追いかけていった。

「……あーりゃりゃ。逃げられちゃったか」

　伊織の後ろ姿を見送ったあと、夜よ桜ざくらはてへっと舌を出す。それから残された楪ゆずり葉はと、しばらく無言で見つめ合う。

「……楪葉」

　楪葉はぺこりとお辞じ儀ぎして、伊織と萌黄を追いかけようと後ろを向き歩き出した。

「ちょっと待ってよ、楪葉」

　ピタリと止まり、首を傾ける。

「あなた、やっぱり伊織のこと──」

　夜桜の言葉に即反応し、楪葉は顔を赤くしながら身体からだごと振り向いて睨にらみ付つける。

「よ、夜桜さんには関係ありません！」

　分かりやすい子だなあと夜桜は微笑ほほえんだ。

「……まあでも、良かった。伊織の言うとおり、元気にやってるみたいじゃない」

　夜桜の表情は、真剣なものへと変わる。

「教えて、楪葉。あなた、私のためにずっと私を避けていたって本当？　私が大事だからこそ、会うことが出来なかったって」

「……伊織くんから聞いたのですか？」

「ええ。詳くわしくは話してくれなかったけどね」

　楪葉は意を決した表情を作る。

「信じられないとは思いますが、私と一緒にいればいつか夜桜さんに災わざわいが及ぶと思ったのです。薄々は感じていたはずです。私と一緒にいる時、不思議な出来事によく遭あうことに」

「…………」

　夜よ桜ざくらには心当たりがあった。

「……そうね。なにせこの島自体が」

「ええ、私たちが初めて会った島ですからね」

　潮しお風かぜに髪かみをなびかせながら、二人の少女が見つめ合う。

　楪ゆずり葉はは福引きでこの島の旅行を当てた時から、きっとこうなるだろうなと予見はしていた。

　初めて出会ったこの地で、二人はこうして再会した。

　なんとも数奇な巡り合わせである。

「私の身の回りでは、こういうマンガのような巡り合わせがよく起こるのです。そして、それは時に人を傷つけることもあります。だから私は夜桜さんを傷つけまいと思って、距離を置こうとしました。でもそれは間違いだったんです。今更虫のいい話かもしれませんが、また昔みたいに一緒にいられればと思っています。夜桜さんは私の大事な友達だから」

「……そっか。そうだったんだ」

　そんな突拍子もない話を、夜桜はあっさりと受け入れることが出来ていた。

　楪葉の言葉は夜桜にとって喜ばしいものだったからだ。楪葉は楪葉で、自分のためを思って行動してくれていた。二人の間の友情を再確認出来たのだ。

　だが、夜桜にはまだ確認しなければならないことがある。

「……もう一つはっきりさせて。あなたは自分の意思で杜もり若わか王おう子じ郎ろうになったのね？」

「はい」

「『ライン』の編集長に無理やりやらされているわけじゃないのね？」

「はい」

　楪葉は迷いのない瞳ひとみだった。

「……なるほどね。伊い織おりの言う通り、氷ひ室むろ小路こうじさんに騙だまされちゃってたわけか」

　事態を飲み込め、夜桜は「あーあ」と苦笑いを浮かべた。

「騙されていた、とは？」

「ああ、楪葉は気にしなくてもいいから。私の問題よ」

　全まつたくもって余計な心配だったようだ。楪葉は自分の意思でマンガを描いている。

　氷室小路に担がれていたのだ。

　──しかし、そんなことは今更どうでもいい。

「……ところで楪葉。私を倒せる面白いマンガはもう描けたのかしら？」

　伊織に語ったように、夜桜はトップを目指すために『ライン』と戦うことをやめるつもりはない。自分のやり方で杜若王子郎を破り、漫まん画が家かでも花開いてやるのだ。その夢はこれからも追い続ける。

　たとえ相手が親友であろうとも、夢のためには乗り越えなければならない時がある。

「良ければ教えてよ。どんなマンガを描いているのか。売り上げですらアイドル漫画家を超こえる、面白さだけを追求したマンガをね」

　夜よ桜ざくらは問いかける。

　親友がどんなマンガで自分を打ち倒す気でいるのか。

　すると楪ゆずり葉はは、夜桜に顔を向けてジッと見据えた。

「………………」

　唇を結び、何か決心したような表情を作っている。

　楪葉はしばくしてから口を開き、夜桜に告げた──。




「うそ……でしょ……!?」

　楪葉から告げられたその言葉に、夜桜は大きく動揺することしか出来なかった。
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　日も落ちてきたので、漫まん研けんのメンバーは皆ホテルへと戻っていた。

　あの後、伊い織おりは逃げる萌もえ黄ぎを追い駆け回して散々だった。萌黄は相変わらずのスピードを見せつけ、なかなか追いつくことが出来ず、ついさっきやっと話を聞いてくれたような状況だ。

「じゃあ、知り合いと間違われて、さっきの女の子にいきなり抱き付かれたの？」

「そ、そうなんだよ！　それで楪葉が僕のことを助けようとしてあんな状態になったんだよ！」

「……ふーん。ねえ、さっきのって、アイドルの夜桜ちゃんだよね……？」

「ああ、きっとそっくりさんだよ！　いやあ、まさかアイドルのそっくりさんに知り合いと間違われるなんてね！」

　あまりに動揺して噓うそがろくにつけていない。

　しばらく萌黄は真顔で伊織を見つめるが、

「なんだ～そっか、そっくりさんか。それに、いきなり抱き付かれたんじゃしょうがないね」

　満面の笑顔を浮かべ、納得した様子になった。

　さすがの天然である。心配になるレベルだが、今回に限っては救われたといったところか。

「じゃあ、左そ右う田だくん、晩ばん御ご飯はんにしよっか！　みんなでレストランに集合だね！　私はゆずちゃんとミモリン先生に声掛けてくるから、左右田くんは、磯いそ辺べくんと丸まる山やまくんの方をお願いね！」

　言われたとおり伊織が男子を集めてレストランに行くと、女性陣も揃そろっていた。

　伊織たち一行は豪ごう華かな食事を楽しんだ。その間に伊織は、楪葉の様子を注意して見ていたが、彼女は普段と変わった様子もなく、萌黄と食事を楽しんでいた。

　伊織は浜辺で萌黄を追い駆け、楪葉と夜桜を置いて行ってしまったのだが、周りに漫研の皆がいるので、あの後どうなったか楪葉に話を聞けずにいた。

　二人きりで話をしたのだろうか。

　もしかしたら、楪葉は夜桜との長年の誤解を解けたのだろうか。




　食事も終わり、自由にホテルの夜を過ごすことになった。

　それぞれ時間を見て、自室で就寝をして、明あ日すの朝食の時間に集合という予定だ。

　ホテル内に、海を望めるテラスがある。

　伊い織おりはそこで一人、スケッチを取っていた。

　描くのは、空にまたたく星だ。備え付けの椅い子すに腰掛け、夜空を仰ぎ、煌きらめく星を描く。

　都会の雑踏や、車の走る音も皆無。耳に入るのは心地良い波の音だけ。

「──また描いてるんですね」

　波の音に紛まぎれて、少女の声が届いた。

　それは、もはやすっかり聞き慣れた楪ゆずり葉はの声だった。

　視線を移すと、テラスの入口から自分を見下ろす楪葉と目が合い、伊織は頷うなずく。

「ああ。こんな星空、都会じゃ街まちの明かりのせいで、絶対に見ることが出来ないからね。マンガのための貴重な資料だよ」

　楪葉はテラスに足を着ける。そのまま伊織の隣となりに座り、スケッチブックを覗のぞき込こんだ。

　伊織は楪葉が見やすいようにそれを傾ける。

「ちょっとでも君に追いつくために、日々こうやってアイディアや技術を蓄えないといけないからね」

「……私に追いつくため、ですか」

「ああ。絶対に僕は君を超こえて、日本一の漫まん画が家かになってやるよ」

　伊織のドヤ顔を見ながら、楪葉は目を伏せている。

　どこか辛そうな顔にも見えた。

「さっき夜よ桜ざくらとは喋しやべれたのか？」

「はい、二人で話をしました」

「そうか。それで誤解は解けたのか？　夜桜は、君が勅て使し河原がわら編集長に杜もり若わか王おう子じ郎ろうを強制されていると思い込んでいたようなんだが」

「……伊織くん。『マンガの神様』のこと、夜桜さんに話したんですね」

　楪葉はムッとした表情だ。

「い、いや、すまない。一応、隠そうとはしたんだが……」

　伊織が慌てた様子になると、楪葉はクスッと笑った。

「いえ、いいんですよ。お蔭かげでちゃんと話が出来ましたから。誤解を解くことも出来ました。また昔のような関係に戻れそうですよ」

「そうか！　なら良かったよ」

　伊織の嬉うれしそうな反応を見て、楪葉も釣つられたように微笑ほほえむ。

「……ありがとうございます。伊織くんがいたから、私はこうして皆さんと思い出を作れました。今回のことといい、伊い織おりくんには感かん謝しやしています」

「な、なんだよ急に」

「きちんとお礼を言えていなかったと思いまして。伊織くんと出会わなければ今でも『マンガの神様』を恐れていたでしょう。あの日、私のために描いてくれた【学園戦国ミネルヴァ】を見せてくれていなければ、そして、私のことを説得してくれなければ、こうして漫まん研けんの皆さんと合宿には来られませんでしたから」

　楪ゆずり葉はの素直な感謝の言葉に対して、慌てて伊織は咳せき払ばらいする。

「僕が面白いマンガを描くためだよ。君に感謝されたくてやったわけじゃないからな」

　楪葉の熱っぽい視線を感じた伊織は、照れ隠しのために話題を変えようと口を開く。

「……それで、どうなんだ？」

「なにがですか？」

「新作だよ。夜よ桜ざくらとわだかまりが解けても、漫まん画が家かとして戦うことは変わりないんだからな。『タイム』を超こえられるような作品はもう出来ているんだろ？　良ければ軽く内容を聞かせてくれよ。当然パクったり、誰だれかに話したりなんてしないからさ」

「すみませんが、それは出来ません」

　楪葉は真顔だ。

「……まあ、そうだね。立場上まだ差はあるが、プロとして僕は君とライバルなんだ。軽々しく未発表の作品の内容を話すわけにはいかないよな。すまない、僕が無神経だったよ」

「ああいえ、そういうわけではありません。マンガが出来ていないので話すことが出来ないのですよ」

「え？　そうなのか？　まあそうはいっても、ほとんど描き上がってはいるんだろ？　こうやって漫研の合宿に来ている余裕があるんだからさ」

「いえ、残念ながら、まだ何も描けていません」

　思いがけない答えに、伊織は目を見開く。

「お、おい、大丈夫なのか!?　締め切りまでほとんど時間がないはずだろ!?　もうとっくに出来上がっていると思ったのに！」

「そうですね……。描きたいところなんですが……」

　楪葉は目線を下にする。

「どうして描かないんだよ!?　君らしくもない。アイディアに煮に詰つまっているのか？」

「描けないんです」

　楪葉は告げた。




「──私、マンガが描けなくなりました」








　　　　　第四章　常夏の狂詩曲ラプソディ　その２









　夜の撮さつ影えいも終わりを迎えた。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらの細い肢し体たいを、温かいお湯が蒸気と共に流れて行く。

　砂や潮しおの汚れ、それに一日の疲れを落とすために、夜桜はホテルの一室でシャワーを浴びていた。

「ふぅ……」

　バスローブに身を包み、濡ぬれた髪かみを拭ふきながら椅い子すに腰掛ける。

　テーブルにスケッチブックを広げた。

　そこに絵を描こうとするのだが、手が動かない。

　明日あしたになれば、また写真集の撮影などで忙しくなる。今のうちにちょっとでもマンガの制作を進めなければならない。それなのに夜桜は、自分の作品に集中することが出来なかった。

　理由は分かりきっている。

　昼間のビーチで楪ゆずり葉はが言っていたことだ。

「……楪葉、あなたやっぱり杜もり若わか王おう子じ郎ろうを辞やめるべきなのよ」

　夜桜は独白する。

　楪葉は言っていた。自みずからが望んで杜若王子郎を名乗っていたことを。

　しかし続けてこう言っていた。




　──マンガが描けなくなった。




　理由は分かる。

　言いながら心細そうに目を下に伏せていた楪葉の姿が、幼い頃ころの彼女に重なった。

　思い返せば、小さい頃の楪葉はいつもそうだった。夜桜にはとても真ま似ね出来ないようなレベルのマンガを簡かん単たんに描いてしまうのに、自分の実力にどこか自信が持てないようだった。

　夜桜は、かつて楪葉と交わした約束を思い浮かべた。




　今いるこの島で、夜桜が楪葉と最初に出会った時のことだ。

　夜桜は楪葉に、当時撮影中だった映画の台本を手渡した。それから泣き言を聞いてもらった。難しい台詞せりふが多かった上に、役に感情移入することも出来ないのだと。もう台本を開くのも嫌になっているのだと。

　楪ゆずり葉はは黙って夜よ桜ざくらの話を聞いてくれていたが、愚ぐ痴ちを言い終えた夜桜が押し黙ると、不意に声を上げた。

「これ可愛かわいいですね」

　彼女が指差していたのは、夜桜が台本の１ページに落書きしたネコの絵だ。気け怠だるそうにへたりこんだネコの絵で、夜桜のネガティブな感情を表現したものだった。

「私も落書きしてもいいですか？」

　夜桜が頷うなずくと、楪葉は鉛筆を取り出して台本の隅にさらさらと絵を描き始めたのだ。

　楪葉は楽しそうに笑いながら、次々と台本のページをめくりながら、その一枚一枚に絵を描き続けていく。

　その本当に楽しそうな横顔に見み惚とれている間に、楪葉の一連の絵は完成していた。

「見ていて下さいね」

　楪葉がパラパラと台本のページをめくっていくと、へたりこんだネコの前に別のネコがやって来た。

　新たに登場したネコは、寝転んでいたネコに手を差し伸べる。そうして二匹のネコは、軽快に踊り始めたのだ。

「すごい……！」

　それはパラパラマンガだった。

　楪葉の手で、夜桜のただの落書きが、一つの『作品』となったのだ。

「すごい。すごいよ。こんなの作れるなんてすごい。楪葉ちゃんが大人になれば、きっとすごい漫まん画が家かさんになれるよ」

　感動した夜桜が声を上げると、楪葉が気恥ずかしそうに笑った。

「……そうでしょうか。あんまり自信ないです」

　謙けん遜そんする楪葉に、夜桜は言った。

「じゃあさ、私が手伝ってあげる。楪葉ちゃんはすごいんだもん。もし楪葉ちゃんが落ち込んでいたら、今度は私が助けてあげる」

　幼い楪葉が頰ほおを薄く染めながら、こくりと頷うなずいた。




　夜桜は荷物の中から、あの時の台本を取り出した。そしてぱらぱらとページをめくる。楽しそうに踊る二匹のネコを見つめながら、夜桜は微笑ほほえんだ。

　芸能活動で挫ざ折せつした時、いつもこの二匹のネコたちが夜桜に元気をくれた。へこたれた夜桜に手を差し伸べてくれた。

　楪葉のマンガが、悩める少女だった夜桜を、人気アイドルの東雲しののめ夜桜へと導いてくれたのだ。

　だから今度は夜桜の番だ。

　楪葉がマンガを描けなくなった理由。

　──あの子にとって、『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』は『重荷』なのだ。

　たとえ自みずから望んで始めたとあっても、それは変わりない。だから楪ゆずり葉ははマンガが描けなくなったのだ。

　マンガを描けなくて悩んでいる楪葉を、『杜若王子郎』として苦しんでいる楪葉を、『杜若楪葉』として漫まん画が家かへの夢の階段を登らせてあげるのだ。

　その力が楪葉にはある。杜若王子郎でなくなれば、楪葉はきっと苦しみから解放される。昔のようにステキな笑顔でマンガを描いてくれる。

　ふと夜よ桜ざくらは、左そ右う田だ伊い織おりが描いていたスケッチを思い出した。あの絵の中で楪葉は、楽しそうに笑っていた。

　でも夜桜は知っている。あの日、夜桜のためにマンガを描いてくれた楪葉の横顔の方が、もっときらきらと輝いていたことを。

　やはりそうだ。楪葉のことを漫画家へと導くことが出来るのは、夜桜しかいないのだ。アイドルに自分を導いてくれたように、今度は自分が楪葉を導く。

「──だからあなたに勝つ。あなたに勝って、あなたを『タイム』に連れて行く」

　夜桜の決意は揺るぎない。

　──絶対に『ライン』と『杜若王子郎』を倒す。
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「マンガが描けなくなった……だと？」

　夜の静寂の中、伊織の声が響ひびいた。

　ホテル内のテラス。並べられた椅い子すに伊織と楪葉は座っている。

　驚きよう愕がくの表情の伊織に横から覗のぞき込こまれながら、楪葉は、憂いを帯びた表情で夜空を見上げて続きを話し出した。

「はい。この数週間、私は一度もマンガを描いていません。【スタプリ】は既すでに描き上げていたストックがありますので連れん載さいが止まることはありませんが、ここずっと【スタプリ】の原げん稿こうも、勝負用の新作も、一切描けてはいません」

　あの楪葉がマンガを描かない。たとえ天地がひっくり返ってもあり得ない話だと思う。伊織と同等以上に、マンガの話をし出せば饒じよう舌ぜつが止まらないあの楪葉が。マンガを描くことに情熱を燃やし続けてきたあの楪葉が。

「は、はは……。冗談だろ？」

　無理に笑いかける伊織に対して、楪葉はゆっくりと首を横に振る。

「な、なんで描けないんだよ？」

「描こうと思っても、何も思い浮かばないのです。スランプ、というやつでしょうか」

　それに対して伊い織おりは、大げさに首を横に振る。

　悪い冗談だと信じたかった。伊織にとっては、尊敬するあの杜もり若わか王おう子じ郎ろうがスランプに陥おちいるなんて考えられない事態なのだ。

「し、しかし！　マンガなら漫まん研けんでみんなと一緒に描いているじゃないか!?　この間も主人公・ラビのキャラデザをあんなに上う手まく描いていたし！」

「あれは言われた絵を描いたに過ぎませんよね。私自身が考え、私自身の意思で、私のマンガを描くことが出来ないのです」

　言われてみればそうだ。

　ここずっと、彼女は部内で自みずからマンガに対する意見を言うこともなかった。ただ、漫研の皆の意見に従って動いていただけのように思う。自らマンガを描く意思を見せてこなかった。

「…………何な故ぜだ」

「はっきりとは分かりません。こんなことは初めてですので」

　伊織はかつての自分を思い出した。

　楪ゆずり葉はと出会い、杜若王子郎の正体を知った伊織は、面白いマンガが描けなくなった。天才漫画家・杜若王子郎が自分と同い年の少女だという事実に圧され、その焦りによってである。

「……僕は以前、君に勝つためにマンガを描いていたから、スランプに陥った。今の君もそうなんじゃないのか？　夜よ桜ざくらや『タイム』に勝とうとする気持ちが先行してしまい、面白いマンガを見失っているんじゃないのか？　しかも、もしも負ければ『ライン』から移い籍せきしなければならないという焦りも加わって。君は今、目先の勝利と売り上げのためにマンガを描いてしまっているんじゃないのか？　だから──」

　また楪葉は、力なさげに首を横に振る。

「いいえ。今も昔も、私は誰だれかに勝とうなんて気持ちでマンガを描いたことなんて一度もありません。あくまで面白いマンガを描こうという気持ちだけで描いてきました。そうやっているうちに、気が付けば【スタプリ】が売り上げ１位になっていたに過ぎません。今だって夜桜さんに勝つため、なんて気持ちは一切持っていません。目先の売り上げではなく、ともかく面白いものを描こうとする気持ちに揺るぎはありませんよ」

「じゃあ、なんで描けないんだよ……！」

　伊織の苛いら立だった様子を見て、楪葉は押し黙る。

「……『はっきりとは分からない』と言ったな。じゃあ、なんとなくは分かっているってことなのか？　どうなんだよ。答えろよ……！」

　伊織の厳きびしい追及に対して、楪葉はどこか達たつ観かんした表情だった。

「そうですね。勝とうとはしていませんが、あるいは負けたいのかもしれませんね」

「なんだと……？」

「もっと言えば『杜若王子郎』から逃げたいのです。『タイム』との勝負に負ければ、『タイム』に移い籍せきすることになる。夜よ桜ざくらさんが言っていました。『タイム』に行けば、『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』ではなく、『楪ゆずり葉は』として描かせてもらえるかもしれないと」

　伊い織おりは目を細める。

「……君は『杜若王子郎』を辞やめたいのか？」

「はい。私は知らず知らずのうちに、この名前を利用してしまっていました。そのことに気づいてしまったので」

　伊織は啞あ然ぜんとする。

「……まさかディナーの時の夜桜の言葉を気にしていたのか？　大丈夫だって言っていたのに、無理していたのかよ。なんであの時言ってくれなかったんだ？」

「…………」

　楪葉は俯うつむくばかりだ。その様子は、弱々しい『少女』でしかなかった。

「だが、君は自分でも言っていたじゃないか。君が杜若王子郎の名前で描いているのは、売り上げのために利用しているからじゃないって。僕もそれくらい理解している。気にすることなんてないさ。勝手に言わせておけばいいんだ。今までと変わらず、胸を張って杜若王子郎のマンガを描けよ」

「違います。確かに、売り上げのために『杜若王子郎』の名前を利用しようと思ったことは一度たりともありません。ですが、気づいてしまったのです。自分自身の『居場所』のために『杜若王子郎』を利用してしまっていたことに」

「『居場所』……だと？」

　──楪葉はずっと孤独だった。

　大好きな父の死。それが全すべての引き金だった。『マンガの神様』のせいで他人を不幸にしてしまう。こんな自分なんかに存在する価値はないとさえ思うようになった。

　そんな彼女の唯一の拠より所どころがマンガを描くことだった。友達を作らなくても、マンガのキャラクターが一緒にいてくれたし、楽しい思いを独りでも手に入れることが出来た。

　そして、杜若王子郎として、多くの読者たちを幸せにすることも出来た。他人を不幸してしまう自分も、面白いマンガを描くことで他人を幸せにすることが出来た。

　杜若王子郎としてマンガを描く。それだけが自分の存在理由だ。

　そう信じた。

　だから楪葉は、杜若王子郎として、面白いマンガを描き続けてこられた。ファンたちの過大な期待やプレッシャーに負けることなく、全力でマンガを描いてこられた。

「だけど、今の私にはもう『杜若王子郎』は必要ありません。私には新しい『居場所』が出来ました。『漫まん研けん』という『居場所』です。だから、もう無理して『杜若王子郎』を続ける必要もないのです」

　伊織のお蔭かげで、楪葉はもう一度他人との関わりを手に入れられるようになった。『マンガの神様』の恐怖を乗り越え、受け入れ、友達を作る勇気を貰もらえた。

　その証明に、こうして仲間たちと一緒に楽しい旅行だってしている。

　これからは『杜もり若わか楪ゆずり葉は』として、普通の女子高生として生きることだって出来る。

　だから『杜若王おう子じ郎ろう』を捨てようとしている。

　しかし、そんな楪葉の主張に対して、伊い織おりは首を横に振る。

「……ここで負けて『タイム』に移ったところで、あの氷ひ室むろ小路こうじさんが売り上げのために杜若王子郎を捨てさせるとは思えない。あんなの夜よ桜ざくらを勝負に駆り立てるための方便だろうさ。負けて『タイム』に移い籍せきしても、君は『杜若王子郎』からは逃れられない」

「それなら『タイム』からも去るだけですよ。もちろんマンガが好きなことには変わりありません。だけど、私は漫まん研けんで皆さんとマンガを描くことが出来ればいい。もはや私にはプロとして描く理由はありません。楽しくマンガが描ければそれで十分なのです。だからもう、普通の女の子に戻ろうと思います。……ただの杜若楪葉に」

　伊織は心中穏おだやかではない。

　目の前の少女の言葉に、心が揺さぶられる。

「……待てよ。ちょっと待てよ。つまり君は、漫まん画が家かを辞やめようとしているのか？」

　あり得ない。

　そんな選択だけは存在してはいけない。

「伊織くんはあの時言ってくれましたよね？　『楪葉』として私が必要だって。伊織くんも漫研の皆さんも、『杜若王子郎』ではなく『私』のことが必要だって」

　楪葉は柔らかい表情だった。

「だから、もういいんです。私はもう漫画家を──」

　しがらみから解放された、そんな表情だった。

　とても穏やかで、満足げな。




「ふざけるなよ」




　しかし、伊織の表情は、それとは真逆のものだった。

　極きわめて険けわしい表情で、楪葉を鋭く睨にらみ付つける。

「僕や漫研のみんなを言い訳に使うな」

　伊織の鋭い視線が、楪葉の困り顔を捉え続ける。

「………そんなことはしていません」

「しているじゃないか。霧生きりゆうさんたちのためだからという言い訳をして、杜若王子郎であることから逃げようとしているじゃないか。売り上げ至上主義の『タイム』を超こえる面白いマンガを描くプレッシャーから逃げようとしているじゃないか。冷静になれ。君は『売り上げよりも面白さが重要』という思いがプレッシャーになって、それでスランプになっているだけなんだよ。かつてない強大な敵を前に、どうしていいか分からなくなっているんだ。いつもどおりに描けば大丈夫だよ。変に気負うな」

「……………」

「想像してみろ。君が漫まん画が家かを辞やめたらどうなると思う？　君の作品をどれだけの人間が待っていると思っているんだ？　杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガを心待ちにしているファンたちはどうなるんだ？　今まで応援してくれたファンはどうなるんだ？　君はその人たちを裏切るつもりなのか？　君は本当にそれでいいのか？」

　楪ゆずり葉はは俯うつむきながら、視線を伊い織おりに向ける。

　──迷っている、その目を見て伊織はそう感じた。

「僕は君を超こえることがずっと夢だったんだぞ。君が漫画家を辞めれば、その夢は叶かなえられなくなる。そんなの許さないぞ。いつも通り、みんなが喜ぶ最高のマンガを描いてくれよ。君らしくないじゃないか。僕の知っている楪葉はそんな弱いやつじゃないはずだ。僕を失望させるなよ。みんなのためにも、漫画家を──杜若王子郎を続けてくれよ」

　伊織は力強く言い切った。

　楪葉の気持ちを繫つなぎとめようと必死だった。

　しかし。




「──『私らしい』ってなんですか？」




　今度は楪葉が伊織のことを睨にらみ付つけ、刺とげ々とげしい口調で言った。

　思わず伊織は、動揺で口をつぐむ。

「……分かりました。結局、伊織くんは私ではなく杜若王子郎のことが大事なんですね」

「なんだと……？」

「だってそうじゃないですか。杜若王子郎のマンガが読みたいから、そして、杜若王子郎を倒したいから。そのために私に漫画家を続けて欲しいだけじゃないですか。伊織くんは私のことを、自分のために利用しているだけなんですよ」

「……ッ!?　そ、そんなことは……！」

　伊織は、それ以上は言い返せなかった。

　咄とつ嗟さに言葉が思いつかなかったのもあったが、楪葉が言いながら、目を潤うるませていたからだ。

　今にもその大きな瞳ひとみから滴しずくがこぼれそうになっている。

「ゆ、楪葉……！　僕は……！」

　伊織の次の言葉を待たずして、楪葉は勢いよく立ち上がった。

　その瞳に伊織は映っていない。

「………………しばらく一人にして下さい」

　そのまま楪ゆずり葉はは、伊い織おりをその場に残し、テラスからホテルの屋内に入って行った。

　星空の下、ぽつんと一人残される伊織。

　楪葉を追いかけることも、椅い子すから立つことも出来なかった。

　伊織は、しばらく呆ぼう然ぜんとしてから地面を睨にらみ付つけ、

「クソッ！」

　激はげしく両りよう膝ひざを叩たたいた。




（何をやっているんだ僕は……！）




　──後悔する。

　──もっと楪葉の気持ちを考えるべきだった。

　楪葉はまだ16の少女なのだ。自分と同じ高校生の子どもに過ぎない。

　だけど、だけどだ。どこか自分より上の存在として見ていた。

　マンガのような存在だし、自分よりずっと強いやつだと思い込んでいた。

　以前、楪葉に対して、現実とマンガを混同するなと叱りつけたくせに、いつの間にか自分が同じことをしでかしていた。

『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』という『最強のキャラクター』だと思い込んでいたのだ。

　でも違う。いくら『マンガみたいな人間』でも『マンガのキャラクター』ではないのだ。

　楪葉は、血の通った本物の人間なのだ。

　プロの漫まん画が家かとしてプレッシャーに押しつぶされそうにだってなる。杜若王子郎としての立場が重荷にもなる。苦しいことよりも、目の前の楽しいことに手を伸ばしたくもなる。

　そして、今になって分かる。

　楪葉に自分の気持ちばかりを押し付けようとしていた。楪葉のためではなく、自分のためになっていた。漫画家として一番になる。それが楪葉の望みだと勝手に決めつけていた。現に彼女は今、日本一とも言える立場にある。

　そんな彼女が超こえるべき対象──『最強の杜若王子郎』で居続けて欲しかった。

　自分の夢のための指針で居続けて欲しかった。

　伊織は頭を押さえ項うな垂だれた。

　──どうすればいいのか分からない。

　漫画家を続けて欲しいのが正直な願望だ。自分だけでなく、日本中の人間がそれを望んでいるだろう。けれど、彼女がそれを拒絶するというのなら、強制は出来ない。

　仮に強制したところでいいモノなんて描けない。

　楪葉の泣き顔が頭をよぎる。




「──左そ右う田だくん？」




　自分の名を呼ぶ声に反応する。

　顔を上げてみると、伊い織おりのいるテラスの中へ萌もえ黄ぎが顔を覗のぞかせていた。

　萌黄は心配そうに背中を丸めている伊織を見つめていた。

「どうしたの、左右田くん？　気分でも悪いの？」

「……ああ、いや、ゴメン。ちょっと、疲れただけだよ。一日中遊んだからね」

「ホント？　それなら良かった」

　ホッと胸を撫なで下おろしながら、萌黄はいつものスマイルを見せる。

　しかし、また不安げな表情を作り、後ろを振り向いた。

「ゆずちゃん、何かあったのかな？　さっき声掛けたんだけど、そのまま行っちゃって……」

「ああ、きっとあいつも遊び疲れているんだよ」

　伊織は萌黄に心配をかけまいと、笑顔を取とり繕つくろう。本当のことを説明するわけにもいかなかった。当然、杜もり若わか王おう子じ郎ろうのことを話すわけにもいかない。

　なによりこれ以上、誰だれかの悲しむ顔を見たくなかった。

「そっか、ゆずちゃんも遊び疲れちゃったか。ゆずちゃん、今日きよう一日、すごく楽しそうだったもんね」

　そう言って、萌黄は楪ゆずり葉はが歩いて行った方を見ながら、微笑ほほえみを浮かべている。

　──そうだ、あいつは本当に楽しそうだった。

　今日一日、笑ったり、怒ったり、拗すねたり、色んな表情を見せていた。

　マンガだけが楪葉の全すべてではない。

　友達との思い出作りをあいつが何よりも望んでいるのなら、それを取り上げることは出来ない。しかも長年手に入れることの叶かなわなかった、ようやく摑つかんだ幸せなのだ。マンガを描くことよりも優ゆう先せんしたくなっても仕方ないのかもしれない。

　漫まん画が家かを辞やめて、すぐ近くの友達を大切にする。それが間違いだとは伊織は思わない。

　高こう良ら翔しよう太た郎ろうとの戦い。糸いと屑くずほたるのアシスタント生活。それを通して伊織は、現友実達と妄想マンガの両方を選んだが、それが絶対の正解ではない。どちらか一方しか選ばないのも、また一つの正解だと思う。

　選ぶのは楪葉自身だ。

「ねえ、左右田くん。隣となり、座っていい？」

　萌黄の声で、伊織は我に返る。

「え？　ああ、もちろんだよ」

　さっきまで楪葉がいた椅い子すに、今度は萌黄が腰掛けた。お風呂上がりのようで、とてもいい香りが漂ってきた。

「うわ～！　キレイだね！」

　伊い織おりは萌もえ黄ぎと一緒に星空を見上げる。

　改めて見ても、素晴らしい星の海がどこまでも広がっている。無限に広がる銀河を見れば、自分の悩みも、楪ゆずり葉はの悩みも、全部ちっぽけなことに思えてきた。

「アメリカは向こうかな」

　萌黄は夜空の向こうを指差して言った。

「霧生きりゆうさんは日本こつちに戻って来てるけど、お父さんもお母さんも、まだアメリカにいるんだよね？」

　萌黄はアメリカからの帰国子女だ。父親の仕事の関係で両親はアメリカ在住。萌黄は単身帰国してきた。その理由が日本のマンガのためというから凄すさまじい。

「うん。お父さんったら、毎日、朝晩に１回ずつはメールか電話をしてくるんだよ。もうそんなに小さいわけでもないのに、心配し過ぎだよね」

　萌黄が不服そうに頰ほおを膨ふくらます。

「はは。そりゃあ大事な娘だからね。遠く離れた土地で一人暮らしだなんて、心配にもなるさ」

「でも、いくらなんでも過か保ほ護ご過ぎるよ。今私が住んでるマンション、一人で住むには広すぎるし、セキリティだって厳げん重じゆう過ぎるんだもん。本当は自分で住む家決めたかったんだけど、お父さんがここじゃなきゃダメだって言うんだもんね」

「へえ、凄すごそうだね。一度、是非行ってみたいもんだな」

　それを聞いた萌黄は、顔を赤らめる。

「じゃあ、左そ右う田だくん。今度、来てみる……？」

「え？」

　隣となりに座る萌黄とバッチリ目が合う。

「う、ううん！　ほら、ゆずちゃんとかみんなでね！」

「え!?　あ、ああ、もちろんだよ！　漫まん研けんのみんなで行きたいよね、うん！」

　二人っきりで萌黄の部屋に入ることを想像してしまい、伊織は煩ぼん悩のうを断ち切ろうと首をブンブン横に振る。

「そ、それにしても、ホントに星キレイだよね！」

　萌黄に言われ、伊織は改めて頭上を眺める。

　広大な星空だ。ずっと眺めていたい。そんな気分になってくる。

「【スタプリ】を思い出すよね。ほら、２巻の最後の方で、こういうキレイな星空を流りゆう星せいくんところなちゃんが一緒に眺めるシーンがあったもんね」

「……うん、そうだね……」

　──杜もり若わか王おう子じ郎ろう作【スタプリ】。

　もしも杜もり若わか王おう子じ郎ろうがマンガを描くことを辞やめた時、その読者たちも悲しむことになるだろう。

　今ここにいる萌もえ黄ぎだってそうだ。

　多くの人間が杜若王子郎のマンガを待ち望んでいる。

　──しかし、やはり強制をすることは出来ない。

　編集の意向や大人の事情で、作者の気持ちとは裏腹に、マンガの連れん載さいの引き伸ばしがされることなんてザラではある。

　それでも、最後にマンガを描くか決めるのは、漫まん画が家か本人なのだ。

「ねえ、左そ右う田だくん。私ね、アイドルの夜よ桜ざくらちゃんがどうしてあんなことしてまで、マンガを売ろうとするのか疑問だったけど、今ならなんとなく分かるんだよね」

　萌黄の言葉に、伊い織おりは驚おどろく。

「……へえ、どうしてだい？」

　伊織と同等以上に、夜桜と『タイム』のマンガの売り方に嫌悪感を示していた萌黄が、一体どういう心境の変化なのだろうか。

「マンガってね、みんなで楽しめることが一番大事なんだと思うんだよね」

「みんなで楽しむ……？」

「うん。たくさんのファンの人たちを巻き込んでみんなで楽しむ。それが大事なんだよ。マンガだけじゃないよ。アイドルを応援してる人たちもそう。みんなで一つのことに夢中になること。スポーツだってなんだってそう。楽しいことをみんなで楽しみたい。面白いマンガを読んで、誰だれかと共有したいって気持ち、みんなあれと一緒なんだよ」

　萌黄の笑顔を見ながら、伊織は聞き入る。

「マンガを通して誰かと分かり合える。マンガを通してみんなと仲良くなる。それってステキだなって私は思うんだ。きっと夜桜ちゃんをきっかけに初めて『タイム』を読んで、マンガが好きになった人たちだっているはずなんだよ。この先ずっと関係のない世界の人たちだったかもしれないけど、夜桜ちゃんのお蔭かげで、そんな人たちとお友達になれるかもしれないんだよ。ある意味奇跡だよね」

「…………」

「私がマンガを好きになってなかったら、今、日本にいなかっただろうし、漫まん研けんだって創つくらなかっただろうね。マンガが好きじゃなかったら、ゆずちゃんとも、磯いそ辺べくんとも、丸まる山やまくんとも、ミモリン先生とも出会えなかった。マンガのお蔭で、みんなと友達になれたんだよ」

　萌黄の笑顔はキラキラしている。この星空のように純粋な輝きを放っている。

　素直に彼女の言う通りだと思う。マンガという共通の繫つながりがなければ、ここに皆が集まることなんてなかった。

　伊織が楪ゆずり葉はと巡り合うこともなかった。

　それは決して『マンガの神様』の力ではない。




　マンガそのものが持つ力だ。




「……でもね。それも含めて、みんなと出会えたのは、左そ右う田だくんのお蔭かげでもあるんだよ」

　ふいなことだったので、伊い織おりは驚おどろきを顔に出す。

「え？　僕の？」

「うん。私がマンガを好きになったのはね、左右田くんのお蔭ってこと」

「どういうこと？」

「小学生の時、絶対漫まん画が家かになるんだって言って、教室でも熱心にマンガを描いてたでしょ？　そんな左右田くんを見ているうちに、段々気になっていってね。左右田くんがそんなに夢中になるなんて、マンガって一体どんなものなんだろうって」

「そう……なの？　え？　じゃあ、僕が漫画家を目指す前は、霧生きりゆうさんはマンガが別に好きじゃなかったってこと？」

「うん、そうだよ。ちゃんとマンガを読むようになったのは、左右田くんがきっかけなんだよ。気になって女子のお友達に貸してもらったら、すぐにハマってね。前に話したと思うけど、お父さんの教育方針で好きなことを周りになかなか言えなかったんだけど、その頃ころからずーっと好きだったの。だからね。左右田くんのお蔭でマンガを読んで楽しい思いが出来たし、ゆずちゃんたちとも仲良くなれたんだよね」

「…………」

　何ということだろう。

　伊織が漫画家を目指すようになったきっかけは萌もえ黄ぎの言葉だった。萌黄が「絵が上う手まいから漫画家になれる」と言ってくれたからマンガに興きよう味みを持ち、マンガに触れ、マンガを自分で描くようになった。

　いわば萌黄のお蔭で伊織はマンガが好きになれた。

　そして、萌黄がマンガを好きになったのは、伊織が一いつ生しよう懸けん命めいだったから。伊織が描いたマンガを読ませてもらい、それから惹ひかれていった。

　つまり、お互いがお互いをマンガ好きへと導いていたのだ。

「ありがとうね、左右田くん」

　そう言いながら、萌黄の頰ほおが僅わずかに紅こう潮ちようしている。

　円つぶらな瞳ひとみでジッと伊織を見つめているのだ。

　美しい星空の下。

　二人きりの空間。

　……あれ、なんだろう。

　……めちゃくちゃいいムードなんですけど。

　真まっ直すぐ萌もえ黄ぎは自分のことを見つめ続けている。

　伊い織おりは思った。

　今なら言える。

　──僕を漫まん画が家かへと導いたのは君だ。

　──君が言ってくれたからこそ、僕は本気で漫画家を目指せたんだ。

　──何な故ぜなら僕はずっと君が……。

「き、霧生きりゆうさん……。あのね……」

　伊織は緊きん張ちようでゴクリと生なま唾つばを飲み込む。

　そして口を開き、想おもいを告げようとした時──。




「うほほほ────────っいッ！」




　テラスに響ひびく謎なぞの大声。そのまともな人間が発したとは思えない奇声は、いい雰囲気になりかけていた場の空気を一変させる。

　どうやら不審者が現れたようだ。

「ちょりやああああああぁぁぁぁぁぁ─────ッ！」

「ぐふぅぅ!?」

　さらに不審者のバックアタックが伊織を襲おそう。無防備だった背中に放たれた跳とび蹴げりにより、伊織は床にダイビングヘッドを決めさせられた。

「だ、大丈夫、左そ右う田だくん？」

　萌黄が慌てて助け起こしてくれたが、肉体的にも精神的にもダメージは大きい。恋愛マンガさながらのムードが、あっという間に台だい無なしにされたのだ。

「い、一体何なんだよ！」

　怒りに任せて伊織は不審者に向き直り、その人物の正体を見た。

「こおおぉんなところでえぇぇぇ～。ぬわああああにやってんのよおおおぉぉぉぉ～。あんたらあああああぁぁぁ～」

　みもりだ。乱入者は古ふる町まちみもりだ。伊織たちの担任にして、漫まん研けんの顧こ問もんだ。

　巻き舌で凄すごみながら、みもりは千鳥足で近づいてくる。その姿はどう見ても酔っ払いだった。それも悪質な酔っ払いである。

（くそ！　いいところだったのに！）

　伊織は心の中で舌打ちした。

「左右田ぁぁ～～～。いい度胸じゃないのぉぉぉ～～～～～」

「な、なんですか、先生!?　痛ッ！　痛ッ！」

　いきなりみもりは、伊織にヘッドロックを決めてきた。がっちりとしたホールドで全まつたく抜け出せない。

「不純異性交遊はいかんぞぉぉぉぉ～～～～！　あたしの目の黒いうちは、見逃さんからなあぁぁぁ～～～～～～！　こちとら引率で来てんだからねえええぇぇぇぇ～～～～～！」

「そ、そんなことしてませんよ！　話をしてただけですよ！　ていうか、先生！　お酒飲んでるでしょ!?」

　あまりに酒臭いうえ、みもりの顔は真っ赤だった。おまけにシラフでは考えられない悪ノリで、ベッタリと抱き付いて全体重を掛けて来るのだ。

「先生！　重いですから！　ていうか苦しいです！　やめッ！　やめてッ！」

　萌もえ黄ぎは、みもりに絞め落とされそうになる伊い織おりを前に、オロオロするばかりだった。
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　みもりから解放され、伊織は首周りをさすりながらホテルの廊下を歩いている。完全に酔っ払っているみもりのことは、萌黄に介抱を任せた。今いま頃ごろ自室でぐっすりだろう。

　別れ際、萌黄と「お休み」を言い合った。一晩眠って、明日あしたの朝、また笑顔で合流する予定だ。

　そんな伊織の表情は、さっきまでとは打って変わっている。

　不安で今にも押しつぶされそうな弱々しいものから、決意溢あふれる表情へと変わり、前へ前へと迷いなく歩いて行くのだ。

　今すぐに、どうしても行かなければならない場所があった。

　──ようやく目が覚めた。

　みもりによって物理的にという意味もあるが、それよりも萌黄の言葉によって精神的に目が覚めていた。

　自分の気持ちがはっきりした。

　マンガへの想おもい。漫まん画が家かへの想い。杜もり若わか王おう子じ郎ろうへの想い。

　溢れる熱い気持ちを胸に、伊織は楪ゆずり葉はの泊まる部屋の前に辿たどり着ついた。

　どうしても楪葉に伝えたいことがあった。

　伊織の楪葉に対する今の気持ちだ。

「……楪葉？　いないのか？」

　激はげしくドアをノックする。

　しかし、返事はない。

　寝てしまったのか、無視しているのか、どこかに出ているのか……。

　ドアの前で伊織が途方に暮れていると、コツコツとこちらに近づく足音が聞こえてきたので、そっちを振り向いてみた。

　シルエットからして楪葉かと思ったが違った。廊下の向こうから歩いて来たのは、サングラスを掛けた小柄な少女だった。

「あら？　伊い織おりじゃないの」

「……夜よ桜ざくらか」

　声で誰だれかすぐに分かった。変装した夜桜だ。一般客に気づかれないようにサングラスで顔を隠しているらしい。いつもはツーサイドアップに結っている髪かみの毛も下ろしていて、すっかり雰囲気を変えている。

「そういえば、君もこのホテルに泊まっているんだったな」

　伊織のことを見ながら、何な故ぜか夜桜は口元をニヤニヤさせている。

「なになに？　伊織、ベタにオートロックで閉め出されちゃったパターン？」

「違うよ。ここは楪ゆずり葉はの部屋だ」

「ウソ!?　こんな近くだったの!?」

　夜桜は両手をギュッと握って感かん激げきの動作をする。どうやら彼女の部屋もこの階層らしい。

「……え？　でも、伊織、楪葉の部屋にこんな時間になんで……？　……まさか夜よ這ばい!?　夜這いなの!?」

「アホか！」

「楪葉がいくら可愛かわいいからってそれはダメよ！　ああもう！　あなたにヤラれるくらいなら、私がヤルわよ！　そこをどきなさい！」

「落ち着け！　ちょっと話がしたかっただけだ！」

　興こう奮ふんした様子の夜桜を諌いさめる。

「そ、そう、お喋しやべりにね。……でも、楪葉ならまだ外にいるかもしれないわね。さっき私、夜の撮さつ影えいをしていたんだけど、浜辺で楪葉が歩いてるの見かけたもの。撮影中で声を掛けたりは出来なかったけど」

「……そうか。情報ありがとう」

　伊織は軽く頭を下げ、そのまま行こうとする。

「なにかあったの？　私も一緒に探してあげましょうか？」

「いや、君は自分のマンガを描いてくれ。勝負のマンガを描くのに忙しいはずだからな。今だって貴重な空き時間だろうし」

　夜桜は脇にスケッチブックを抱えており、伊織はそれを見ながら言った。

「それじゃあな。頑張ってくれ。新作、楽しみにしているよ」

　伊織は夜桜の横を通り廊下を歩く。

　すれ違いざま、伊織の横顔が只ただならぬ表情だったので、夜桜は、

「……伊織、もしかして楪葉から聞いたの？」

　伏し目がちに尋ねる。

「あの子、マンガが……」

　伊い織おりは立ち止まった。そして、夜よ桜ざくらに背中を向けたまま言った。

「ああ。描けなくなったらしいな」

　伊織の背中を見ながら、夜桜の表情が曇くもっていく。

「……私のせいね。私が余計なことを言ったから。私が杜もり若わか王おう子じ郎ろうを利用してるなんて言ったから、そのせいよね」

「君は気にするな。あれがきっかけかもしれないが、いずれはぶち当たる壁かべだったろうさ」

　夜桜のあの一言の前から、楪ゆずり葉はは引っ掛かりを覚えていたはずだ。遅かれ早かれ、こんな時が訪れてはいただろう。

『杜若王子郎』としてマンガを描き続けること。その重圧。その苦しみ。伊織の想像以上の重荷だったはずだ。いや、楪葉にしか分からないだろう。なにせ杜若王子郎はこの世に彼女しかいないのだから。

「杜若王子郎は強制されたものじゃない。楪葉が望んで始めたこと。けど、あの子には段々と重荷になってたのよね……」

　聞きながら伊織は首を傾け、夜桜の方を見る。

「今までその重荷に耐えられたのは、それが楪葉にとっての全すべてだったから……」

　杜若王子郎としてマンガを描くことが、彼女の生きる唯一の拠より所どころだった。しかし今の彼女には、それに代わりうる大事なものがある。

　現在を共にし、日々一緒に思い出を作る、伊織や萌もえ黄ぎ、漫まん研けんメンバー。

　過去を共にし、『マンガの神様』を克服したことでよりを戻せた親友・夜桜。

　そして、これから現れる、未来を共にする人たち。

　──少女にとって杜若王子郎はもはや不要。

　──苦しみながら続ける価値はない。

「でも安心して伊織。私の新作の載のった『タイム』が『ライン』の売り上げに勝利すれば、あの子を解き放てる。『ライン』から移い籍せきして、杜若王子郎を捨てられるはずよ。杜若王子郎が重荷になっているのなら、楪葉として漫まん画が家かを続ければいいだけのことよ」

「……無駄だ。氷ひ室むろ小路こうじさんが許すわけがない。売り上げのために、君を騙だましてまで『タイム』に引き込もうとする狡こう猾かつな人だぞ。売り上げのためとあらば、杜若王子郎という肩書きを利用しないはずがないんだ」

「だからこそよ！　だから正体を明かすのよ！　『あの杜若王子郎が現げん役えき女子高生だった！』　この煽あおり文もん句くなら絶対売り上げもアップよ！　これなら氷室小路編集長も食いついてくれるわよ！　これであの子は杜若王子郎から解き放たれ、夢だった漫画家も続けられる！　最善のかたちじゃない！」

　夜桜は嬉うれしそうにテンションを上げている。これ以上ないグッドアイディアだ。そう確信しているようだが、伊織は首を横に振ってあっさりそれを否定する。

「ダメだ。それでは結局、杜もり若わか王おう子じ郎ろうであった過去を利用しているに過ぎない。それでは今までと同じことなんだ。杜若王子郎そのものが重荷になっているんだからな」

「──だったらどうすればいいのよ……！」

　伊い織おりの力ない言葉に対して、夜よ桜ざくらの声色が一変する。──『喜』から『哀』へと。

「あの子は杜若王子郎のせいで、大好きなマンガを描けなくなっているのよ！　あの子は弱い子なの！　幼い頃ころからそうだった！　自分のマンガに自信が持てないこともあった！　それでも無理して描いていたのよ！　パパやおじいちゃんから継いだか知らないけど、あの子に杜若王子郎なんていらないのよ！」

　涙声だった。台本などではない、口にする言葉は彼女の感情そのものだった。

「……夜桜が思っているほど、あいつは弱くないぞ」

「弱いわよ！　現にマンガが描けなくなって苦しんでるじゃないの！　知った風な口をきかないで！　私の方があの子を知っているのよ！　それとも、こんな状態でも描き続けさせるって言うの!?　楪ゆずり葉ははマンガを描くロボットじゃないのよ！　大人の都合にあの子を付き合わせないでよ！　大好きだったマンガを奪わないでよ！」

　夜桜は呼吸を乱す。

　サングラスを外し、目元を拭ぬぐう。

　深呼吸を繰くり返かえし、少し落ち着きを見せたところで、伊織は再び口を開いた。

「……そうだね。『杜若王子郎という最強のキャラクター』を演じなければならないというのは、僕らが想像している以上の重荷のはずだ。だけどな、夜桜。それでもあいつは今までずっと戦ってきた。杜若王子郎として、その名に恥じない最高の作品を僕たちに提供してくれてきた。何な故ぜだか分かるか？」

　夜桜は涙目で伊織を見つめる。

「だから、それしかなかったから……。あの子にはそれしか……。人との繫つながりを失なくしたあの子にとって、唯一の場所だったから……」

　昼間の浜辺での会話で、夜桜も『マンガの神様』という存在を何となくは理解していた。そのせいで楪葉がずっと孤独だったことも。その孤独を埋めることが出来たのは、杜若王子郎という立場があったからだということも。

「君は楪葉にどうして欲しい？　杜若王子郎を捨てて欲しいのか？」

「……ええ、そうよ。……あの子がそれで苦しんでいるのなら」

「それはおかしいな。たかが苦しいだけで辞めるのか」

「はあ？　なによそれ……!?」

　伊織は、夜桜の目を真まっ直すぐ見る。

「君はアイドルとして、苦しいと思ったことが一度もなかったか？」

「あ、あるに決まってるじゃないの！」

　プライベートを削ってでも仕事やレッスンに時間を費やしている。体型を維持するために日々食事や栄養に気を遣っている。アンチにボロクソに叩たたかれることもある。

　現在進行形で、苦しいことなんていくらでもある。

「じゃあそんなに苦しい思いをしてまでも、どうして頑張ってこられたんだ？」

「っ!?　……そ、それは……」

　──それ以上に楽しいことがあったから。

　──支えてくれるファンたちがいたから。

　──ファンたちの笑顔が見たかったから。

　伊い織おりは、言葉に詰まる夜よ桜ざくらに背中を向け、廊下を歩き出した。

「ま、待ちなさいよ！　そういう伊織は……伊織は、楪ゆずり葉はにどうして欲しいのよ！」

　夜桜の問いかけを受け、伊織は立ち止まり、背中を向けたまま話した。

「僕は、楪葉が一番望むことをやって欲しいと思っている」

「楪葉が一番望むこと？」

「ああ。君だってそうだろ？」

「そ、そんなの当たり前よ！　私はあの子の親友なんだからね！」

「そうか。じゃあ君も楪葉の望むことをやって待っているんだな」

「な、なにを……？」

　伊織は顔だけを夜桜に向け、

「──マンガを描いて待っていろ」

　そう言い残し、廊下を曲がって行った。

　夜桜は胸元をギュッと握り、それを見送った。

「伊織……」

　それから手に持つスケッチブックを見つめ、夜桜は決心した表情をしていた。

　最後に見せた伊織の表情が優やさしい笑みだったので、彼女の気持ちは少しだけ落ち着いていた。
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　廊下で夜桜と別れ、伊織は談話室までやって来た。

　そこでは大きなテレビを見ながら、磯いそ辺べと丸まる山やまが話をしているところだった。島には携帯電話の電波や、インターネットは通っていないが、テレビの電波は受信しているので観みられるそうだ。いわばこれが外部からの唯一の情報源である。

「二人とも、楪葉を見なかったか？」

　伊織が尋ねると、磯辺と丸山は怪け訝げんな表情になる。

「ゆずっち？　さあ、見てねえけど」

「ボクも～。晩ばん御ご飯はんの後から会ってないね～。もう部屋に戻って寝たんじゃないの～？」

「……そうか」

　晩ばん御ご飯はんの後に、伊い織おりは楪ゆずり葉はとテラスで話をした。それから伊織の前から姿を消し、その足で浜辺に行き撮さつ影えい中の夜よ桜ざくらに目もく撃げきされた。

　とすると、まだ外にいる可能性が高そうだ。

「おい、見ろよ伊織」

　丸まる山やまに言われてテレビの画面を見てみると、明あ日すの天気予報をやっている。

「なんかさ～、台風が来てるらしいよ～。明日あしたは嵐あらしになるかもね～」

　今週一杯は快晴の予報だったが、突然、台風が急速に進行方向をこちらに向けて動いているのだそうだ。

「今晩から天気崩くずれるかもしれないってさ～。台風すぐにどっか行ってくれたらいいんだけどね～」

「てことはよお。下へ手たすりゃ明日は一日ホテルで引きこもりじゃねえかよ」

　磯いそ辺べがホテルの従業員に聞いたところ、状況によっては、明日は定期船を出すことも出来ないらしい。

「明後日あさつてまでには晴れてもらわないと困るよね～。船が出せなきゃ帰れないしさ～」

「まあ、それはそれでもう１泊出来るしオレはいいけどな」

「でもあれだよね～。推理小説とかマンガじゃあ、こうやって嵐で島に閉じ込められちゃうパターンってよくあるよね～」

「ハハッ！　あるある！　それで殺人犯が出て、次々と犠ぎ牲せいに──」

「そんなことあるわけないだろ！　いい加減にしろ！」

　バカ笑いする二人を制止しようと、伊織は怒りの声を上げる。その滅多なことが起こらないとは限らないのだから、迂う闊かつな言動は控えて欲しいものだ。

　しかし、当然ながら磯辺と丸山はきょとんとなる。

「え……。いやいや……。ギャグじゃん……。お前なにマジになってんだよ……？」

　磯辺と丸山の痛々しそうな視線を受け、傍はたからすればいかに自分の行動がおかしかったか気づく。

「い、いや、不ふ謹きん慎しんなことを言うなって思っただけだよ」

　伊織は改めて、楪葉の影えい響きようを強く受けているのを自覚する。

　あいつだってこの場にいたら、二人の言動を叱っていただろう。

　ああ、そうだ、楪葉だ。

　早く楪葉を探さないと……。

　伊織はガラス張りのホテルの窓から外を見てみた。

　いつの間にか、さっきまでの星空が噓うそのような曇くもり空ぞらが広がっていた。風もかなり強い。ガラス越しから空が見えるし、木の揺れ具合で風の強さが分かるのだ。

　予報通り天気が崩くずれ始はじめているようである。

「今晩はもう外には出ない方がいいなあ」

「そだね～。まあ、うちのメンバーはもうみんなホテルの中にいるでしょ～」

　外の悪天候を見ながら、伊い織おりは青ざめる。

「お、おい、伊織？　どした？」

　弾はじかれるように駆け出す伊織を、磯いそ辺べと丸まる山やまは呆ぼう然ぜんと見送った。




　空を覆おおう灰色の雲が瞬またたく間まにぶ厚くなっていく。まるで早回しの映像を見ているようで、今にも雨が降り出しそうだ。

　なんとかその前に楪ゆずり葉はを見つけ出そうと、伊織は海岸沿いを疾しつ走そうした。

「楪葉ぁ───────ッ！」

　大声で呼び掛けながら、懐かい中ちゆう電でん灯とうで辺りを照らして回る。どこかにいるはずの楪葉を、伊織は懸けん命めいに探した。

　行き違いでホテルに戻っているかもしれない。だけど、もしもまだ外にいてこのまま嵐あらしにでもなれば危険だ。早く連れ戻さないと。

　伊織は怒鳴るように楪葉の名を呼び掛けながら、砂浜を駆け回った。足元の砂は伊織の体力をどんどん奪っていく。

　やがて喉のどがかれ始めたころ、伊織は砂に残る小さな足跡を見つけた。

　辿たどっていくと、すぐ近くの岩場の辺りまで続いていた。

　激はげしく脈打つ心しん臓ぞうを落ち着かせながら、伊織はその足跡を辿って進んで行く。

　そこに楪葉はいた。

　砂浜に座り、海を眺めていたようだ。

　小さな背中が、いつも以上に小さく見えた。

「楪葉ッ！」

「伊織くん……？」

　駆け寄って来た伊織の激しい剣幕に、楪葉は面食らう。

「ど、どうしたんですか？　そんなに急いで？」

「台風が来てるんだよ！　この天気を見れば分かるだろ！　早く戻ってこい！」

　暗雲が立ち込め、強風が吹き荒れる。海も荒れ始めている。

「……ああ、本当ですね。全然気づきませんでした」

　楪葉は虚うつろな目だった。そんな調子でずっとこの海を眺めていたようだ。それほどに思いつめていたのだろうか。

　伊織は、テラスでの自分の言動を反省する。こんな状態になったのは自分にも原因があると。

「と、ともかく危ないから戻るぞ！　心配したんだからな！」

　伊い織おりが叱りつけるように言うと、楪ゆずり葉はは寂しげな笑みを浮かべた。

「……伊織くんが心配しているのって、杜もり若わか楪葉のことですか？　それとも杜若王おう子じ郎ろうのことですか？」

「…………っ！」

　暗い瞳ひとみの楪葉に見つめられ、伊織は咄とつ嗟さに何も言うことが出来なかった。

　しばらく気まずい沈黙が続いたあと、楪葉が呟つぶやくように話し出した。

「……すみません。せっかく心配して来てくれたのに、無神経なことを言ってしまいましたね。今のは忘れて下さい。早くホテルに戻りましょう」

　楪葉がふらふらと覚おぼ束つかない足取りで歩み寄って来る。

　その時。

　あまりに突然であった。

　スコールとでもいうような、ドシャ降りの雨へと天候が変わった。

　滝のような雨が二人に降り注いでくる。

「うわああああぁあぁぁぁぁぁ！　なんだこりゃあああああぁぁぁ!?」

　身に打ち付けてきて痛いほどだ。しかも視界もろくに見えない。

　それに加えて凄すごい勢いの横っ風まで吹いてきた。

　あり得ないスピードの天候の変化である。

　ホテルからここに来るまでに結構な距離を歩いて来たのだが、この豪ごう雨うでは真まっ直すぐ歩いて、引き返すことすらままならない。それほどの降水量と暴風なのだ。

「こっちです、伊織くん！」

　楪葉に手を引っ張られ、伊織はすぐそこの崖がけ下したへと入った。

　岩がん礁しようの間にぽっかりと穴が開いている。海かい蝕しよく洞どうというやつか。

　そこに一いつ旦たん身を隠すつもりのようだ。

「なんだここは!?　凄いな……！」

　入り組んだ入口を潜くぐって奥へと進むと、広々とした空間だった。

　自然が作り出した安全地帯シエルターだ。ここなら雨風の影えい響きようも受けない。

「先ほど彷徨さまよっている時に偶然見つけました。とりあえずここで雨風を凌しのぎましょう。それに見て下さい、伊織くん」

　伊織は懐かい中ちゆう電でん灯とうを楪葉に向け、彼女が示す場所を照らす。周囲の壁かべは岩肌だがそれほどゴツゴツはしていない。地面に落ちていた尖とがった小石を拾い上げ、楪葉がそれを使って岩がん壁ぺきをなぞると表面が簡かん単たんに削り取れ、その部分だけ白い痕あとになった。

「このとおり、壁に文字や絵を描けます。これなら遭そう難なん日数も簡かん単たんに残せますね」

「おい、縁起でもないこと言うなよ！　風が弱まれば出られるし、そんなに長く閉じ込められないって！　最悪、朝まで戻れなくても、霧生きりゆうさんたちが僕らがいなくなったのに気づいてくれるさ」

　というわけで、二人は天候がマシになるまで身を潜ひそめることになった。

　伊い織おりが持つ強力なＬＥＤ懐かい中ちゆう電でん灯とうのお蔭かげで、十分な明るさが確保されている。連続使用でも12時間は持つので、朝まで明かりが断たれる心配もない。ギリギリ洞どう窟くつの端まで視認出来る。とはいえ、闇やみの中であることは変わりなく心もとないので、楪ゆずり葉ははなるべく伊織の近くに寄り添うように近づく。

　伊織の耳に入るのは、雨と風の音。

　そして楪葉の息遣い。

　濡ぬれた髪かみ。湿って張り付く衣服。

　伊織はなるべく楪葉から目線を逸そらし、意い識しきしないように努める。

「な、なんだよ……」

　ふと見てみると、楪葉がまじまじと伊織の顔を見ているのに気づいた。

　どうしたのだろう、そのまま楪葉は、モゾモゾとワンピースのスカート部分を持ち上げようとしている。

「お、おい、なにやってんだ……？　え……？　ええ……!?」

　楪葉の次の行動に、伊織は仰天した。

　おもむろに楪葉は、着ていたワンピースをそのまま脱ぎ出したのだ。
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「な、なにやってんだァァ──────────ッ!?」

　咄とつ嗟さに伊い織おりは顔を背そむける。

「早く伊織くんも脱いで下さいよ」

「おい！　早まるな！　いくらマンガのためとはいえ、それは、さすがに！」

「いや、乾かさないと、風か邪ぜひきますよ？」

　伊織が見ないように目を瞑つむっていると、水がドボドボと地面に撥はねる音が聞こえた。楪ゆずり葉はが脱いだ衣服を搾しぼって雨水を落としているようだ。

「い、いや、それはそうだが、だからといって、いきなり脱ぐやつがあるか！　痴ち女じよか！　君は痴女なのか！」

「大丈夫ですよ。こんなこともあろうかと念のために着て来ましたので」

「え？」

　顔を上げて薄目を開いてみると、楪葉が下に水着を着込んでいたのが見えた。ドヤ顔で佇たたずんでいる。

「お、驚おどろかすなよ！　そうならそうと先に言え！」

「むぅ？　もしかして伊織くん、やらしいこと想像してたんですか？」

「え!?　そ、そんなわけないだろ！」

　伊織は「ゴホンゴホン」とわざとらしい咳せき払ばらいをしながら慌てて背中を向けた。そうやってから、楪葉に倣ならってビショビショのシャツを脱ぎギュッと搾って水を抜いた。

　ぶつくさ言いながらも、伊織は気分が少し晴れていたりする。さっきまで思いつめた様子の楪葉だったが、伊織をからかうくらいには気持ちに余裕があるようなので安心したのだ。

　それから二人は背中合わせになり、お互い体育座りになった。

　天気が良くなるのを、せめて、もう少し風が弱まるのを、ひたすら待つことにする。

　しかし、洞どう窟くつの外から聞こえてくる雨と風の音は衰おとろえる気配がなかった。

　そのまま時間が流れていき、やがて、

「……すみませんでした」

　伊織の後ろからそんな声が聞こえてきた。背中を向けたまま、後ろから楪葉の謝あやまる声が聞こえてくるのだ。

「な、なんだよ急に？」

「こうなったのは私の軽率な行動のせいです。伊織くんは私のことを外に探しにきたせいで、こんな状況に巻き込まれてしまいました」

「謝るな。別に、どこかの離れ島に流されたわけでもないし、まして遭そう難なんしたわけでもないんだ。それほど深刻な状況じゃないだろ。もう少し風が弱まればすぐにホテルまで戻れるよ。大体、『マンガの神様』のことなら全部受け入れてやると言ったはずだぞ。これも全部、貴重なマンガのための経験の一つだよ」

　楪ゆずり葉はは顔を伏せる。自分の抱きかかえた膝ひざにぎゅっと顔を押し付けるようにする。

「……すみません」

「だから止やめろって」

「……いえ。さっきテラスで伊い織おりくんに当たってしまったことですよ」

「え？」

　伊織は地面に左手を付き、半身になって楪葉の背中を見る。

「伊織くんの言う通りでした。私は漫まん研けんの皆さんを言い訳に使おうとしていたのです。今回のこの合宿に行こうと言い出したのも、勝負のマンガを描くことから目を逸そらそうとする弱い気持ちが招いたことなんです」

　犯行を自白するような、そんな口振りだった。

「夜よ桜ざくらさんを擁ようする『タイム』に売り上げで勝つには、今までよりも面白いマンガを描く必要がある。それが強いプレッシャーとなっていました。今まで売り上げについてほとんど意い識しきしたことがなく、売り上げ至上主義の『タイム』に対して、どうすれば売り上げで勝まさるような面白いマンガが描けるのかが分からなくなっていました。そして、あなたの指摘が的を射ていたからこそ、自分の不ふ甲が斐いなさが恥ずかしくなり、ついカッとなって当たってしまったのです。……私は最低ですね」

「ああいや、僕の方こそキツく言いすぎたよ。君だってプロの漫まん画が家かである前に、一人の女の子なんだ。たとえ君がどんなに凄すごい漫画家だろうと、迷ったりスランプになったりもする。仮に『マンガの神様』なんてものがあったとしても、君自身はマンガのキャラとは違うんだ。怒ったり、悔しかったり、そんな感情を持つのが当たり前なんだよ。何も恥じることはないし、愚ぐ痴ちぐらいいくらでも吐いていい。ぶつける相手がいないなら、僕が聞いてやるよ」

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうは世間には秘密。

　だからこそ、楪葉はその悩みを誰だれかに話したり、相談したりも出来なかった。

　側にいる伊織にも話しづらかっただろう。伊織にとって楪葉は尊敬する師し匠しようのような存在。絶対的信頼を寄せている。そんな彼に弱さを見せることがなかなか出来なかった。

「なあ、楪葉。僕が心配しているのは、杜若楪葉か、杜若王子郎か、どっちだと訊きいたな？」

　楪葉は顔を少し上げた。正面を向いたままなので、背中にいる伊織には表情を見せない。

「どっちもじゃダメか？　大事な友達である君。尊敬する漫画家である君。どっちも君だ。楪葉も王子郎もどっちも君なんだ。どっちも含めて、僕は楪葉のことが大事だし、心配に思っているんだ」

　首を傾けて後ろななめを見てみると、伊織が真剣な眼まな差ざしで楪葉の顔を覗のぞき込こんでいた。

「伊織くん……」

　楪葉は顔を赤くしたのに気づかれないよう、立てた膝に慌てて顔を埋めた。

「……伊織くんは、私にどうして欲しいですか？」

　楪ゆずり葉ははたどたどしい口調で尋ねる。

「どうして欲しい、とは？」

「やっぱり杜もり若わか王おう子じ郎ろうを続けて欲しいのですか？」

「…………」

　伊い織おりは既すでに決心を完了していた。

　自分の気持ちを包み隠さず伝えてやろうと。

「正直に言っていいのか？」

「はい」

　楪葉は膝ひざを抱えたまま目を瞑つむる。伊織に何を言われようが受け入れようと覚悟を決める。

「僕は君にマンガを描いて欲しい。漫まん画が家かとして。杜若王子郎として。これからもプロとして最前線で活かつ躍やくし続けて欲しい。友達や漫まん研けんの中だけでなく、プロとして面白いマンガを描き続けて欲しい」

「そう……ですか……」

　やはりか、と予想どおりの回答に少し気持ちがブルーになる。

「僕は君を利用している。それは認めるよ。君が描く面白いマンガを読みたいから。君が『杜若王子郎』として超こえる対象で居続けて欲しいから。自分自身のために君を利用しようとしている。自分自身の夢のために、君を利用しようとしているよ。僕のためにも杜若王子郎として漫画家を続けて欲しい。それが正直な思いだ」

「本当に正直ですね」

　楪葉は地面に顔を向けたまま力なく笑う。彼らしいかも、と思った。

「……だがな、これだけは分かって欲しい。何より僕は、君にとって一番幸せな道を選んで欲しいと思っている。僕のためや、全国の読者のためという気持ちもあるが、それが君にとっての一番の幸せだと思うんだよ。どんなに辛くても、杜若王子郎としてマンガを描くことが君にとって、一番の幸せなんだ。だから杜若王子郎を続けて欲しいんだ」

「え……？」

　思わず楪葉は、顔を上げて伊織の方をもう一度見る。

　相変わらず彼は、真剣な眼まな差ざしで楪葉を見ていた。

「どうして伊織くんはそう思うのですか？　私が杜若王子郎を続けることがどうして……？」

　伊織は洞どう窟くつの天井に目線を上げながら、思い出すように語り出す。

「あの日、夜よ桜ざくらのライブからの帰り。君を屋敷まで送っただろう？　君が家の中に入ったあと、実は、僕は天あま宮みやさんと喋しやべっていたんだよ」

「天宮さんと？」

　そういえばあの日、珍しく玄関を開けても天宮が出迎えてこなかったと、楪葉は思い出す。

「その時、教えてもらったんだよ。君の『杜若王子郎』への強い想おもいを──」




　　　　[image: ]




「──左そ右う田だ様にお願いがあります」

「え？　お願い？」

　杜もり若わか邸の大きな塀へいの前。

　南の島とは違い、星の見えない殺風景な夜空の下だ。

　天あま宮みやは伊い織おりに告げた。

「もしもお嬢じよう様さまが道を迷いそうになった時には、またあなたが正して下さい」

　そう言いながら、天宮の表情は真剣そのものだった。

　伊織は意味がよく分からず、怪け訝げんな表情をしてそれに応こたえ、天宮は補足するように続きを話し出す。

「あなたの言葉によって、お嬢様は『マンガの神様』に立ち向かうようになりました。もう一度、ご友人との思い出を作れるようになりました。このあいだの夏祭りも、今日きようのライブも行くことが出来ました。以前なら考えられないことです。あなたが正してくれたからこそ実現したことです。だから、今後も楪ゆずり葉はお嬢様の支えになってあげて下さい」

　伊織はどう返答していいのか迷う。天宮の方が楪葉との付き合いは長いし、自分なんかよりよっぽど深い関係性のはずだ。そんな人から重大な頼みを聞かされて、気軽に返答など出来ようはずもない。

「このようなお話をするのは、あなたがお嬢様と同じ漫まん画が家かだから、という理由もあります」

「漫画家だから……ですか？」

「はい。お嬢様は杜若王おう子じ郎ろうとしてこの４年、ずっとマンガ業界の最前線で戦い続けてきました。そのことでいつか身を滅ぼすかもしれません」

「身を滅ぼす？　それはどういう……？」

　天宮は意を決した表情で語り始めた。

「……そもそも、左右田様は、どうしてお嬢様が『杜若王子郎』を名乗ってマンガを描くようになったのかはご存知でしょうか？」

「ああ、はい。この屋敷で初めて楪葉と会った時に聞きました。世間から杜若王子郎の死を隠すためです。どうしても杜若王子郎の作品を手放せなかった、編集部の意向によって──」

　天宮は首を横に振った。

「いえ、それは初代王子郎様のお話です。２代目王子郎──楪葉お嬢様のお父様については話が違ってきます。２代目様からの引継ぎは、お嬢様が勝手に始めたことなのです」

「え？　どういうことです？」

「楪葉お嬢様のお父様が、事故で亡くなられたことはご存知ですよね？」

　道で子どもを車から庇かばってはねられたとの話だ。

　ちなみに萌もえ黄ぎも、同じ時期に車から誰だれかに救われた過去があるらしいが、それが楪ゆずり葉はの父だったのかは不明である。そのことで二人がすれ違い、楪葉が漫まん研けんを去りそうになったこともあった。

「当時、まだ幼かったお嬢じよう様さまは、お父様の突然の死を受け入れることが出来ませんでした。最愛の人がいなくなったという事実を、頭では理解しようとしても、幼い心が拒んでしまったのです。ですから、『マンガのようなこと』をしてでも、どうにかお父様を生き返させられないか様々に試されました。普通の人なら『現実逃避』と呼ぶようなことですが、お嬢様にとっては全すべて『現実的な方法』でございました」

　涙を頰ほおに落とす──。かつて伊い織おりが初めて杜もり若わか邸に訪れた時、強盗に刺された五い十そ山やま田だにやったようなことだろう。

　天あま宮みやによれば、最愛の父を生き返らせるために、黒くろ魔ま術じゆつのようなことや、口にするのもはばかるようなことまで行ったようだ。

「ですが、なにをどうやっても、お父様がお嬢様の元に戻ってくることはありませんでした」

　無情にも『マンガの神様』は、幼き楪葉の願いに応こたえてはくれなかったのだ。

「やがてお嬢様は、お父様を生き返らせることは諦あきらめられましたが、『漫まん画が家か・杜若王おう子じ郎ろう』という存在は死なせたくない、『杜若王子郎』がいなくなれば、お父様の存在はこの世から完全に消えてしまう、そう考えられるようになりました。だから、なんとしても『杜若王子郎のマンガ』が続けられる必要があったのです」

　ただ、初代が亡くなった頃ころとは状況が違った。

　もしも編集の人間に気づかれれば、王子郎が死んだことが世間に発表されてしまうだろう。そうなれば、もちろん連れん載さいは終了させられるし、『杜若王子郎』はこの世からいなくなってしまう。

　そう考えた楪葉は、大きな決断をした。

「そう、小学生の楪葉お嬢様は、大人たちを欺あざむき、杜若王子郎としてマンガの続きを描くことにしたのです。周囲には上う手まく立ち回り、お父様が生きているように装い、連載途中だった【フォーチュン・ブレイク】の原げん稿こうを編集部に提出し続けられました」

　考えてみれば、いくら面白いマンガが描けても、大人たちが無責任にも小学生にあの杜若王子郎の代わりを託すようなことはしないだろう。

　多くの人間を騙だます。半端な覚悟では出来なかったことだろう。当時12歳さいの少女が、どんな思いだったのか伊い織おりには想像することしか出来ない。

「杜若王子郎が入れ替わったことは誰にも感づかれませんでした。編集にも、読者にも。それほどまでにお嬢様のマンガは完かん璧ぺきなものだったのです。そして【フォーチュン・ブレイク】が最終回を迎えた後も、お嬢様は『杜若王子郎を生きさせる』ために、新しい連載を始めました。お父様の旧友でもあった、現『ライン』編集長の勅て使し河原がわら様に正体を明かしたうえで、【スタプリ】の連れん載さいを持ちかけたのです」

　勅て使し河原がわら編集長は楪ゆずり葉はの強い思いに対して理解と同情を示し、【スタプリ】自体の圧倒的な面白さもあったので、『週刊少年ライン』での連載を認めたのであった。

　少女はただひとつ、楪葉としてではなく、『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』として描くことだけは絶対に譲ゆずらなかった。

「お嬢じよう様さまは『杜若王子郎を生きさせる』ためにマンガを描いています。杜若王子郎の名前を世間が忘れないように、杜若王子郎の最高に面白い作品を描き続けているのです」

　楪葉は『ライン』に無理やり杜若王子郎として描かされているわけではない。

　楪葉自身が、楪葉のためにやっていることなのだ。

　そして、伊い織おりはあることに気が付いた。

「そういうことか……。『杜若王子郎』として描くことが、あいつの最大のモチベーションになっているんだ……。杜若王子郎だからこそ、あいつは面白いマンガが描けるんだ……」

　元々の素養もあるだろう。父と祖父が漫まん画が家かであり、人より学べる環境もあっただろう。

　だが、何よりもそれが、彼女のマンガの面白さの秘密なのだ。

　楪葉は『売り上げのため』に『杜若王子郎』を利用しているわけではない。

『最高に面白いマンガを描くため』に必要としている。

「ですが、やはりそのことが重圧にもなっているはずです。楪葉お嬢様にとって杜若王子郎は世界で一番面白いマンガを描いてくれる人。お祖じ父い様、お父様たちの功績により、世間の人々の期待も多大。常に最高に面白いマンガを描き続けなければいけません。もしかしたら、お嬢様がその重圧に耐えられなくなる時が来るかもしれません。同じ漫画家であるあなたなら、漫画家としての苦しみも理解出来るでしょう。ですから──」

「僕があいつを支えろと？」

　天あま宮みやは頷うなずく。

「はい。どうかお嬢様をお救い下さい」

　天宮は信じている。

　──伊織は『マンガの神様』に囚とらわれた楪葉を救い出した、救いの『ヒーロー』だと。

　──『ヒロイン』の楪葉がピンチになれば、何度だって救ってくれると。

　しかし、伊織自身は、そんなことはこれっぽちも思っていない。

「……天宮さん、勘違いしないで下さい。僕の方が救われたことはあっても、僕があいつを救ったことなんてありませんよ。あいつと出会ったお蔭かげで、僕は以前よりも面白いマンガを描けるようになった。あいつのお蔭で、みんなとの思い出を大切に出来るようになった。むしろ、あいつこそが僕にとっての救世主なんですよ」

　伊織は言う。謙けん遜そんではないし、本気でそう思っていた。

「左そ右う田だ様……」

「ですが、それがあいつを救うことになるなら、何度だって僕はやってやりますよ」

　伊い織おりは天あま宮みやに向かってはっきりと言い切った。

「──僕が出来ることは、面白いマンガを描くことだけなんですからね」

　伊織のその熱い眼まな差ざしを見て、天宮は微笑ほほえんだ。




　そして天宮は、楪ゆずり葉はがこの少年に惹ひかれる理由が少しは分かった気がした。




　　　　[image: ]




　外から聞こえてくるのは激はげしい風と雨の音。未いまだその勢いは少しも衰おとろえない。

　洞どう窟くつ内の気温は生暖かい。

　そんな中、伊織は、あの日の天宮とのやり取りを思い出しながら、楪葉に話を続ける。

「──君にとって『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』は特別な存在だ。それを捨てる道は選べない。一時の感情でそれを選べば必ず後悔する。『杜若王子郎』のマンガが続いて欲しいと一番に思っているのは、他の誰だれでもない、君自身なんだからな」

　伊織の言葉に、楪葉はゆっくりと頷うなずく。

　楪葉だって本音はそうだ。父や祖父のためにも、杜若王子郎を続けていたい。

　杜若王子郎の面白いマンガを描き続けていたい。

「夜よ桜ざくらは言っていた。『楪葉』として描けないことは不幸だと。それは違うんだ。『杜若王子郎』として描くことが最高の環境であり、君が一番望んでいることなんだよ。君にとってはこれが一番マンガを面白く描けるモチベーションになっていたんだ。君にとっての幸せは面白いマンガを描くことと、読むこと。だから杜若王子郎として描くことが一番の幸せなんだ」

　楪葉は抱えていた膝ひざを崩くずし、伊織に身体からだを向けて聞き入る。

「君が教えてくれたことだぞ。『自分のマンガを愛すること』が、面白いマンガを描く絶対条件だと。君が一番好きなのは『杜若王子郎のマンガ』だ。だから君は、最高にマンガを面白く描くことが出来るんだ。この世の中で『一番愛する杜若王子郎のマンガ』を描いているんだからな」

　マンガを面白くするのは、マンガやそのマンガに出てくるキャラクターたちを愛すること。そのことで『リアリティ』ある感情を込めることが出来る。

　楪葉が一番好きなマンガは杜若王子郎のマンガだ。だからありったけの愛情を込めることが出来る。

　だから楪葉は、圧倒的に面白いマンガが描ける。

「しかし、今回君は夜桜から『杜若王子郎』を利用していると言われ、それをきっかけにスランプに陥おちいってしまった。それは何な故ぜか。売り上げのために利用していないことを証明するには、それ相応の面白いマンガを描かなければならないと考えたからだ。そして、今までの杜若王子郎の作品では、東雲しののめ夜よ桜ざくらの『力』には勝てないと思ってしまった」

　楪ゆずり葉はは頷うなずく。

「……ええ、そうですね。夜桜さんを上う手まく使った『タイム』の売り上げにマンガだけで勝つには、今まで以上のものでなければならないと思いました。でも、分からないんです。……どうやったらそんなものが描けるのでしょうか？」

「おいおい、君が分からないなら、僕にだって分からないよ。この天才より上の天才である君に分からないなら、そんなものは存在しないんじゃないかな」

　伊い織おりは苦笑しながら言う。

「勝つために描かなきゃいいだけだと思うぞ。いつも通りに君の思う面白いマンガを描けばいいんだよ」

「確かに『タイム』に勝つつもりで描いてはいますが、面白いマンガを描こうという気持ちを最さい優ゆう先せんしているつもりです。『タイム』を超こえるというのは、あくまで目標としているだけですよ」

「いいや、君は勝つことを最優先にしてしまっているぞ。ただし、夜桜にでも『タイム』にでもないがな」

「…………え？」

「『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』にだよ」

　楪葉は目を見開く。

「君は『杜若王子郎に勝とうとしている』んだよ。つまり、今の君は杜若王子郎を倒すべき『敵』にしてしまっていたんだよ」

「『敵』……？」

「そうだ。現状の自分に勝とうとすることは、己おのれの成長に必要なことだろうさ。しかし、今までの自分を否定してはいけないんだ。今の君は、杜若王子郎が重荷に感じ、疎うとましく思い、それを打倒しようとしてしまっているんだ」

　楪葉は自分の手の平を見つめる。

「だからマンガが描けなくなったんだよ。杜若王子郎としてでなくても、君は十分に面白いマンガが描けるだろうさ。だけど、それは君が一番好きなマンガではない。君にとって一番でないものを描こうとしているせいで、無む意い識しきにマンガが描けなくなっていたんだ」

　伊織の指摘は正しかった。

　杜若王子郎以上のものを描かなければならない。裏を返せば、杜若王子郎のマンガを捨てなければならない。

　そう思い始めた途端、マンガが描けなくなっていた。

「そもそも『マンガの面白さ』とはなんだ？　芸術性か？　予想の斜め上をいくことか？　それもきっと重要だろうさ。だけど、何よりも『読者が求めていること』を描くことが一番重要なんじゃないのか？　これも君が教えてくれたことだぞ。マンガというものは、決して漫まん画が家か一人で描くものじゃない。編集と、読者と一緒に作っていくものだと。ファンが喜び、一緒になって盛り上がってくれることが、一番重要なんだよ。漫画家の独ひとりよがりになること、それが一番いけないことなんだ」

　萌もえ黄ぎから言われた言葉を胸に、伊い織おりは楪ゆずり葉はに熱く語り掛ける。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらもそれを目指していた。ともかく売り上げを伸ばし、一人でも多くの人たちと共有することで、ファンたちが喜んでくれることを願って。

「杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガはいつもそうだったんだ。みんなで夢中になりたい。みんなで共有したい。そんな気持ちにさせてくれる、そんなマンガだ。君がずっと描いてきた【スタプリ】だってそうだ。読者が求めるものをいつも提供してくれた。王道を行きつつ、読者の思いもよらない展開を見せ、あっと言わせる。それを読者は毎週求めていた。だから面白いんだ。だから魅み力りよく的てきなんだ。漫画家っていうのは、読者が求める面白いマンガを、読者の気持ちに立って描くべきなんだ。君は誰だれよりも、読者の気持ちが分かるから、ここまで支持される面白いマンガを描けたんだ。今までのように、読者の目線に立って描けば、自おのずと『タイム』に売り上げでも勝てるよ」

　楪葉の目線は下に向いている。

　自信なさげだ。

　まだどうしていいか分からない、そういう風だ。

　それを見て、伊織は立ち上がった。

「……君は誰だ？　杜若王子郎である前に君は誰だ？　初代王子郎の孫であり、２代目王子郎の娘だろ。楪葉こそが、杜若王子郎の一番の『読者』であり『ファン』なんじゃないのか。その『最強のファン』として、杜若王子郎が求められている『最強のマンガ』を描けばいいだけじゃないか。今まで君はずっとそうしてきたんだよ。大好きなマンガの読者として描いてきたんだ。だから思い出せよ……。君が好きだったマンガを……！」

　伊織がその場から歩き出したので、楪葉は目で追う。

「伊織くん……？」

　伊織は洞どう窟くつの壁かべ際ぎわへと歩み寄った。

　地面にしゃがみ、次に立ち上がったその手には、先の尖とがった小石。

　それを握りしめ、岩がん壁ぺきに力強く押し当てる。

　小石でなぞった場所が削られ、白いラインが引かれる。

　ただの細い白いラインが、何かのかたちへと変わっていく。

　伊織は岩壁に絵を描いているのだ。

「っ!?　伊織くん、それは……!?」

　楪葉は知っている。

　彼が今描いているそれをよく知っている。

「──これが僕にとっての、『最初の杜もり若わか王おう子じ郎ろう』だった」

　特徴的なデザインのシルクハットを被かぶった男が、タバコをふかしながら銃じゆうを構えている絵だった。

　そのマンガの絵柄は、10年以上前の杜若王子郎のもの。

「僕が初めて読んだ杜若王子郎作品が、この【シルクハット・トリック】だった。１巻の27ページ目のこの場面。これに僕は感かん銘めいを受けた。たったの１コマで、主人公のカッコ良さを訴えかけてくれた。僕もこんなシーンを描きたいと思った。僕が杜若王子郎のファンになったきっかけのコマだ。何度も真ま似ねして模写したものだよ」

　場所のせいで線にガタツキはあるものの、ほぼ完かん璧ぺきなコピーだった。

　伊い織おりが杜若王子郎を誰だれよりも尊敬している『ファン』だからこそ出来る芸当だ。

　伊織はそこから一歩横にズレ、隣となりにまた石で線を彫り出す。

「それは……！」

　やがて、楪ゆずり葉はにとって一番身近な存在がそこに現れた。

　壁に描かれていたのは、【スタプリ】の主人公・流りゆう星せいと、ヒロイン・ころなである。

　また横に一歩ズレ、絵を描き、また一歩ズレ──そうやって伊織は次々に岩がん壁ぺきに絵を描いていく。

　構図やキャラはバラバラだが、唯一共通したのは──、

「見ろ！　これも！　これも！　全部だ！　全部僕が好きなマンガだ！　全部僕が好きな杜若王子郎なんだよ！」

　伊織は描く。岩壁に絵を描く。

　それら全部が、杜若王子郎のマンガのひとコマだった。

　歴代の作品の、お気に入りの場面を、次々に挙げていくのだ。

「君だって好きだろ!?　思い出せよ！　君が大好きだった人たちのマンガを！」

　そこに描かれるのは、父や祖父が描き続けてきた軌跡でもあった。

　杜若王子郎の35年が刻まれていく。

「そして、君自身のマンガを！」

　杜若王子郎への想おもいが蘇よみがえっていく。

「…………」

　心臓の高鳴りを抑えきれず、楪葉は立ち上がった。

　早足で近づき、伊織の隣となりに立つ。

　楪葉のその右手には、しっかりと小石が握られていた。

「……っ！……っ！」

　伊織と同じように、岩壁に大きく絵を描き出す。

　連続したコマだった。

　凹おう凸とつのある岩がん壁ぺきでもはっきりと分かる。繊せん細さいかつ力強い絵。

「おお！　そいつは【フォーチュン・ブレイク】のクライマックスの！　主人公の猿さ渡わたりが最後の賭かけダーツに勝利した僕も大好きなシーンじゃないか！」

　それは、小学生の時、楪ゆずり葉はが杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして初めて描いたマンガのシーンでもあった。

　いわば、楪葉にとって『最初の杜若王子郎』。

　スペースが足りない──そう思い、楪葉は自分の真後ろ、反対側の壁かべに移動する。

　そこで、新たに描き始める。

　また別の杜若王子郎の名シーンだ。

　そうやって楪葉も、次々に壁に絵を描いていく。

「そうそう！　その場面のヒロインの表情がいいんだよ！　よく分かっているじゃないか！」

　楪葉は手を止め、伊い織おりの方に振り返る。

「……伊織くん。私を誰だれだと思っているんですか？　私は杜若王子郎なんですよ」

　その表情は──笑顔だった。

　楽しそうに杜若王子郎のマンガを描いていく。

「ふっ……。面白い……」

　伊織も負けじと、壁に新たに絵をどんどん描き加えていく。

　二人はたまに後ろを覗のぞき見みて、お互いの絵を確認し合う。

「むぅ……。伊織くん、やりますね……」

「ふふん。舐なめるなよ。僕だって杜若王子郎の大ファンだ」

「いいえ！　私が一番の『ファン』です！」

「なにを！　望むところだ！」

　二人は競い合うようにして、次々と絵を壁に彫っていく。

　まるで一つの曲を奏でるように。




　それは常とこ夏なつの狂詩曲ラプソデイ。

　誰も知らない演奏会。
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　台風一過。

　昨晩の嵐あらしが噓うそのようだ。まるで何事もなかったかのように、島は静かな朝を迎えた。

　小鳥のさえずりが響ひびく。晴れ晴れとした朝あさ陽ひに木々が照らされている。

　そんな早朝の浜辺を、一人の少女が歩いていた。

　東雲しののめ夜よ桜ざくらだ。

　ノースリーブのシャツを着て、一人で歩いている。

　彼女は素顔を晒さらし、いつものツーサイドアップにリボンで髪かみを結っている。こんなに朝早くなら誰だれともすれ違うこともないだろうし、変装は不要だと判断したのだ。

　まだ太陽も登り切っていない早朝だ。思ったとおり、やはり周囲に人の姿は一切ない。

　朝のニュースを確認したところ、台風は進路を急速に変えて島への直ちよく撃げきも避け、船は通常どおり運航するようだ。無事予定どおりに本州へと帰れるし、次の仕事先に迷惑もかけずに済みそうだ。

　逆に言えば、船の時間まではこの島にいられる。

　折角なので夜よ桜ざくらは、発たつ時間まで、島を見て回ることにしたのだ。

　楪ゆずり葉はとの思い出の島を、もう一度巡ってみようと。

　──帰る前に、もう一度楪葉の顔を見られれば最高なのだが。

　昨晩、夜桜は楪葉と伊い織おりの姿を見ることはなかった。あの悪天候だし、さすがにホテルには帰っているだろう。

　伊織はあの後、楪葉と会ってどんな話をしたのだろうか。

　伊織は言っていた。楪葉が望むことをやって欲しいと。

　そして夜桜は、伊織に言われたとおり、マンガを描いて待つことにした。

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうを続けるのか拒むのか、どちらに転ぼうが、夜桜は自分のマンガを全力で描き切ることにしたのだ。

　自分と楪葉のために。

　昨晩、ついに勝負の作品のネームは仕上がった。あとは本土に戻り、原げん稿こうに作画をすれば完成だ。

　今は一仕事終えた清すが々すがしい気分だ。

　そんな気分で海岸沿いを歩いていると、夜桜は岩場にぽっかりと開いた穴を見つけた。

　前に来た時には、こんなものがあったのには気づかなかった。

　夜桜は、どうしてこの場所に来たのか分からない。まるで導かれるようにここまで歩いてきていた。

　何とはなしに、その穴の中を覗のぞいてみる。奥まで続く洞どう窟くつになっていた。

「……!?」

　思わずぎょっとする。

　奥の方に人影が見えたのだ。

　それは、岩がん壁ぺきにもたれかかって座り込み、寄り添うように並んでいる二人の男女だった。

　入口からははっきりと顔が見えず「まさか」と思いながら、夜桜は恐る恐る洞窟内へ足を踏み入れる。

「なっ!?」

　距離を詰め、見知った二つの顔であることを確認した途端、夜よ桜ざくらはワナワナと震え出す。

　そして猛もうダッシュで近づいて行き、声を張り上げた。

「ちょっと伊い織おり！　こんなところに楪ゆずり葉はを連れ込んでナニしてんのよっ!?」

　人目に付かない場所でカップルのように肩を寄せ合っている男女は、親友の楪葉と、左そ右う田だ伊織ではないか。

　二人とも寝息を立てて眠っている。

　どうして二人っきりで一緒に……？

「起きなさい！　二人でナニやってたか説明してもらうんだからねぇ！」

　夜桜は顔を真っ赤にして、やかましくキンキンと声を張り上げ続けるのだが、それでも伊織と楪葉の二人は目を覚まさなかった。

　いい気なもので、ぐっすりと深い眠りについているようだ。こんなところで眠れるなんて、よっぽど疲れていたのだろうか。

　起きたらナニをやっていたのか問い詰めてやる……！

　──と、思った、その時だ。

「え？」

　──夜桜は気づいた。

　伊織と楪葉がもたれかかる壁かべに、何か模様のようなものが浮かんでいる。

　岩がん壁ぺきに白いラインが細かく描かれているのだ。

　いや、違う。

　最初、洞どう窟くつの入口から差し込む光の加減で分からなかったが、よく見てみれば絵だった。

　それも──マンガだった。

「ちょっ!?　な、なによこれ……!?」

　この洞窟に入った瞬しゆん間かんは、二人のことが気になるばかりだったこともあり、今の今まで気づけなかった。

　伊織と楪葉の後ろだけではなかった。

　夜桜が横に視線を移すと、絵はずっとどこまでも続いているのだ。

　洞窟のさらに奥の方にまで伸びている。

　それを目で追いながらぐるりと振り返ってみると、夜桜の真後ろにまで続いていた。洞窟の内壁には、無数の文字や絵が彫られているのだ。

　所狭しと、数々のマンガのキャラクターが描き巡らされている。

　コマ割りがされ、一連の場面が描かれているものもある。

　そのどれもこれもが、夜桜も知っているマンガのキャラクターと、マンガのシーンだった。

「これって杜もり若わか王おう子じ郎ろうの……!?」

　まるで、本に描かれている名シーンの数々が、この洞窟の壁にそのまま切きり貼ばりされているようだった。

　何十メートルという、一つのアート作品にも見えた。

　これは『マンガ』なのだ。

　二人が夜通し描き続けた『マンガ』なのだ。

「楪ゆずり葉は……あなた……」

　夜よ桜ざくらは伊織に寄り添うように眠る、彼女を見てみる。

　楪葉の寝顔は、とても満ち足りた表情だった。




　伊い織おりの絵の中で見たものよりも。

　夜桜が幼い頃ころに見たものよりも。




　今まで見た中で、最高の笑顔だった。
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　　　　　第五章　売れるマンガの描き方







　２泊３日の漫まん研けんの合宿は、気が付けばあっという間に終わっていた。

　心配された台風の直ちよく撃げきは回避され、漫研のメンバーは南の島のバカンスを最終日まで満まん喫きつすることが出来た。

　自然の森を探検したり、夜に浜辺で花火をしたり、忘れられない思い出が沢山出来た。

　仲間たちと共有する最高の思い出。一生の宝物。

　あの夜の出来事は、伊い織おりと楪ゆずり葉はだけの秘密ではあるが。




　島での夢のようなひと時が終わり、それから数日が経たった。

　名な残ごり惜しい夏休みも終わりを迎えた。新学期が始まり、いつもの学校生活が戻ってきたのだ。

　秋はまだ遠い、そんな風に感じさせられる暑い日が続く中、漫研による文化祭用のマンガも完成間近となった。

　ちょっとでも自分たちのマンガを良くしたい。そんな思いから作画にじっくり時間をかけ、時にはネームの内容に修正を加えていく。

　漫研の仲間たちの思いは一つだ。




　──面白いマンガを描き上げる。




　杜もり若わか王おう子じ郎ろうの新作読みきりの載のった『週刊少年ライン』が発売されたのはそんな頃ころだった。

　楪葉は無事、マンガを完成させたのだ。

　杜若王子郎として。

　同じ週には東雲しののめ夜よ桜ざくらの新作読みきりの載った『週刊少年タイム』も発売された。

　一部のメディアや、インターネット上では、「天才漫まん画が家か・杜若王子郎ＶＳアイドル漫画家・東雲夜桜」と盛り上がる動きもあった。ＳＮＳのトレンドもそれで持ち切りだった。

　各書店の販促も盛んだった。普段手に取らない読者も含めて、多くの人々が二つの雑誌を買い求めた。




　そして発売後、１週間が経過していた──。




　　　　[image: ]




　残暑残る晴れ空の下。

　大きな屋敷から一人の少女が出てきた。

　少女はベレー帽ぼうを被かぶり、薄手のワンピースを翻ひるがえしながら歩く。

　彼女はある場所へと向かうために、たった今、自宅を出てきたところだ。

　大きな門をくぐり出て、進行方向を見定める。

「…………」

　すると、それを遮るようにして、一人の少女が立っていた。

　その少女は、帽子とサングラスで顔を隠していた。

　この辺りには、人通りも車通りも滅多にない。今も人気がないのを確認すると、少女はサングラスと帽子を外し、道のど真ん中で素顔を開放した。

「こんにちは、楪ゆずり葉は」

「こんにちは、夜よ桜ざくらさん」

　杜もり若わか楪葉。

　東雲しののめ夜桜。

　二人の少女は、杜若邸の前で対峙した。

「夜桜さん、こんなところで何をしてるんですか？」

「もちろん、楪葉に会いに来たのよ。これからは前みたいに会ってくれるんでしょ？」

　そう言って夜桜が微笑ほほえむと、楪葉も微笑み返した。

「ええ、もちろんですよ。ですが、お仕事の方は大丈夫なんですか？」

「今日きようは久しぶりのオフなの。それより楪葉。どこかにお出掛けかしら？」

「はい。今から伊い織おりくんに会いに行くところなんです」

　その名前を聞いた途端、夜桜は不ふ機き嫌げんそうに眉をひそめる。

「そう、伊織にねえ……。あーあ。良ければ一緒に付いて行こうかと思ったんだけど、相手が伊織ならお邪じや魔まになりそうだし、ダメみたいね」

　夜桜は残念そうに肩を落とした。

「え？　い、いえ、別にそんなことは……。私と伊織くんはそういう関係ではありませんので気を遣わなくても……」

「ん？　そういう関係って？　私、別に何も言ってないけど？」

「ッ!?　な、なんですか、もう！」

　楪葉は顔を赤くしながら声を荒げる。

　その必死な様子がおかしかったので、夜桜は楽しげに笑った。

「……え、えっと、夜桜さんは私に会いに来たんですよね」

　誤ご魔ま化かしの意味も込めて、楪ゆずり葉はは口早に尋ねる。

「うん、そうよ。久しぶりに二人で一緒に遊べたらと思ってね。もう戦いは終わったのだから、親友に戻った記念にもね」

　夜よ桜ざくらは、笑顔で楪葉を見つめている。

「……そうでしたね。私たちの戦いは終わったのです」

「そうよ。漫まん画が家か・東雲しののめ夜桜と、漫画家・杜もり若わか王おう子じ郎ろうの戦いは終わったのよ」

　徐々に夜桜の表情が、硬いものへと変わっていく。

　次に夜桜は、嚙かみしめるようにこう言った。




「──『ライン』の勝利、おめでとう」




　先週、杜若王子郎と、東雲夜桜の新作読みきりが『ライン』と『タイム』にそれぞれ掲けい載さいされた。

　漫画家・東雲夜桜の人気の勢いは、デビュー作に負けない凄すさまじいものだったのだが、結果としては、『ライン』の方が多くを売り上げたのである。

　その連絡が楪葉にあったのは、昨夜のことだった。

　約束どおり、杜若王子郎の『タイム』移い籍せきの話は完全になかったことになった。氷ひ室むろ小路こうじ編集長の思惑は、完全に潰つぶされたのだ。

　氷室小路は敗北が納得出来ない様子で、延々、勅て使し河原がわらへの恨うらみ言ごとを呟つぶやいていたらしい。

「良かったね、楪葉。マンガ、ちゃんと描けたじゃない」

「ありがとうございます」

　楪葉は、もう一度杜若王子郎として、最高の作品を創つくり上あげることが出来た。

　勅使河原から聞いた話では、今回の杜若王子郎の新作読みきりを読んだ読者からのファンレターが山のように編集部に届いているそうだ。もちろん読者アンケートでもぶっちぎりの得票数を獲かく得とくした。

　それほどに素晴らしいマンガが描けたのだ。

　あの合宿の一夜。

　あれがなければ、間違いなく今回の作品は描けていなかったに違いない。

　夜桜は思い出す。

　──マンガが描けなくなった。

　そう浜辺で打ち明けてきた時、夜桜が見た楪葉の表情は、本当に弱々しいものだった。自分のマンガにどこか自信が持てない幼い頃ころを思い出させるものだった。

　ところが今はどうだ。自信に満みち溢あふれているではないか。

　マンガの技術が上がったのはもちろんのこと、離ればなれだった４年の月日が、彼女を漫画家として精神的にも成長させていた。

　──いや、今回については、きっとあの少年が一番の功労者なのだろう。

「伊い織おりはこうなることが分かってたのね……。ちょっと妬やいちゃうわよ。私より付き合い短いはずなのに、あなたのこと理解してたんだから」

「そ、そんなことは……」

　露ろ骨こつに楪ゆずり葉はの顔が赤くなっている。

「…………」

　夜よ桜ざくらは楪葉を見ながら、今の自分の言葉は間違っていたなと思った。

　伊織の方がよっぽど長い間、楪葉と深い関係にあったのだ。

　一人の漫まん画が家かとして、ずっと漫画家の彼女を追いかけていた。

　楪葉は『楪葉』でしかない。夜桜はそう思っていた。

　しかしそれに対して、伊織は『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』も楪葉の一部だと受け入れていたのだ。

　今回、ある意味、伊織にも負けてしまった気がしていた。

「まあ、何はともあれ、楪葉はマンガだけで私を超こえたのよ。私は前回のようにグラビアや、イベントの抽選券を付けたのに、あなたは杜若王子郎のマンガだけで私に勝ってみせたんだからね」

　夜桜は「完敗よ」とお手上げの動作をしながらも、爽さわやかな笑みを浮かべていた。

　今回の戦い、夜桜は一切手を抜かなかった。アイドルの仕事と同じように全力で挑んだ。それでも及ばなかったのだから、悔いなどなかった。

「ああ、負けよ、負け。私のやり方じゃ、杜若王子郎は倒せなかったわ。ホント、甘かった。日本一の漫画家なんて、そう簡かん単たんになれるもんじゃなかったわけね。さすが楪葉。悔しいけど潔いさぎよく負けを認めるわ」

　と、そこまでは楽しげに語っていたのだが、段々と夜桜の表情が険けわしくなっていく。

「……でもね、楪葉。私、どうしても納得が出来ないことがあるのよ」

　夜桜は迷った末、それを言葉に出すことにした。

「楪葉。あなた、『使った』わね？」

「……なんのことです？」

　夜桜が今まで見せたことのないような攻こう撃げき的てきな眼まな差ざしを向けてきたので一いつ瞬しゆん戸惑うが。楪葉は目を逸そらさなかった。

「あなたのマンガ【常夏の狂詩曲】。とても面白かった。それは認めるわ」




【常とこ夏なつの狂詩曲ラプソデイ】




　それが、杜若王子郎の実に４年振りに発表した新作マンガのタイトルだ。

　内容としては、南の島にバカンスに来た個性豊かな人物たちが織おり成なす、珍ちん騒そう動どうを描いた作品である。

　舞台のモデルは、夜よ桜ざくらとの出会いの場所であり、伊い織おりたちと一緒に過ごした南の島。

　あの島での『経験』を生かしたマンガなのは間違いなかった。

　夜桜としては、思い出の島を題材に使ってくれたのは嬉うれしかったのだが、

「楪ゆずり葉は。あなた、今までのキャラクターたちを『使った』わよね」

　問題にしているのは、作中に登場したキャラクターたちだった。

　夜桜はため息をついてから、一つ一つ確認するように話し出す。

「……まずは主人公のあの男。名前こそ出てこなかったけど、あれは【フォーチュン・ブレイク】の猿さ渡わたりだったわ。ホテルの支配人の男は【悪あく魔まのタンバリン】のルシファーね。他諸もろ々もろ、どいつもこいつも見たことのあるキャラばかりだったわよ」

　夜桜の視線は冷たい。

「完かん璧ぺきに『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』の『ブランド』を使った作品よね。あれがあなたのマンガなの？」

「ええ、そうですよ」

「売り上げなんて関係なく、面白さだけで勝負するんじゃなかったの？」

「ともかく面白いものを描こうとした結果、あれが出来上がりました」

「……あんなの売り上げのための『媚こび』そのものじゃないの。昔の作品のファンを巻き込んで買わせるための……」

　夜桜は、今回の楪葉の作品が『歴代杜若王子郎作品のオールスター』的な内容だったことに、反則だと文句を言いたいのだ。その甲か斐いあって【常とこ夏なつの狂詩曲ラプソデイ】の載のった『ライン』の売れ行きは、かつてない勢いだった。

「じゃあ、面白くなかったんですか？」

　楪葉のその問いかけに対し、夜桜はグッと歯を食いしばる。

「ええ、ええ、面白かったわよ！　あんなの面白いに決まってるじゃないの！　杜若王子郎のマンガのオールスターよ！　しかもみんな飛びぬけて人気のあるキャラばっかり！　あんなのが一堂に集まってバカ騒さわぎしてるのよ!?　最高よ！」

　夜桜だって杜若王子郎の『ファン』だ。作品もほとんど熟知している。登場するキャラクターの全すべてが大好きだし、それが一堂に会したとあらば、心が躍おどらないはずがない。

　だからあれが面白いに決まっているのだ。

「でも、でも、あんなのズルいじゃないの！　私のやり方と何が違うのよ!?　あれじゃあやっぱり売るために『杜若王子郎』を利用しているだけじゃない！　思いっきり杜若王子郎の過去の栄光に頼っているじゃないの！　アイドル・東雲しののめ夜桜として獲かく得とくしてきたファンたちを巻き込んで、売り上げを伸ばした私と一緒じゃないのよ！」

「ええ、そうですよ。一緒ですよ。それがダメなんですか？」

　楪ゆずり葉はは悪びれる様子を一切見せない。

「ちょっ!?　なによそれ！　もしかして開き直り!?　面白さだけで勝負するって言ったのは楪葉の方じゃないの！　結局、売り上げを意い識しきしたってことじゃない！」

「ああ、いえ。『私とあなたは同じだった』という部分に同意しているのです」

「……ど、どういうことよ？」

「そもそも、あなたが売り上げを優ゆう先せんするのは、一人でも多くの人に自分のマンガを提供するためです。引いては沢山の人たちに同じ楽しみを共有してもらうため。その方法として、マンガ以外の付加価値、アイドルイベントの抽選券などを付けることもしました。外野から見ればあくどい商売にも見えるでしょうし、純粋なファンたちを売り上げに利用しているとも思われるでしょう。しかし、そんな批判を物ともせず、こうして結果を出しています。ファンにとって、それが求めていることだからです。だから『タイム』は売れたのです」

　夜よ桜ざくらは黙って楪葉の言葉に耳を傾ける。

「どんな分野でもそうですが、売り上げのためには、消費者が求めることをしなければなりません。音楽ＣＤに握手券を付ける。映画に入場者特典を付けて動員数を伸ばす。批判する人たちもいます。でも、それが魅み力りよく的てきならそれでいいんです。そのコンテンツにそもそもの魅力がなければ、何をしようが付け焼刃に過ぎません。ファンから求められることをすれば、それが売り上げへと繫つながるのです」

　夜桜はじっと楪葉の瞳ひとみを見つめる。

「私も同じです。あなたと同じように、ファンが求めているものを提供したに過ぎません。読者が何を求めているのか、何を読んだら面白いと思うのか、読者の目線で考えました。それがマンガの面白さに繫がると思ったから」

　そして楪葉は結論付ける。

「ファンと一緒になって楽しむことが何より大事なんです。私はファンと一緒になって楽しむことで今回のマンガを描けました。杜もり若わか王おう子じ郎ろうのファンとして、杜若王子郎が求められるのものを理解して、杜若王子郎のマンガを描く。それが私の『売れるマンガの描き方』だったんですよ。夜桜さん、あなたが気づかせてくれたんですよ？」

　夜桜は売り上げを伸ばすため、ファンが求めることをしてきた。ファンを楽しませようとしてきた。

　だが楪葉は違った。楪葉は読者と一緒に楽しんだのだ。杜若王子郎のファンならどんな作品を読んでみたいか、どんな作品だったら楽しめるのか、ファンと同じ目線で楽しみながら作品を完成させたのだ。

　夜桜はアイドルの立場で、ファンを楽しませようとした。

　楪葉は読者の立場で、一緒になって楽しんだ。

　夜桜の瞳に映る楪葉が、にこりと微笑ほほえむ。その自然な笑顔からは、ぎこちなさも弱々しさも感じられない。

　それは等身大の少女の笑顔だ。楪ゆずり葉ははただ好きなことを心から楽しんでいたのだ。

　今回の売り上げ対決において、果たして夜よ桜ざくらはマンガ作り自体を楽しむことが出来ていただろうか。

「……完全敗北って感じね。ま、これで心残りもなく、漫まん画が家かの夢は諦あきらめられそうだわ」

「え？」

「今回、私の持てる力を全すべて出し切った。それが及ばないのなら、この先トップになんてどう足あ搔がいてもなれそうにない。潔いさぎよくペンを置いて普通のアイドルに戻るわ。もう二度とマンガを描くこともないでしょうね。これからはいち読者としてあなたのマンガを応援することにするわ。これからも楪葉のマンガ、楽しみにしているわね」

「私と一緒に漫画家になるのが夢だったんですよね？　アイドルだけでなく、マンガでも大勢の人たちを喜ばすために。たった一回の敗北でもう諦めてしまうんですか？」

「ああ、もういいのよ。楪葉との関係も戻ったし。そもそも、マンガを描き始めたのだって、あなたと仲良くしたいから始めたことだしね。そこまで思い入れもないし」

「噓うそです」

　楪葉にジト目で睨にらまれ、夜桜は気まずそうに目を逸そらす。

「夜桜さんのマンガ、とても面白かったです。思い入れのない人が、あんな面白いマンガを描けるわけありません」

　夜桜の『タイム』に載のった新作マンガ。それは以前のものよりも間違いなく面白かった。

　伊い織おりと初めて会った時に、あんなに楽しそうにマンガの話で盛り上がっていた。

　急に楪葉は、夜桜の腕を力一杯摑つかんだ。

「な、なによ？　楪葉？」

「付いてきて下さい」

　そのまま強引に楪葉は、夜桜をどこかへ連れて行く。




　やがて辿たどり着ついた一軒家の表札を見て、夜桜は驚おどろきを顔に出す。

「はあ？　左そ右う田だって……。もしかして、ここって伊織んち？」

　楪葉は答えぬままインターフォンを押した。

　すると案の定、中から出迎えに出てきたのは、左右田伊織だった。

「やあ、待っていたよ、楪葉！　ちょうど今、連れん載さいに向けての新作が描きあがったところなんだよ！」

　などと言いながら勢いよく出てきた伊織だったが、楪葉の隣となりにいる少女を見て一時停止する。

「……お、おいおい！　なんで夜桜が一緒なんだよ!?　しかも、変装もしないでこんなところに来て大丈夫なのか……？」

　約束をしていなかった夜よ桜ざくらの登場もそうだが、人気アイドルで特に最近世間を賑にぎわせた彼女が町中で素顔を晒さらしていることに、伊い織おりは驚おどろいているのである。

「ふふっ。伊織くん、堂々としていた方が、案外気づかれないものなんですよ」

　代わりに楪ゆずり葉はが答える。伊織のマヌケな顔がおかしかったのか、笑いながらだ。

　そんな楪葉の隣となりでは、やはり夜桜が事態を飲み込めない様子で立っている。

「……ちょっと楪葉。なんで伊織の家に連れてきたのよ」

「実は今、伊織くんは連れん載さいに向けて新作を描いているんですよ。それで、私にアドバイスを求めていまして、折角なので直接原げん稿こうを見にやって来たわけです」

「そこになんで私を連れてくる必要があるのよ」

「その原稿を見てから決めてもいいんじゃないですか」

「え？」

「あなたは伊織くんのマンガが好きだと言っていましたよね？　彼の新作を見れば、何か思うところも出てくると思いますよ」

　夜桜は驚いた表情を浮かべる。

「おい、楪葉。なんの話をしているんだ？」

「責任重大ですよ、伊織くん。あなたの原稿を読んで、夜桜さんは今後も漫まん画が家かを続けるか決めるそうですから」

　一いつ瞬しゆん驚いた表情を見せるが、伊織はすぐに不敵に笑ってみせた。

「フッ。そうか、なら残念だな。圧倒的な実力の差を見て、トップへの道を諦あきらめることになるだろうしね」

　伊織のドヤ顔を見ながら、楪葉は引きつった顔をする。

「ああ、そっちですか……。いや、面白いマンガを見て、また自分でも描きたいと思わせて欲しかったのですが……」

　楪葉の思惑が分かり、夜桜は「やれやれ」とため息をつく。

「なるほど、そういうことね。けど、私はもう辞やめるって決めてるの。悪いけど、帰らせてもら──」

　そのまま行こうとする夜桜の手首を楪葉が摑つかんだ。

「ちょ、ちょっと離してよ！」

　楪葉に上目遣いで見つめられていることに気づき、夜桜は顔を赤くする。

「ああ、もう！　分かったわよ！　１回原稿を読むだけだかね！　言っとくけど、心変わりなんてしないから！　伊織、上がるわよ！」

「お、おい！　勝手に入るなよ！」

　夜桜は、ドアの前に立つ伊織の脇を通り、ずかずかと玄関に乗り込んで来る。

「お邪じや魔まします」

　楪ゆずり葉はも楽しそうに笑いながらそれに続く。

　結局、伊い織おりが先導して、三人は家の中に上がる。

　一いつ旦たん少女二人を階段下に待機させ、伊織はリビングに顔を覗のぞき込こませた。

　そこでは妹の日ひ芽めがテレビを見ているところだった。

「おい日芽。お客さんを部屋に上げるから、やかましくするなよ」

「え？　あ、うん」

　伊織が廊下に出て行ったあと、日芽はリビングからぴょこっと顔を出して、廊下にいる人物たちの顔を確認する。

「へえ、なかなかいいおうちじゃないの。で、伊織の部屋はどこよ」

「上だよ。案内するから付いて来てくれ」

　伊織、夜よ桜ざくら、楪葉の順に階段を上がっていく。

　日芽は、伊織たちが２階に行くのを呆ぼう然ぜんと見送ったあと、ぺたりと床に座り込んだ。

　──頭がおかしくなりそうだった。

　兄の伊織が、美少女を二人も家に連れ込んだのも驚おどろきだったのだが、何より──。




「うひゃああああああああああああああああああああああああああァァァァ！　なんでアイドルの東雲しののめ夜桜ちゃんがうちにきてるのおおおおおおおおおおおおおおおおおォォォォ!?」




「くそ……、あいつ静かにしろって言ったばかりなのに……」

　階段下から聞こえてくる日芽の叫び声を耳にして、伊織は呆あきれながら呟つぶやく。

「あはっ！　可愛かわいい妹ちゃんじゃない！」

　半ば無理やり連れてこられて不ふ機き嫌げんそうだった夜桜が愉ゆ快かいそうに笑っているので、楪葉はちょっと安心した。

　そのまま楪葉と夜桜は、伊織の部屋に案内された。

「まあ、適当に座ってくれ」

　伊織は、女子を自分の部屋に上げるのはこれが初めてなので、声がうわずってしまっている。

「なによ、伊織、緊きん張ちようしてるの？」

「う、うるさいな！　そんなことより、原げん稿こうを見に来たんじゃなかったのか！」

　テーブルを囲んで、楪葉と夜桜は座布団に座った。

　伊織は勉強机に置いていた原稿の束を、二人の目の前のテーブルに置く。

「さあ、見てくれ。こいつが僕の連れん載さい用の長編マンガの第１話さ」

　早速、楪葉と夜桜は一緒に覗き込みながら、パラパラと原稿をめくっていった。

「どうだい？」

　最終ページまで読み終え、

「うん、やっぱり面白いわね」

　夜よ桜ざくらは感心して言った。

　伊い織おりは当然だよと笑う。

「おいおい、もっと喜んでくれてもいいんだぞ。僕の妹のように、あまりに面白くて叫びながら飛びはね、泡を吹いてくれても構わないんだからな」

「なによそれ」

「ん？　事実を言っただけだが？　さっき君たちが来る前に妹にこの原げん稿こうを見せたら、そういうリアクションをしていたんだよ」

「本当だとしたら、あなたの妹ちゃん、頭おかしいんじゃないの？」

「おい！　そういうことをはっきり言うなよ！　否定も出来ないのが兄として悲しいからやめてくれ！」

　などと伊織が夜桜に詰め寄っている間に、楪ゆずり葉はが深刻な顔で原稿の一ヶ所を指差した。

「……ここ、ちょっと惜しいですよね」

　楪葉のその一言を、伊織は聞き逃さない。

「え？　お、惜しい、だって？」

　伊織は慌てた動作で、楪葉が指差すそこを覗のぞき込こむ。

　後ろからは夜桜も追つい随ずいして、

「ああ、うん！　私もそこは思った！　ちょっと惜しいわよねえ」

　彼女までそう言い出す始末だ。

「な、なにがだよ！　この僕のマンガだぞ！　惜しいとはなんだよ！　キチンと説明してもらおうか！」

「そうですねえ、ここなんですけど」

　該がい当とうのコマを指差しながら、楪葉は解説する。

「ああ、なるほど……」

　すっかり元の杜もり若わか王おう子じ郎ろうに戻ったようだ。あまりに的確なアドバイスをしてくる。

「ちょっと待って。だったら、こっちの方がいいんじゃないの？」

　夜桜の提案に、楪葉が感心して頷うなずく。

「ああ、その方がいいかもしれないですね」

「……なるほど。それは目からウロコだな」

　伊織も楪葉もなかった着眼点だ。

　楪葉と夜桜は、伊織の作品に対して一緒になって助言をする。

　そうしているうちに、幼い頃ころ、楪葉と一緒に楽しくマンガを読んだり、描いたりした記き憶おくを夜桜は思い出していた。




　　　　[image: ]




「夜よ桜ざくらちゃん」

　幼い楪ゆずり葉はは言う。

「きっとこのマンガみたいになれますよ」

　楪葉と夜桜は、二人で一つのマンガを描いてみた。

　その二人が描いた作品は、一人の少女がトップアイドルになるまでを描いたマンガだった。




　未来はきっと──。







　　　　　エピローグ







　学校の中庭にて、制服姿の二人がベンチに座っている。

　伊い織おりと、楪ゆずり葉はだ。

　部活の途中だが、二人はこの中庭にある自販機で飲み物を購入して話をしているところだ。他の部員たちに聞かれると困る内容の時はいつもこうしている。

「夜よ桜ざくらさん、漫まん画が家かを続けるそうですよ」

　楪葉の報告に、伊織は喜びを顔に出す。

「そうか。まあ、この僕の面白いマンガを見たんだしね。創作意欲が高まってしょうがないんだろう」

　などと得意そうに話しながら、伊織は夜桜が家にやって来た日のことを思い出す。

　あの日、夜桜は時間も忘れ、伊織たちと一緒にマンガを描いたり、マンガの話で盛り上がっていた。あの場にいたのはアイドルの夜桜ではなく、伊織や楪葉と同じ、マンガ好きの普通の少女だった。

「今後もアイドルとマンガ、両方でみんなを喜ばせるために頑張るそうです」

　楪葉は、自分のことのように嬉うれしそうに言った。

　勝負に勝ち、長年の誤解も解け、また昔のように一緒になってマンガを描くことも出来る。楪葉にとっては最高の結末であろう。

「ふっ……。まあ、天才の僕にちょっとでも追いつけばいいんだがな。彼女も才能はあると思うが、僕にはまだまだ及ばないしね」

「ところで、伊織くんの方は、連れん載さい用のマンガは描き上がったんですか？」

「ああ。あれから新しく作り上げたよ。君たちのアドバイスを参考に練り直し、最高のものが出来上がった。担当の美み野の里り川かわさんが連載会かい議ぎに回してくれると言っていたよ。いやあ、楽しみだ。あれほどのマンガなら、確実に連載決定だからね。あっはははははッ！」

「むぅ……。またそうやってフラグを立てる」

　伊織の高笑いは長々と続いた。これではあの氷ひ室むろ小路こうじと変わらないではないか。ザ・小者の笑い方である。

　しかし、高笑いを止めた途端、伊織は真剣な表情で楪葉のことを見つめている。

「伊織くん？　どうしました？」

「いや、楽しみだと思ってね。『ライン』で君と共に連載をし、そして、君を倒すその時が来るのがね」

　それを受けて、楪ゆずり葉はも気を引き締めた表情を作る。

「……ええ、望むところですよ。私は杜もり若わか王おう子じ郎ろうとして、あなたの目標であり続けます。もっとも、超こえられるつもりなんてありませんけどね」

　楪葉はもう迷わない。

　全国の読者のために、亡くなった父たちのために、そして自分自身のために、杜若王子郎としてマンガを描き続ける。

　これからも伊い織おりにとっての『ラスボス』を続ける。

　とはいえ、楪葉が本当になりたいのは、伊織の『ラスボス』などではないのだが……。

　そんなことを思いながら、楪葉はジッと伊織の顔を眺めた。

「ん？　どうした、楪葉。顔が赤いぞ。熱でもあるんじゃないのか？」

「え……!?　あ、ありませんよ！」

　楪葉はプイッとそっぽ向く。

「お、おい、どうしたんだよ？」

　伊織は首を傾かしげている。




　──どうやら彼もまた『鈍どん感かん主人公』を続けるようである……。
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　会かい議ぎ室しつの大きな円卓を人々が囲んでいる。

　ここは『週刊少年ライン』の編集会議室だ。円卓を囲むのは、当然『ライン』の編集者たちである。

「──『タイム』は降くだした。やつももう馬鹿げたことは言い出さないだろう」

　編集長の勅て使し河原がわらの言葉に、会議室に集まる編集者たちは一斉に頷うなずく。

　氷ひ室むろ小路こうじの悔しそうな顔を思い出し、勅使河原は少し頰ほおを緩ゆるめている。

　勅使河原は、今度は逆に『タイム』の編集部に乗り込んでやったのだ。『結果』と『数字』を叩たたきつけてやったところ、氷室小路は何も言えずにいた。

　あの時の氷室小路の顔を思い出すと、普段は険けわしい勅使河原の表情も緩みがちになる。

　が、いつまでも勝利の余よ韻いんに浸ひたっているわけにはいかない。

「……しかし、あくまで杜若王子郎を奪われずに済んだだけのこと。今後も『タイム』を始め、多くの雑誌が打倒『ライン』を目指して様々な対策を講じてくるはずだ」

　今回の戦い、氷室小路の挑発に腹はらが立った側面もあるにはあるが、何も感情的に動いただけなわけではない。

　今後の見通しを立てるためだ。

「『停滞』は『後退』と変わらない。我々は常に前進をして行かなければならない。たとえ杜もり若わか王おう子じ郎ろうが離れたとしても、常に新たな『挑戦』と『成長』をしていくのだ」

　勅て使し河原がわらの手元には、紙の資料がある。

　そこには、今後のスケジュールや企画などが書き連ねられている。

　その中に、こんな記述があった。




『　新しん連れん載さい作家──　』




『　──左そ右う田だ伊い織おり　』


終









　あとがき




『マンガの神様』をお手に取っていただきありがとうございます。皆様のお蔭かげでこうして３巻目をお届けすることが出来ました。




　前巻では主人公である伊い織おりの前にライバルが登場しましたね。今回はそれを受けて、さらに強大な敵が立ちはだかる──という王道展開も良かったのですが、ちょっと趣向を変えて楪ゆずり葉はに戦ってもらうことにしました。

　制作に当たり、杜もり若わか王おう子じ郎ろうというチートキャラと渡り合えるような漫まん画が家かを登場させること。楪葉の過去に触れること。この二つに主眼を置いたところ、夜よ桜ざくらというキャラクターが誕たん生じようしました。本当はもっとアイドル活動しているところも描写したかったのですが、あくまで本作は『マンガの神様』ですのでそこを広げるのはどうかという思いと、尺しやくの都合もあり泣く泣くカットしました。

　それから「売り上げが大事か、面白さが大事か」というちょっとデリケートなテーマにも触れてみました。前巻までと同様、キャラクターたちに色々と持論を喋しやべってもらいましたが、決して僕の考えを代弁してもらっているわけではありません。創作者たちの主義主張がぶつかり合う様さまを楽しんでもらえればという気持ちで書いております。少しでも何か感じていただければ幸さいわいです。




　僕自身、このあとがきを書いている時点ではまだ見ていないのですが、読者の皆様はＴテｉィｖブさんの素晴らしい水着イラストをご堪たん能のういただけたかと思います。断じて水着を描いて欲しくてこういう展開にしたわけではありません。気が付いたらこうなっていたのです。可愛かわいい女の子たちの水着姿が見たかったとかいうやましい気持ちは一切ありません。手が勝手に動いていたのです。




　また皆様にお会い出来ることを祈りつつ、今回はこの辺りで筆を置かせていただきます。

　……ああ、早くイラスト見たいなあ！

　それではこれにて。


蘇そ之の一かず行ゆき









　追伸。

　日ひ芽めはまだお兄ちゃんがホモだと思っています。







蘇そ之の一かず行ゆき

本シリーズでデビュー。スーパーインドア派。近年、運動不足を実感。写真のサイリウムを１分間振っただけで腕を痛めました。
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イラスト／Ｔｉｖティブ

漫画家兼イラストレーター。

２巻で二次元アイドルに癒されてると書いたら３巻でこんなことが！　神様はいますね。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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マンガの神かみ様さま③








蘇そ之の一かず行ゆき
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